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　その相手は恋こい人びとかもしれないし、親かもしれない。

　先せん輩ぱい、時に後こう輩はいがその相手となるかもしれない。

　兄弟、姉妹がそれに当たる場合もある。

　腐くされ縁えんや、悪友がそういう存在になる事もある。

　あるいは俺おれのように、つい先日まで赤の他人だった相手がその人となるかもしれない。




　つまるところ。

　その相手が何であろうと、自分が全力をかけて戦うべき相手なら。

　それは自分にとって最大の敵であり、

　そして、

　かけがえのない存在に違ちがいない。









　―― 序章 ――





　昔から、よく神かみ頼だのみをする方だった。

　小学校のころ好きだった女の子にプレゼントを渡わたす前、神社に行って賽さい銭せん箱ばこに小銭を投げた。

　神様に祈らないと、願い事は叶かなわない。昔、爺じいちゃんにそう言われた。

　当時小学四年生だった俺おれは意外にも爺ちゃんっ子であり、その爺ちゃんに『神様にお参りするといいんだよ』と言われて告白前にせっせと神社でお祈りした。ちなみに当時の俺が神社に行ったなんて知られれば『朝あさ井いが神社？　ありえねー！』と言われ、それより鬼おにごっこしようぜー的なノリに犬よろしくついていく、そんなワンパク少年である。

　ちなみに告白は見事なまでに轟ごう沈ちんした。そもそも当時の俺は神様と言われてナメック星人をイメージしてたし、金をケチって賽銭箱には一円玉しか投じなかった。だから願いが叶わなかったに違ちがいない。

　その後は俺も次第に成長し、賽銭箱に入れたお金が神様ではなく神かん主ぬしの許もとに行く事も、現実社会は神頼みより現物と実力がモノを言うのかよ的な事もしっかり学んだ。が、癖くせという奴やつは中々抜ぬけないらしく、中学受験前には五円玉を投げ入れ、高校受験前にも賽銭を入れた。神様は五円を投げると文字通りご縁えんがあるのか、中学も高校も合格通知を無事もらえた。

　もちろん俺が合格出来たのは、神様のお陰かげなんかじゃない。純じゆん粋すいな実力だ。が、それでも神頼みという奴は多少の心の支えになるし、モチベーションの上昇にも繋つながるもの。要は心の問題であり、おまじないの一種。おかげで俺は今、こうして高校生になった訳だ。

　そして今日、高校入学してまだ一週間と経たっていないその日。俺は同じく神社の前にて猛もう烈れつなモチベーションアップを望んでいた。神様への寄付、という名目の金食い虫である賽銭箱に、そう、五百円玉を勢い余って投じようと決意するほどに。

　何な故ぜなら明日、

　俺は、

　高たか倉くらさんに、ラブレターを出す！

「……長くて短い日々だったぜ。でも時は満ちた！　今こそ勝負の時！」

　誰だれもいない賽銭箱の前、一人の俺が拳こぶしを握にぎる。そして。

「明日、俺はっ！　高倉さんに、告こくるっ！」

　決意を胸に天を睨にらみ、ぐっとその拳を突つき上げる。







　初めての出会いは高校デビューとなる入学初日。俺おれは今でもあの運命の瞬しゆん間かんを覚えている。入学式の後に行われた学校案内の時、列を外はずれてお手洗いに行ったせいで微び妙みように迷い、正直ちょっと『やらかした！』と思いながら構内をさまよっていた。そこで俺は初めて、彼かの女じよに声をかけられた。

「うん？　君、もしかして一年生？　なにかお困りかな？」

　そう呼ばれて、振ふり返る。

　そこに居たのは、俺と同じく真新しい制服に身を包んだ一年生。丸っこい顔が俺の前でニコリと微ほほ笑えみ、髪かみをショートカットで綺き麗れいに揃そろえた女の子だった。

　彼女も俺と同じく構内で迷っていた。でもそんな素そ振ぶりを全く見せず、まず俺の心配をしてくれた。自分よりも先に、相手の心配をする――その事から既すでに、彼女の人間性が見えるというもの。だがこの時の俺は全く気づかず。

「はい。一年生……ですけど。実はちょっと迷っちゃって」

「おお？　あたしと一いつ緒しよだね。よーし、じゃあ一緒に迷おう！　学校探たん索さくも面おも白しろそうだしね。えっと、名前は……なんだっけ？」

「あ……朝あさ井い、正まさ也やです」

「朝井君だね。あたしは高たか倉くらいつみ。よろしくっ！」

　そう元気よく語り、イエッサーと言わん勢いで敬礼っぽいポーズを取る彼女。

　それが、俺と彼女の初対面だった訳だが――その時は、まだ偶ぐう然ぜん。ちょっと不ふ思し議ぎだけど可か愛わいい子だなと、その程度の認識だった。

　だが運命を理解したのは、クラス分けの後の事。俺は彼女と見事同じクラスになり、

「あれ、同じクラス？　うわーラッキー！　よろしくね、朝井君！」

　と言われ、更さらに、

「わわ、席まで隣となり？　もっとよろしくね、朝井君！」

　とまで言われてしまった。

　さすがの俺も、これには多少焦あせった。だって相手は初対面の女の子、しかも俺好みの丸顔な女の子に、ここまでニコニコ笑顔で寄られたら誰だれだって……！

　と、ちょっと意識しながら迎むかえた二日目。まあなんだかんだ言って、でもやっぱりギャルゲーみたいな展開は何も無いんだろうなぁ、でもちょっと期待してみたり、と思っていると。

「朝井君。せっかくだからお昼一緒に食べようか！」

　と、お昼時にいきなり誘さそわれ彼女と机をくっつけての昼ご飯。マジっすか、と思わず興こう奮ふんする俺の前で、

「部活はもう決めた？　あたしは陸上部に入ろうかなぁ。朝井君はどうするの？」

　俺の前で、花のような笑顔を咲かせる高倉さん。

「朝井君ってどこの中学出身？」

　楽しそうに、俺おれに尋たずねる高たか倉くらさん。

「あ、その唐から揚あげ、美お味いしそうだね！」

　興きよう味み津しん々しん、俺に聞いてくる高倉さん。

「お、おぅ……く、食うか？」

　実は母親お手製、俺的にはかなり好物の唐揚げだったが、そう言われて彼かの女じよに差し出す。高倉さんは「くれるの!?」と目をまん丸に輝かがやかせ、それから一口でぱくり。

「わ、おいし！　ありがとね！　じゃあ、朝あさ井い君には玉子焼きをあげよう！　お手製だよ？」

　そう言われて俺の元に返ってきたのは、彼女お手製の玉子焼きだった。

　それは伝説の中で聞いたことがある代しろ物もの。女子から頂く、手作り料理（の一部）……！

　燦さん々さんと輝く玉子焼きを、まずは一口。その瞬しゆん間かん、絶妙な塩味と、そして高倉さんの愛が満ちていくのを感じる俺……！

　そんな事が続けば、幾いくら鈍どん感かんな俺だって『何かある』と期待してしまうもの。そんな感じで迎むかえた三日目、俺は帰宅しようと自転車を押おし始めた所で高倉さんとばったり会った。

　それは本当に、奇き跡せきの偶ぐう然ぜん。高倉さんも出会った事に驚おどろきつつ、一いつ緒しよに校門をくぐり抜ぬける。そして歩き出した途と端たん、運命は加速。

「あれ、帰り道も同じなんだ！　凄すごいなぁ朝井君。よし、一緒に帰ろう！」

　そう言われ、並んで夕日の中を帰宅した。

　高倉さんの表情は見る度たびにコロコロ変わる。その大半は笑え顔がおのバリエーション。こんなに笑う人を俺は見たことがない。家はこの辺？　これから時々一緒に帰る？

　いつまでも続きそうな、楽しい会話。赤い夕日に照らされた帰り道。

　連れだって歩く彼女に思わず『夕日、綺き麗れいですね……』と言おうと思い、途端に恥はずかしくなって止やめた。『でも貴女あなたの方が綺麗です』とか、口をついて出てしまったらどうしよう。いやいや、それ以前に『夕日、綺麗だね』なんて話をしてる時点で、それは告白フラグである。

　そんな事を考えながら、高倉さんを見た瞬間――

　俺の目の前で、それは起きた。

　彼女は俺の横顔と、その向こうに見える夕日を眺ながめつつ。俺の顔を見つめ、にっこりと笑いながら。

「朝井君。夕日、綺麗だね！」

　と。彼女自身が、そう言った。

　その瞬間、心臓が跳はね上がり、同時に心の中で確信した。

　脈ありだ。間ま違ちがいない。一日、二日、三日と続いたこの幸運。その全すべては紛まごうことなく、俺と彼女が結ばれるためのフラグであったに違いない、と。そう、俺は確信したのだった。







　夕日を見つめてあの三日間を思い出し、ついうっとりしてしまう。希望に満ち溢あふれた未来は今まさに目の前に輝かがやいており、もはや確約された将来と言っても過言じゃない。

　あの日から土日を挟はさみ、その間に彼かの女じよへの渾こん身しんのラブレターを完成させた。あとは天に任まかせるのみ。

「そうさ。俺おれはこのお参りが終わったら、ラブレターを出す……っ！」

　神社を見上げ、神様に向かってそう呟つぶやく。

「ママー、アレなにー？」

「見ちゃいけません、みーちゃん！　死亡フラグですよ！」

　外野から空耳が聞こえたが気にしない。

　俺は明日。必ず高たか倉くらさんに、勝負をかける。そう心に誓ちかったのだ。

　だから、その為ための。俺の、最後の最後の神かみ頼だのみ！

　ぐっと右手に五百円玉を握にぎりしめ、埃ほこりでくすんだ賽さい銭せん箱ばこに意を決して放り込こむ。落ちてゆく小銭の音を耳にしつつ、賽銭箱の前に垂れた紐ひもを掴つかんだ。

　それから、三回振ふり回す。ガランガラン、と大きな鈴すずの音が神社に響ひびき、その音をしっかりと耳に刻み。瞼まぶたを閉じ、丁てい寧ねいに手を合わせ。

「上う手まくいきますように、上手くいきますように、上手くいきますようにっ！」

　呪じゆ文もんのように言葉を唱え、両手を合わせて願いこんだ。神様だって五円の代わりに五百円玉を入れれば、きっと願いを叶かなえてくれる。そうさ、賽銭箱に五百円玉を入れる人間なんて俺以外にはそうそういない。断言してもいい。だから神様、俺に他人の百倍のご利り益やくを！

　そう思いながら……しっかりと祈り。期待を込めて、顔を上げた。

　――その時、だった。

　ピリッ、と頭上で変な音がしたのは。

「……ん？」

　何の音かと思い、ゆっくり視線を上へと向ける。ぶら下げられた紐をたどり、上方につけられた鈴の方へ。すると、紐の途と中ちゆうに綺き麗れいな亀き裂れつが入っているのを発見した。お前の運命はここで終わる。そう言いたげな紐の切れ目。

　何だこれ。って……もしかして、俺のせいか？　力を入れすぎたか。

「って、いきなり超ちよう不ふ吉きつじゃねーか！」

　思わず突つっ込み。これはまさか。紐の切れ目が縁えんの切れ目。そういう暗示じゃ……

「い、いやまさかな。所しよ詮せんはお祈りごとだし……くっ」

　自分に言い聞かせて首を振る。

　神社の紐は単なる偶ぐう然ぜん。信じる者こそ救われる。お天てん道と様だってきっと俺の努力を見てる。

「……そうさ。俺は自分を信じてればいい。あれだけフラグも立ったんだ。今いま更さら負けるなんて絶対無い。だから明日こそ俺は、あの人にこの気持ちを――」

「いい加減にどけえええええっ！」

「うおおっ」

　そこで突とつ然ぜん、背後から怒ど鳴なられた。振ふり返る。

　そこには、先さき程ほどまで居なかった筈はずの女の子が立っていた。

　女の子は春だというのに、季節外はずれの麦わら帽ぼう子し。顔を隠かくしているつもりらしいが、長い黒くろ髪かみが川のように綺き麗れいに流れている。白のワンピースの上にカーディガンを着き込こみ、一見すると良家のお嬢じよう様風な姿。だがその小さな身体からだには気品とは程遠い、殺意や決意に近いオーラが溢あふれていた。動物に例たとえるなら、そうだな。ライオンとかその辺あたりが似合いそうな。

「ったくもう……！」

　彼かの女じよが一度、ぐっと麦わら帽子を目ま深ぶかに被かぶる。その姿に何となく見覚えのある気もしたが、すぐに気のせいだろうと否定。こんなに野性味溢れる雰ふん囲い気きを、俺おれが忘れる訳がない。

「なにしてんの。邪じや魔まよ！　どいて！」

「す、すいません」

　思わず横に引く。その俺が見ている目の前で、彼女もぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。賽さい銭せん箱ばこの前に立ち、深呼吸を繰くり返す。異様なほどに真しん剣けんだ。

　……まあ確かに、長居しすぎたか。幾いくら祈っても、あとの結果は俺の努力次第だし。

　そう思い、邪魔しても悪いし帰るかと思って足を外に向け。そのまま彼女とすれ違ちがおうとした時――

　一いつ瞬しゆんだけ、彼女が賽銭箱に小銭を投げるのが見えた。

　五百円玉、だった。

　まさか、と思って足を止めた。

　この俺以外にも、五百円を投じる奴やつが居ようとは。しかも今、この瞬間。俺の目の前で。

　……こいつは一体、何を祈る気だ？

　女の子が帽子を被ったまま頭上を睨にらみ、俺と同じように力一杯紐ひもを握る。そのまま振る――かと思ったが、何な故ぜか一度手を離はなし。先程の強気な態度を一転、今度は不安そうに顔を俯うつむけ、その手でワンピースの胸元をぎゅっと掴つかんだ。

「上う手まく、いくわよ。きっと……」

　そう祈る横顔は、視線こそ見えないものの少々赤い。俗ぞくに言うなら、リンゴのように。小さな身体で緊きん張ちようを隠しているようにも見える。それから、自分の気持ちを誤ご魔ま化かすように再度「大だい丈じよう夫ぶ……！」と力強く、呟つぶやく。

　……もしかして、この子も恋こい、だろうか。不安と期待を抱いだき、最後の神様頼だよりでここに来た。そして最後のお願い、五百円。

　つまり、俺と同種の人間？

　彼女は暫しばらく迷っていたものの、やがて意を決したように紐を掴み。そのまま力強く握りしめ、

「上う手まくいきますように、上手くいきますように、上手くいきますように……！」

　頭上の鈴すずを睨にらみ、いきなり強きよう烈れつにぶん回した。ガラガラガンガン、と何かの景品でも当たったかと言わん勢いで鐘かねが鳴り、その様子はまさに台風のように苛か烈れつ。が、その気持ちはよく分かる。

　詳くわしい理由は知らんが、お前も恋こいなら頑がん張ばれ！

　そう心の中で応おう援えんし、そのまま立ち去ろうと考えた。

　……が。その俺おれの前で今度は……紐ひもから、ミシミシという音が……

　いや、確かに気持ちは分かる。分かるが、しかし――

「あの……そんなに振ふり回したら」

　ブツッ

　ガン！

「っ……くぁ……！」

　遅おそかった。女の子の祈りの途と中ちゆうで、紐が音を立てて見事に切れた。その反動で鈴が落ち、賽さい銭せん箱ばこの前に立つ少女の頭に直ちよく撃げき。

　思わず蹲うずくまる彼かの女じよの姿を見つめてしまう。なんというか、実に運が無いというか……

　い、いや、その前に心配するのが先だ、心配。

「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我が無いか!?」

　声をかける。さすがに今のは痛かろう。普ふ通つうなら泣いてもおかしくない。怪我が無ければいいんだがと思いつつ、蹲る彼女を覗のぞき込こもうとした。その瞬しゆん間かん、

「あ……！」

　と彼女が薄うすく、声をあげる。

　ほんの一瞬だけ、目が合った。

　あれ。やっぱり、どっかで見たような……？

　気のせいか。

「だ、大丈夫よ」

　彼女が慌あわてて帽ぼう子しをぎゅっと被かぶり、ワンピースの埃ほこりを払って立ち上がる。

「いや、でも」

「大丈夫、だから。心配しないで」

　頭を押おさえつつ答える女の子。彼女は麦わら帽子を改めて直し、ぐすっ、とちょっとだけ鼻をすすった。ちらりと地面に落ちた鈴に視線を送り、恨うらめしそうに首を振る。どうやら強がってはいるものの、なんだかんだ言いつつ落ち込こんでいるようだ。

　まあ普通……お願い事してて鈴が落ちたら、へこむ。しかも、それが恋なら尚なお更さら。いや、本当に恋かどうかは知らないけど、願いが何にせよ頭上に鈴直撃、って。五百円を投げ入れたのに、それは幾いくらなんでも……

「じゃ、じゃあ失礼するわ」

　彼かの女じよがぼそりと言い、慌あわてて俺おれに背を向けた。その背中は小さく、足早ではあるものの何となく落ち込こんだ空気が伝わってくる。

　もちろん、単なる俺の思い込みかもしれない。

　でもやっぱり、慌てながらも少し項うな垂だれつつ走っていく姿は。なんつーか、その。

　……ちょっとはかわいそう、って思うだろ？

　だから。

「あの！」

　歩き出す彼女に声をかける。一いつ瞬しゆん止まった彼女の背中に、そのまま続けて、

「がんばれよ！　えっと、その。応おう援えん、してるから！」

　そう、伝えた。

　もちろん詳くわしい理由なんてこれっぽっちも知らない。が、何となく頑がん張ばって欲しかった。

　だって彼女は俺と同じく、誰だれかに恋こいする女の子……だと思ったから。だったら、やっぱり応援したくなるものだ。同じ境きよう遇ぐうに居る、友として。

　そう言った俺の声が通じたのか、彼女は境けい内だい前の階段で足を止め。そのまま暫しばし迷ったように頭を振ふったが、もう一度だけ麦わら帽ぼう子しを深く被かぶり。

　夕日を背に、ほんの少しだけこちらを向いて。

「……ありがと」

　小さく呟つぶやき、急ぎ足で階段を下りていった。

　その様子は慌て気味で、可愛かわいらしく。いかにも、恋する女の子、といった感じで甘あま酸ずっぱい。

　そんな彼女を見送って。

　――明日は、きっといい日になる。何となく、そんな予感を覚えた。







　―― 第一章 ――







　　　　１．





　入学式も学力テストも無事に終わり、土日が明けた月曜日。

　その日は春の日差しが暖かい、陽気な朝だった……と言えば聞こえが良いが、この坂道を歩くには少々厄やつ介かいな代しろ物ものである。

　春先とはいえ、まだまだ寒さも残るこの季節。本来ならこの陽気な日差しが身体からだを温め丁ちよう度ど良くなるのだろうが、残念な事に草くさ地じ一いち高校は結構な坂道の上にあった。道中を自転車で登りきれず、結局押おして歩く頃ころには多くの生徒が軽く汗あせばむ程ほどになる。俺おれこと朝あさ井い正まさ也やも同じで、普ふ段だんなら他の生徒に交まじって犬よろしく舌を出しながら坂を登っていたに違ちがいない。

　だが今日はそんなふしだらな姿を見せる事もなく、むしろ心は引き締しまってピンピンしていた。まだ八時過ぎだというのに学校前に到とう着ちやく、普段より早いのは気合いが入りすぎた故ゆえ。その手元で固かたく握にぎりしめる鞄かばんに、そう、あの方へのラブレターを秘めている。テンションは既すでに最高潮、しかし頭は沸ふつ騰とう気味ながら何ど処こかで冷静さも保つ、という絶妙なバランス感覚を維い持じしているのが今の俺！

　……と思っていたが、校門前にあるカーブミラーを覗のぞくと物もの凄すごくこわばった顔が映っていた。普段は顔も性格も平へい々へい凡ぼん々ぼん、友人にはたまに『エロゲかラノベの主人公に居そうだな』と言われる俺だが、今日はさすがに少々怖こわい。

「くっ。落ち着け俺、冷静にクールダウンだ。ラブレターを置くのは放課後。今から興こう奮ふんしてたら意味が無いぜ……！　一度息を吸って、吐はいて……よし。まずは瞼まぶたを閉じて、落ち着いて」

　手を胸に当て、瞼を閉じる。自然と思い浮うかぶのは、高たか倉くらさんの可愛かわいい笑え顔がお。それを想像するだけで俺の頬ほおはすぐにゆるみ、自然と笑顔を形成。ついニヤニヤしながら校門をくぐり、半なかば鼻歌交じりで教室へ。


「おぅ朝井、今日も相変わらず馬ば鹿か顔……って、なんだその顔。なに食ったお前」


「え？　あ、いや、なんでもないぞ大だい地ち。ああそうさ、俺は至いたって冷静だぞ疑うなよ」


　同じクラスの男子に物凄く微び妙みような言い訳をかましつつ着席。大地は明らかに怪あやしいなお前という雰ふん囲い気きを出したものの、俺の後に現れた女の子に「へいへーい！」と背中をどつかれ退場した。その様子を見届け、ほっと一息。……今からこの調子じゃ身体からだが保もたんのではないか。いや、でも今いま更さらこの決断を覆くつがえすわけには――


「おっはよおおうっ！」


　と思ってたら、俺おれも背中を叩たたかれた。思わずひっくり返りそうになった瞬しゆん間かん、目の前に、


「どうした朝あさ井い君。そんなに驚おどろいて」

「うおおおおっ！」


　いきなり現れた。思わず椅い子すから立つ俺を、ぱっちりおめめの女の子が覗のぞき込こんできた。

　丸っこい顔が、花のように微ほほ笑えんでいる。桃もものように柔やわらかそうな頬ほお、かがみ込んだ姿勢のせいで学生にしては少々大きい胸元が揺ゆれ動き、ごくり、と思わず唾つばを飲まずにいられない。誰だれが呼んだか、その方は男子の間で通称『ヒマワリ』。その由来は、笑顔が夏場のヒマワリのようにキラキラ輝かがやいているからだと俺は思う。

　そんな彼女の登場に俺は、ここで格好良く挨あい拶さつをしようと――


「お、おお……」

「お？　おお？」

「……お、おはようございます、高たか倉くらさん」


　我われながら泣ける挨拶だった。もうちょっと気の利きいた事を言えればいいのに……！


「うーん、なんか硬かたいよ？　どしたの？　寝ね不ぶ足そく？　悩なやみ事？」

「あ、ああ。それはちょっと、昨日夜よ更ふかしして」


　主に貴女あなたへのラブレターの為ために。昨日どうしても、納得がいかなくて夜遅おそくまで。
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　だが高たか倉くらさんはそんな俺おれの意図など当然、知るよしもなく。


「もしかして面おも白しろいゲームでもあった？　あたしも小説読んだりゲームとかしてるとさ、もう超ちよう夜よ更ふかししちゃう方なんだよね！　朝あさ井い君もそういう奴やつ？」

「いや、そういう訳ではないんですが……」

「じゃ、やっぱり悩なやみ事？　だったら相談に乗るよ！」

「と、特にそういう事も……」


　まずい。なんとか誤ご魔ま化かさないと。

　そう思っていたら、彼かの女じよは俺の前でにまぁ、と笑い。俺の脇わきにこっそり擦すり寄り、


「……ふっ。恋こい煩わずらい、だね？」

「なっ」


　何な故ぜ分かる……！


「ち、ちち、違ちがいます。違いますよぉ！　ええ、全然！」


　咄とつ嗟さに言い訳。いや、確かに当たってはいるが、しかし本人に言うわけにも。

　そう思ってる俺の前で、高倉さんは俺の話を素直に信じたのか、元々冗じよう談だんで言ったのか。そうかぁ、と残念そうに呟つぶやき。


「なんだ違ったのかぁ。恋煩いだったら羨うらやましいなあ、って思ったのに」

「……え？」

「朝井君。恋ですよ、恋！　女の子なら誰だれでも、愛いとしの白馬の王子様に憧あこがれるってものですよ？　もちろん、あたしもね？」

　彼女が答える。そのまま斜ななめに俺を見つめる瞳ひとみに、強きよう烈れつに感じる恋の視線。それは、やはり俺への期待か。だって俺の前でわざわざ話を振ふるのだ。……そうだよな。違うのか？

　そんな俺の前で高倉さんはなおも「ふふっ」と口元を緩ゆるめつつ。

「じゃあさ、クラスで気になる可愛かわいい子とかは居ない？　ほら、例たとえば唐から沢さわさ――」

「え、いや、えっと！」

　朝っぱらから強烈すぎる話題につい後ずさり。その時、背中にどん、と誰かがぶつかった。きゃっ、と小さな悲鳴。

「あ、ご、ごめん！」

　誰だか知らないが申し訳ないと思い、謝あやまろうと振り返る。そこで、俺と衝しよう突とつした頭一つ分小さい女の子と視線が合った。今の衝しよう撃げきで尻しり餅もちをつき、ぺたん、と床ゆかに座っている。

　下から見上げる、実に愛らしい視線。うっ……と、こちらも息を呑のまずに居られない。

　――可愛いは正義。その言葉が真理なら、目の前の女の子は間違いなく正義の味方だった。

　お嬢じよう様さま然ぜんとした長い黒くろ髪かみ。清らかさと可愛らしさを絶妙な感じで兼かね備えた表情に、柔やわらかく愛らしい目元。その彼女が、驚おどろいたように俺の顔を見つめている。

　その様子に思わず硬こう直ちよくし、どうしよう、とりあえず謝ろう、と思った所に。

「ちょっと朝あさ井い、唐から沢さわ様に謝あやまりなさいよ！」

「あ、わ、悪い！　ごめん、唐沢さん！」

　隣となりに突つっ込こまれ、彼かの女じよにぺこり。その様子に彼女――唐沢さんは優しく「大だい丈じよう夫ぶです」と微ほほ笑えんでくれた。そして彼女が起き上がろうとした途と端たん、クラスの馬ば鹿か男子Ａこと大だい地ちが「大丈夫ですか唐沢様っ！」と手を差し伸べ、その横から「おま、役やく得とくすんなよ！」と男子Ｂが妨ぼう害がい。そこに数人男子が加わり、互たがいに「俺おれの唐沢様に」と揉もめ始める。そんな醜みにくい様子を前にしても、彼女はただ「皆みな様、そんなに気を遣つかわれなくても……」と心配そうに呟つぶやくのみ。そのお姿に「今日もお優しい唐沢様……」と今度は女子の一人が呟く。

　その子の名前は、俺も既すでに知っていた。

　唐沢鈴すず。

　成績優秀、性格良好、更さらに父親は有名企き業ぎようの社長と噂うわさされ、そこの一人娘というまさに良家のお嬢じよう様。天は二物を与えずという諺ことわざに真正面から喧けん嘩かを売り、完全勝利したような人だった。その可愛かわいらしさと奥おくゆかしさからファン層は入学当時から既に五十人を超こえるとも言われ、通称『学園の宝石』。それこそ他の高校に行けば『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』なんて呼んでしまいそうな勢いだ。

「鈴っち、大丈夫？」

　騒さわぎの合間から、高たか倉くらさんがひょいと彼女を助け出す。そこで俺も我われに返り。


「すいません、唐沢さん。後ろを見てなくて」

「いえいえ、気にしないでください。……ところで、なんのお話をされてたんですか？」

　唐沢さんが、高倉さんに話を振ふる。その言葉を聞いた高倉さんが嬉うれしそうに笑い、

「聞いて聞いて、鈴っち。朝井君さぁ、恋こい煩わずらいだって！」

「……え、こ、恋？」

　ち、違ちがう。だからそれは、

「そう、恋だよ鈴っち！　鈴も恋してる？」

「い、いえ、私は、その……」

　いきなりの事態に戸と惑まどう唐沢さん。その彼女に高倉さんが、頭をなでなで。

「相変わらず照れ屋さんなんだからぁ」と高倉さんが言えば、唐沢さんも「いえいえ、私にはまだ……」と遠えん慮りよ気味に、しかもちょっと顔を赤くしながらお返事。俺の前で朝から繰くり広げられる見事な仲良し二人の百ゆ合りっぷり。なんという目の保養。

「お、俺もすりすり……！」

　気を取り直した大地がすぱこん、と教科書で隣の女子に叩たたかれる。その音に唐沢さんがちょっと驚おどろき、高倉さんから離はなれ。それから、彼女はふと俺に期待の眼まな差ざしを向けてきた。

「そ、それで、朝井さんのお相手とはどなたなのですか？　私、大変興味があるのですが！」

　しっかり聞いてたのか。っていうか、その質問は勘かん弁べんしてくれ。

「いやいや冗じよう談だんだって鈴すずっち」

「……え、そ、そうでしたの？　期待したのですが……」

「いや、ほらね？　鈴にも浮ういた話がそろそろ無いかなー、っていうさ？」

「もう……」

　少しほわほわした唐から沢さわさんと、常時ハイテンションの高たか倉くらさん。それに囲まれる俺おれ。なんという至福。傍そばからぼそりと「なんであいつが朝から囲まれてんだ」とか聞こえたが黙だまってろ馬ば鹿か男子め。

　だが、そんな至福の時も長くは続かず、そこに鳴り響ひびく予よ鈴れいの合図。

「じゃ、またね！　鈴っち、朝あさ井い君！」

「ええ、ではまた」

　手を振ふって高倉さんが去っていく。残った唐沢さんは、改めて俺に向き直り。

「おはようございます、朝井さん」

「お、おはようございます……」

　つい緊きん張ちようする俺にももちろん、彼かの女じよは平等に微ほほ笑えむのみ。そのまま静かに俺の隣となりへと着席。実は先週末に行われた正規の席せき替がえにより、俺の隣は高倉さんではなく唐沢さんになっていた。正直、高倉さんと三日で別れてしまったのは残念だが……これはこれでいいものであり、俺でも見み惚とれてしまいそうだ。その様子は、確かに可愛かわいい。

　……いや、まあ俺の恋こいの相手は高倉さんだけどね。唐沢さんは、俺にはちょっと高たか嶺ねの花すぎると言うか……あまりに優しく、お嬢じよう様すぎて少々。俺には少し、荷が重いというか。

「おはようございます、皆みなさん」

　カラカラと教室の扉とびらが開き、担任の吉よし名な先生が入ってくる。何となくおっとりとした感じの人で、和服を着れば凄すごく似合いそうな先生だ。その姿を見て、生徒達がぱたぱたと自分の席へと戻もどっていく。俺も今一度背筋をただし、自分の席から高倉さんの背中に注目。

「はい、では朝の挨あい拶さつを始めましょう。高倉さん、お願いします」

「はいはーい！　起立！」

　高倉さんの合図と共に、全員が席を立つ。それから、

「れーい！」

　全員で礼。でも俺はあまり頭を下げず、高倉さんを見る。彼女の肩かたは丸みを帯びていて、いかにも女の子らしい柔やわらかみがある。ああ、可愛いなぁ高倉さん。

「着ちやくせーき！」

　ノリノリな合図と共に、何事も無く席に座る。ふぅ、と今日も彼女の背中を堪たん能のう。とそこに、

「あの。鞄かばん、落ちましたよ？」

「え？」


　隣の唐沢さんに言われて床ゆかを見る。今しがた立った時に、膝ひざが触ふれて落ちたようだ。しかも蓋ふたまで開いて。おやおや、と思い鞄かばんを回収。それから唐から沢さわさんに、頭を下げて感かん謝しやの礼。


「すいません。ありがとうございま……」


　そう、言いかけた所で……

　初めて、俺おれの視界にそれが入った。

　最初に、あれ？　と思った。

　場所は今しがた礼をした、唐沢さんの丁ちよう度ど足元。サイズは手のひらよりも少し大きく、見た目は真っ白な長方形。口元の部分には、真っ赤なハートマークのシール付き。その表面には俺なりの文字で〝高たか倉くらさんへ〟と書いてある。

　色気は無いが、確かにそれは俺が鞄にしたためていた筈はずのもので。

　……それは、つまり。

　どう見ても。


「……どうかされましたか？」

「い、いえなんでも！」


　俺の、ラブレター、な訳で！

　……なんだと……っ！

　これはやばい。明らかにまずい。どうしていきなり、ラブレターが俺の鞄から唐沢さんの足元に。鞄を落とした拍ひよう子しに滑すべり出て、唐沢さんの足にはまったのか。そんな馬ば鹿かな。そんな偶ぐう然ぜんがある筈が。でも、だけど。


「くっ……！」


　どうする。どうすれば。素直に白状するか。足元のそれを取ってください、と。いや、唐沢さんはまだ気づいていない。今ならまだ、上う手まく足元のラブレターを回収する事だって……！

　どくどくと高鳴る心臓を押おさえつけ、隣となりを見る。合間に先生の声が響ひびく。来週末には親しん睦ぼく会かいがありまして、詳くわしい話は来週のＨＲにお話ししますねー……と、おっとりした声が響いてくる。でもそんな話はどうでもいい。今はラブレターの救出だ。

　気づかれないよう、そろり、そろりと右足をラブレターの先へ。靴くつ先さきが触ふれるか触れないかぐらいまで伸ばしてから。あとはこっそり、こちらに少しずつ――


「はい、おしまい。じゃあ挨あい拶さつね、高倉さん」

「あいさっ、起立！」

「うわっ」


　号令にびっくりし、思わず立つ。その瞬しゆん間かん、伸ばした足が唐沢さんのくるぶし目め掛がけ、まさかのトーキック直ちよく撃げき！


「げっ！」

「礼！　はい、終しゆう了りよう！」


　ついあげた悲鳴こそ号令にかき消されたものの、唐沢さんは当然足元に目を向け。その視線は見事にラブレターの上面、〝高たか倉くらさんへ〟と書かれた俺おれの文字へ。

　その手紙を素直に拾い、表を見て、裏を見て。もう一度表を見てから、俺を見て。


「……」

「……」


　お互たがい沈ちん黙もく。……こういう時、何をどう答えればいいのだろう。

　返答に詰つまる俺の前で、唐から沢さわさんがぱちぱちと瞬まばたき。再度手紙に視線を落とし、首を傾かしげ。


「あの、朝あさ井いさん。これは、もしや……」

「いや、えーと。それは、その、ですね！　じ、実は懸けん賞しよう用ようの応おう募ぼハガ――」

「もしかして……らぶれたー、という物でしょうか……？」


　実にあっさりとばれてしまった。


「先さき程ほど仰おつしやっていた恋こい心ごころ、とは……まさか……」

「……そ、それは」


　まずい。誤ご魔ま化かすんだ。適当な嘘うそを。駄だ目めだ、焦あせれば焦るほど台詞せりふが出ない。

　大体こんな状じよう況きようで、今さら彼かの女じよに何て言えば――


「これが……これが、伝説によく聞く、噂うわさのらぶれたー、という奴やつなのですね……！」


　震ふるえる俺の前で、目をきらきらさせつつラブレターを凝ぎよう視しする唐沢さん。冷ひや汗あせを流す俺の前で彼女は爛らん々らんとそれを握にぎりしめ、そして、


「朝井さん！」

「は、はい……！」

「あの。……ちょっとだけ、お願いが……」

「な、ななな、なんでしょう……！　そ、それは是ぜ非ひ秘密にしてもらえれば……！」


　硬こう直ちよくする俺。その前で、彼女は口元に俺のラブレターを当てつつ、ちょっとばかり縮ちぢこまり。


「えっと……お恥はずかしい話、なんですが。中身を見せて貰もらっても、よろしいでしょうか？」

「……は？」


　一いつ瞬しゆん、耳を疑った。だが彼女はことのほか真しん剣けんらしく。


「いえ、あの。他意はないんです。ただ私、その、ラブレターというものを初めて見たものでして……その、こ、後こう学がくのために見させていただければ、と」


　封ふう筒とうを口元に運び、少し恥ずかしそうに俺を見る唐沢さん。そして、ちらりと上うわ目め遣づかい。そのあまりに可愛かわいい仕草に、断れる奴やつが居たら教えて欲しい。

　まあどちらにしろ俺に断れる権限は無く、はい、と大人おとなしく答えるしかなかった。その返事に唐沢さんは嬉うれしそうにいそいそと封を開け、他人にばれないよう机の下に隠かくして読み始める。


「ふむふむ。なるほど……こうして女の子を口く説どくのですね……素敵です……！」


　手元のラブレターを読みつつ、時々顔を赤くする唐沢さん。しかし人様に自分のラブレターを見られるって……まずい。死ぬほど恥ずかしい。だって、あの中には俺の愛の言葉が恥ずかしげもなく山のように書かれている訳で……！

　完全に硬こう直ちよくする俺おれの前で、唐から沢さわさんは何度も真しん剣けんに頷うなずき。そして、俺に返してくれた。


「ありがとうございます。とても……愛に満ち溢あふれておりました」

「え……そ、そそ、そうですか？」

「ええ。朝あさ井いさんの愛が、ひしひしと。本当に好きなんですね、高たか倉くらさんの事」


　はう。愛が、伝わる。ひしひしと！


「え、えーと、いやぁ……はは。て、照れますよ……そんなの」

「すばらしい、と思いますよ」

「そ、そそ、そこまで……ふふっ。いやぁ、さすが俺」


　思わず含ふくみ笑い。あの『学園の宝石』、唐沢さんの心に響ひびくとなれば俺のラブレターがいかに完かん璧ぺきかが分かるというもの。思わぬアクシデントとはいえ、嬉うれしいじゃないか。

　有頂天になる俺の前で、唐沢さんがさらに続けて。


「朝井さん。それで、ラブレターはいつ渡わたされるんですか？」

「え、えーと。実は……今日の放課後に、引き出しにこっそりと、なんて……」

「きょ、今日！　……ですか？」


　唐沢さんが一いつ瞬しゆん驚おどろく。それから、むむむっと顔をしかめ、視線を横に流し。


「あの。余計なお世話かもしれませんが……それは、もしかしたら危ない、かもしれません」

「……え、あ、危ない？」


　予想外の事を言われた。危ない、とは？


「はい。確か今日、高倉さんは部活をお休みするとお聞きしました。ですので今日の放課後にラブレターを入れても、多分見ないと思うのです」

「え……と。休むんですか。……で、それが、なにか？」


　初耳だった。でも、それの何が危ないのだろうか。

　唐沢さんは少し恥はずかしそうに顔をうつむけ、周囲に聞こえないように小声で、そっと。


「あの……高倉さんはご覧らんの通り明るい方なので、もし今日の夕方渡わたせないと発見は明日の朝、という事になります、よね。それで、朝一番で高倉さんが、教室の中でラブレターを見つけてしまうと……その……」


　と、そこまで彼かの女じよが言った後に、ちらりと高倉さんを見て。


「朝一の教室で、大きな声で……これは何だろう、とか……」

「あ、ああ、なるほど……！」


　唐沢さんの言いたいことが、そこでようやく理解できた。確かにそれは『危ない』事だ。

　高倉さんは可愛かわいい元気っ子らしく、結構感情が表に出る。その彼女が引き出しに入っていたラブレターを見つけた瞬間、どうするか。『これ何だろう？』と声をあげる可能性は少なくない。それをクラスメイトが揃そろっている所で公言されたら。間ま違ちがいなく俺はフルボッコ確定、楽しい高校生活がまさかの出オチになってしまう。

　しかも、それが冗じよう談だんで済めばともかく破局の引き金になる可能性だってあるのだ。高たか倉くらさんだってそんな始まりは嫌いやだろう。白馬の王子様ならもっとスマートに、だろうし。


「ですので、高倉さんが普ふ通つうに部活に行かれる日にしては如何いかがでしょうか。今日は家の事でお忙いそがしいようですので、明日……いえ、部活が本格化する来週から、とか」

「た、確かに……それはいいアイディアだ。ありがとうございます唐から沢さわさん！」

「いえいえ。お力になれたのでしたら幸いです。頑がん張ばってください」


　唐沢さんが頭を下げる。そこで丁ちよう度ど一時間目の先生が現れ、わずかな休息を堪たん能のうしていた生徒達の会話をさえぎった。パンパン、と軽く手を叩たたき、全員に合図し授業が始まる。俺おれもその音に振ふり向き、椅い子すに座りなおした。危ない危ない、と密ひそかに安あん堵どし、ほっと一息。

　だが、その瞬しゆん間かん――ぞくり、と背筋を不ふ吉きつな悪お寒かんが走り抜ぬけた。

　振り返る。

　……何だ。今、物もの凄すごい視線を感じた。何と言うか、殺気のような……気のせいか？

　生徒は全員、先生の方を向いている。唯ゆい一いつ俺を見ていたのは唐沢さんで、その彼かの女じよも俺の様子に「どうかされました？」と首を傾かしげるのみ。いえ、と答えつつもう一度だけ気配を探るが当然見つかる筈はずもなく。

　……唐沢さんと話しすぎて、彼女のファンに睨にらまれたか。その事に溜ため息いきをつきつつ、よし、と改めて机の下で拳こぶしを握にぎった。

　勝負は来週。いや――もし高倉さんが部活に行くと分かるのなら、明日でも構かまわない。

　……それなら、今日のうちに出来る事は？

　考える。そして、すぐに閃ひらめいた。

　神社に行ってお参りだ。こういう大事な物事は、最後の最後は神かみ頼だのみと相場が決まっているのである。
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「ねえ高倉さん。今日、部活出るの？」

「へ？　出るよ。あったりまえじゃん。何で？」

「いや、さっき誰だれか、今日は部活に出ないとか言ってたような……」

「ん、別に無いけど。誰だい、そんな嘘うそつきさんは」
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　唐沢さんの助言から一日過ぎた、その日の放課後。俺は図書室で身を潜ひそめた後、夕暮れ時を見計らって教室へと戻もどってきた。空から差し込こむ夕日が誰だれもいない教室を照らし、気分の高こう揚ようした俺おれには妙みように眩まぶしく輝かがやいて見える。教室の窓を開けると、暖かい春先の風が吹ふき抜ぬけた。

　準備は万全。昨日のうちに神社にお参りにも行き、ラブレターももう何度も何度も見直した。高たか倉くらさんの予定も既すでに把は握あく済み。今日は、部活。今、彼かの女じよはグラウンドの上にいる。完かん璧ぺきだ。

　風の香りが心地よい。ああ。なんとも素晴らしいラブレター日和びより！

「よぉーし！」

　気合いを入れて教室の中央に立ち、誰もいない事を確認しつつ深呼吸。ゆっくり高倉さんの机へ接近。鞄かばんから大事に大事に作り上げたラブレターを出す。……誰かに見られてないか。机を間ま違ちがえてないか。入念に確認し、そっと引き出しへ。たったそれだけの作業に指が震ふるえる。高倉さんは無事に読んでくれるのか。読んだ後、俺の事をどう思ってくれるのか。そんな事を考えながら、そっと引き出しに手を入れ――

　その時。かさっ、と手元が何かに触ふれた。

「……ん？」

　……引き出しの中を覗のぞいてみる。

　中に入っていたのは、綺き麗れいなピンク色の封ふう筒とうだった。表には流麗な文字で〝高倉さんへ〟と書かれており、取り出して裏返すとイチゴのシールが封の部分に貼はられていた。全体的にファンシーな印象で、可愛かわいらしく愛らしい。

　……って。これは、まさか。

　封筒の表を睨にらみ、裏を睨む。それから、自分の手にある白いラブレターへと視線を落とす。

　待て。……封筒の形が、とてもよく似ている気が……！

「こ、これはまさか……！」

　つつ、と冷ひや汗あせが頬ほおに流れた。手が震ふるえ、ピンクの封筒につい力が。これは、もしや。

　この形状、色合い。どう考えても……俺と同じく、高倉さんにラブレターを送った奴やつがいる。

　しかも、俺より早く！

　更さらにはこのファンシーな感じと、ハートマークではなくイチゴを選ぶハイセンス。……これは、相当な強敵ではないのか。

「……まさか、俺と同じ考えの奴がいようとは……！」

　どこのどいつだ。俺の高倉さんに手を出す奴は。教室を見み渡わたすが当然誰も居ないし、相手が誰かも分からない。

　もう一度、ピンクのラブレターを凝ぎよう視し。親の敵かたきより憎にくいそれが、今、俺の手元にある。

「……で、出来ればこの場で捨ててしまいたいが……！」

　思わず本音。だが、それは出来ん。差出人が誰かは知らんが、人様の恋こい心ごころを勝手に踏ふみつぶすなど断じて許されん。たとえそれが恋敵であろうと、そいつは俺の武士道に反する。

　とはいえ……俺の純白の封筒VSピンクのイチゴ。これは正直、分ぶが悪いのでは。

　いや、大切なのはラブレターの中身。そう、中身さえ見れれば。

「ち、ちょっとだけ……っていうか差出人も……でも開けたら、ばれるし……そうだ」

　悩なやんだ所で冴さえた閃ひらめきが頭に浮うかび、まずは自分のラブレターを高たか倉くらさんの引き出しに入れる。そのままピンクの封ふう筒とうを持って窓まど際ぎわに寄り、夕日にかざして中を透すかした。

　今日は優すぐれたラブレター日和びより。夕日のおかげで、なんとか透けて見えないだろうか……！

「えーと。とりあえず差出人だ。相手は……ええと」

　白と違ちがってピンクは見み難にくい。そう思って角度を変えた瞬しゆん間かん。手元から、封筒が消えた。

　春風が吹ふき、びゅん、と封筒が風に乗り、

「おわああああっ！　しま、しまったあああ！」

　窓に乗り出す。ピンクの封筒は風に乗って、そのまま桜の木を越えてヒラヒラと紙飛行機のように落ちていく。まずい。最悪だ。つーか誰だれだよ窓を開けた馬ば鹿かは！

　って、俺おれか!?

「くそっ」

　教室を出て階段を駆かけ下りる。途と中ちゆうで先生の注意が聞こえたが無視。上うわ履ばきのまま玄げん関かんに飛び出し、目をこらす。ピンクの封筒、ピンクの封筒――駄だ目めだ、夕焼けに目が焼かれて見つかるわけが……いや、ある。まだヒラヒラ上空を飛んでいる。

　玄関を飛び出し校門へと走る。恋こい敵がたきのとはいえラブレターだ。きっと真しん剣けんに書いたに違ちがいない。風に飛ばされて無くなりました、と言って誰が許すものか。

　校門を出た先は、学校が山手にあるせいでいきなりの坂道だ。その道に沿って作られたガードレールを乗り越えて覗のぞき込こむ。無いかもしれない。そう覚かく悟ごしたが奇き跡せき的てきに傾けい斜しやの手前、土や雑草に引っかかっていたそれを見つけた。なんとか手を伸ばし、拾う。

「はぁ……良かっ……て。おあっ！」

　救出に成功した後、思わず悲鳴。ピンクの封筒は、地面が微び妙みようにぬかるんでいたせいか半分だけ泥どろまみれ。

「な、なんという……！」

　慌あわてて泥を落とす。が、やはり完全には落とせない。汚よごれが残り、どうしても汚きたなくなる。

　どうしよう。どうしたものか。

　なんてことで悩なやんでいると――

「お？　やほー、朝あさ井い君！　偶ぐう然ぜんだね！」

「ひいぃ！」

「うん？　な、何？」

　声をかけられ、思わずポケットにラブレターを突つっ込こんだ。それから笑え顔がおを取とり繕つくろい、不意に話しかけてきた高倉さんに向き直る。彼女の顔は丁ちよう度ど夕日に横から照らされ、まばゆいばかりに輝かがやいていた……が、今はそれ所じゃない。

「どうしたの？」

「いいい、いえ別に！　いい景色だなーって思って眺ながめてました！」

「おや、どれどれ？　ああ、ホントだね！」

　高たか倉くらさんが感動した声をあげる。草くさ地じ一いち高校は登校こそ大変だが、同時に少し郊こう外がいの山手にあるため町の全体像が見み渡わたせるのだ。草地一町には元々街路樹も多く見み栄ばえが良いし、その手前には小さいながらも川が流れている。そういう意味では、確かに綺き麗れいだ。

　俺おれに心の余よ裕ゆうがあればの話だが！

「うーん……っと。気持ちいいー！」

「で、でしょう……！」

　とりあえず返事。だが、手の平にはじっとりと汗あせが……！

「た、高倉さんは今、帰りなんですか？　でしたら、ええと」

「ん？　あっ、やばっ。あたし急いでたんだ。帰ってご飯作んないと」

　俺が促うながすより先に、高倉さんは慌あわてて鞄かばんを肩かたに担かつぎ「じゃ、またねー！」と言い残して坂道を駆かけ下りていった。その姿が消えた所で、ようやく一息。それから、ポケットに入れたラブレターを引っ張り出して。

　思わず……げんなり。

「ああ……ぐしゃぐしゃだ……何たる……」

　手元のラブレターは、山折り谷折りの大山脈。……これは、泥どろを落としても駄だ目めだろう。くしゃくしゃに潰つぶされたのを引き伸ばしたラブレターなんて、誰だれが渡わたせるものか。

「はぁ……」

　つい溜ため息いき。どうしよう。とりあえず、このラブレターは後で差出人を見て謝あやまるしかない。それに、俺のラブレターも……

「って。あれ？」

　そういえば、俺のラブレターはどこに行った。そうだ。確か高倉さんの引き出しに入れて。

　って、高倉さん今帰ったよな？　……俺のラブレターは？　……もしかして、見てない？

　今丁ちよう度ど部活が終わったとして……引き出しの中に気付かず、そのまま帰宅？

　という事は――ちょっと待て。これは、そういう意味でも、まずいんじゃないか。

　考える。意味はそのまま、唐から沢さわさんと話した通りだ。朝に高倉さんがラブレターを見つけて騒さわぐ。その騒そう動どうを周囲に聞かれ、そのままジェットコースターのように死亡フラグへ一直線。

　まずい。これは、非常にまずい。

　顔を上げると、夕日が『まーたねー』と言いつつ地平線の向こうへ消え、空は見事に夜に傾かたむき始めていた。カラスが小ばかにしたように鳴く中、ポケットから携けい帯たいを取り出し時間を見る。

　午後、五時五十分。

　――どうする？

　振ふり返る。部活も終わりかけた学校からは、既すでに人ひと気けが減り始めていた。残り少ない生徒もぱらぱらと校門前から出てきて挨あい拶さつを交かわし、それに合わせて最後のチャイムが鳴り終える。草くさ地じ一いち高校の閉門時間は、確か六時。もう間もなく。だが――まだ、開いてはいる。

　今から学校に戻もどり、とりあえずラブレターを回収。それから、ピンクのラブレターの差出人に謝しや罪ざい。その上でもう一度、その相手とも仕切り直し。まだ見ぬ相手に謝あやまる事を考えながら、つい溜ため息いきを吐はいて……くそ、何がラブレター日和びよりだ最悪じゃねえか。
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　そうして戻ってきた学校の教室前だったが――たどり着いたところで、足を止めた。

　……何な故ぜか、僅わずかに開いていた。

　教室の扉とびらが、である。

　なんでだ？

　学校は六時と同時に消灯され、当直の先生が各教室の見回りを行うらしい。俺おれも先さき程ほどニアミスしかけ、慌あわててトイレに隠かくれてやり過ごした所だった。そのせいで多少余計な時間を取ったが――だから今いま頃ごろ、全すべての教室の扉が閉じている。その筈はず、なのだ。

　……でも。それが何故か、少しだけ開いている。

　たまたま見回りの先生が、扉を閉め忘れただけなのか。きっとそうだ。今日に限って、こんな何もない室内に誰だれかが居るなんて事、ある訳が。多分。きっと。

　……べ、別に幽ゆう霊れいを怖こわがってる訳じゃない。こ、怖くないぞ、誰がなんと言おうとも。

　ゆっくり扉の端はしを掴つかむ。そのまま、覚かく悟ごを決めてぐっと握にぎり、

「南な無む三さん！」

　全開にした。

　……ほらやっぱり何もいな――

　ガタン

「なに……！」

　物音。と同時に、目の前でぼぅ、と。薄うす暗ぐらい教室内に光が灯ともる。

　一直線に伸びた光がぐるりと教室内を回転し、俺の方を照らす。その光の奥おくには小さな人影。それは教室に漂ただよう過去の幽ゆう霊れいか、それとも自殺した生徒の……！

　って……よく見ると、懐かい中ちゆう電灯っぽい。

　あれ、と思ってそちらを向く。

　そこに立っていたのは、女の子だった。

　相手も相当驚おどろいたらしく、懐中電灯で俺を真正面から照らしている。逆光の中でもよく見える、黒くて長い髪かみ。小さな体たい躯くと、薄暗い教室の中でも消えない気品。

「……え？」

　もう一度、瞬まばたきを繰くり返す。

　そこに居たのは、俺おれの予想していた幽ゆう霊れいでもなく。もちろん泥どろ棒ぼうでもなく。

「唐から沢さわさん？」

『学園の宝石』にして、美しきお嬢じよう様。俺のラブレターを快こころよく褒ほめてくれた、あのお方。

　彼かの女じよは俺の言葉にぴくんと反応、慌あわてて懐かい中ちゆう電灯を消し、更さらに持っていた『何か』を後ろに隠かくして。

「お、おお、おっ」

「……お？　おお？」

「……おはようございます、朝あさ井いさん。今日もいいお天気ですね！」

「え、ええ……おはようございます、唐沢さん。そうですね、今日も綺き麗れいな夕日が……」

　とりあえず挨あい拶さつ。って、ちょっと待て。今は夕暮れ。目の前には唐沢さん。この状じよう況きようは何だ。

　彼女の姿は薄うす暗ぐらい中でも相変わらず花のように美しい。そんな彼女と、日にち没ぼつ間ま際ぎわの教室にてエンカウント。こんな夕暮れ時のロマンス、まさにギャルゲのワンシーンに相応ふさわしいとは思うのだが、状況だけ見ればどう考えても不自然だ。俺はともかく、かの『学園の宝石』がこんな時間に、しかも一人で薄暗い教室に。何な故ぜ？

「……あの。俺が聞くのも何ですけど。何、してるんですか？」

　つい尋たずねると、唐沢さんはいつもの笑え顔がおを浮うかべ、でも微び妙みように引きつったような感じで。

「え、ええと、ちょっと忘れ物をしてしまいまして……」

　と言って恥はずかしそうに俯うつむきがちの上うわ目め遣づかい。

　忘れ物。確かに忘れ物なら納得出来る……けど。でも、こんな時間にわざわざ取りに来るような忘れ物……？

　聞いてみようか。……いや、でも。

　よくよく考えたら俺だって、こんな時間に居る。その理由は……愛いとしの人へのラブレター。そして唐沢さんも、人ひと気けの無い夕暮れ時に俺と同じくここに居る。……待てよ？

　誰だれにも見られたくない時間帯。しかも考えてみれば昨日、ラブレターを見せてくださいと言った、彼女。

　……もしかして。唐沢さんは、今――

「唐沢さん。もしかしてその忘れ物って」

「……べ、別に大した物では……」

「ラブレター、じゃないですか？」

「……え？」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、唐沢さんがぎくりと肩かたをすくめた。

　やっぱりそうだ。唐から沢さわさんは人ひと気けの無いこの時間にこっそり、ラブレターを置きに来たのだ。念には念を入れて、学校が閉門するまで居残って。

　そして昨日、ラブレターを見たがったのも。俺おれのを参考に、自分のラブレターを作るため？

「ち、ちち、違ちがいますよ朝あさ井いさん！　私、そんなラブレターだなんて」

　おたおたしつつ彼かの女じよが答え、両手を挙あげる。その唐沢さんの手から懐かい中ちゆう電灯と『忘れ物』が落ちた。風に乗った小さな紙は、これまた器用に目の前へ。そのまま俺の足元で丁てい寧ねいに止まる。

　それは見事、予想した通りのものだった。見た目は真っ白な封ふう筒とうで、表には丹たん精せい込こめて書かれたであろう、愛いとしの相手への宛あて名なこと〝高たか倉くらさんへ〟という文字が綺き麗れいに綴つづられて……って、

「……あれ？」

　声をあげて、思わず凝ぎよう視し。これはどうしたことだろう。初めて見た筈はずなのに、何な故ぜかとても見覚えのある文字だった。……具体的に言うと、俺の書いた字というか、その……

　顔をあげる。唐沢さんは笑え顔がおのまま、けれど瞬しゆん間かん移動のごときスピードで俺の傍そばに寄った。そのまま足元の封筒をビュン！　とかっさらう。

　ほとんど動きが見えなかった。

「ご、ごめんなさい、落としてしまいました！」

　彼女が慌あわてて答えつつ、忘れ物をスカートのポケットへ強ごう引いんに……っていうか滅め茶ちや苦く茶ちやにねじり込む。そのまま俺の前でぺこりと一礼、滝たきのような汗あせを流しつつにっこり微ほほ笑えんで。

「では、失礼しますね」

　そう答え、軽やかに教室から出ようとした。

　微び妙みように足音を乱しつつ、慌てて俺の脇わきを通って教室を――って。

「あの」

　声をかける。唐沢さんが、ぎくっ、と背筋を伸ばして硬こう直ちよくした。

「……なな、何か？　どうかされましたか？」

「……いえ……今言ってた忘れ物、なんですけど……」

　ちらりと見えた、白い封筒。入念に書かれた〝高倉さんへ〟の文字。それって……

「……今のそれ。俺のラブレター、じゃなかったですか？」

「え？」

　唐沢さんが、首を傾かしげる。その頬ほおには冷ひや汗が、一筋。

「き、気のせい、ではないでしょうか？　見間違い、という事もありますし」

「いや、でもどう見ても俺の字でしたし、俺の封筒だったような……」

　見間違い？　でも。

「あの。今拾った物、少しだけ見せて貰もらっていいですか。唐沢さん、何か勘かん違いしてるかも」

「……いえ、あの。人様に見せるのは、非常にお恥はずかしいものなので」

「表だけです。お願いします。中は絶対に見ませんから」

「でも……」

「お願いします」

　頼たのみ込こむと、唐から沢さわさんが躊躇ためらうように顔を伏ふせた。でも、もし俺おれのラブレターだったらこちらだって引き下がれない。そのラブレターが大事な物という意味もあるし……それに唐沢さんが慌あわてていたせいで、何か勘かん違ちがいしてるという可能性だってある。その勘違いで、俺のラブレターを奪うばわれる訳には。間違い、で済まされるのはあまりにも困る。

「唐沢さん。確認だけでいいんです。もし間違ってても中身を見たりとか、笑ったりとかしません。もし変なものだったりしても、絶対誰だれにも言いません。ですから」

　唐沢さんに訴うつたえる。俺の強い意志は彼女にも伝わったらしく、唐沢さんは暫しばらくしてから大きな溜ため息いきをつき、スカートの中に捻ねじり込んだものを出した。両手で端はしを掴つかみ、俺の前に差し出すように広げてみせる。

　――それは紛まぎれもなく、俺のラブレターだった。強引に捻り込んだせいで少しくしゃっとしている。

「唐沢さん。これ、やっぱり俺のです。もしかして、何かと勘違いしてません？　だからあんなに慌てて……」

　そう言いつつ、返して貰もらおうと手を伸ばした。が。

「……違うんです」

「……え？」

「私の忘れ物は、これなんです。間違いありません」

　唐沢さんが素早くラブレターを引っ込め、胸元に抱だきしめる。そして、その可愛かわいい瞳ひとみできりっと俺を睨にらみ――

「朝あさ井いさんに、高たか倉くらさんへの告白はさせません！」

「……へ？」





　　　　５．





　唐沢さんが睨んでくる。多分、本気で睨んでる……のだろうが、残念な事に可愛い顔のせいで全然迫はく力りよくが無かった。まあ、それはそれとして。告白させない、とはどういう事か。

「高倉さんは、私の大切な友達です。ですので、高倉さんにはもっともっと素敵な恋こいをして欲しいんです。……朝井さんは、その相手としては不十分だと思うのです」

「はい？」

　不十分。俺が高倉さんには不相応、という事か。……それは一体、どの辺が？

「あの。……それは、ぶっちゃけ俺が駄だ目めな奴やつ、という意味でしょうか……？」

「はい！」

「えっと……具体的には？」

　俺おれが聞くと、唐から沢さわさんも当然ながら頷うなずいて。

「……ショックを受けないでくださいね？」

「ええ。まあ……多分」

　そう答えると、唐沢さんはこほん、と一度咳せき払ばらいをして。

「まず、高たか倉くらさんに告白に来る人は白馬の王子様じゃないと駄だ目めなんです！」

「……へ？」

「……王子様、です！」

「……いや。えっと。王子様……？」

　言ってることは分かるが……日本に居ないよ、そんな奴やつ。それとも突つっ込こみ所なのだろうか。

　……本気だったらどうしよう？　そう思う俺の前で、彼かの女じよが更さらに。

「王子様は無理でも、せめて格好良くないといけません。朝あさ井いさんは、その、失礼ながら申し上げますと、はっきり言って脇わき役やくＡぐらいのお顔です！　男の子が十人居たら、五人ぐらい朝井さんと同じ顔！　お遊ゆう戯ぎ会かいで言えば木のかぶり物して立ってるような！」

「うぐっ……！」

　中々クリティカルな指し摘てきじゃないか唐沢さん。かぶり物はともかく、確かに俺は平へい凡ぼんだ。しかも俺は以前、その平凡さを克こく服ふくしようと鏡の前で『格好良く見える俺様の表情』について一週間ほど研究し、結論としてどれも変わらなかったという黒歴史まである。そうさ、だから俺はエロゲかラノベの主人公なんて言われるのだ。くそ、俺は絶対ああはならんぞ。

　いや、今はそんな事を考えてる場合じゃない。それに人間、顔だけで決まる訳でもない。

「で、でもほら、唐沢さん。人間やっぱり顔だけじゃなくて……性格も大事ですよね。いくら格好いい王子様でも、性格が優しくないといけませんし。その点、俺はまだ多少優しいと言いますか、それなりに見所も――」

「ありません！」

「全否定!?」

「はい。朝井さんは、殿との方がたとしてはまだ修行不足ですっ」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎる唐沢さん。一々挙きよ動どうが可愛かわいいなぁ。でも言ってる事は辛しん辣らつだ。彼女なりに、それだけ本気という事か。

「……なら、教えてください。何が修行不足なんですか？」

「はい。まず授業中、いっつも高倉さんの背中ばっかり見てます。見すぎです！　それだけじゃありません。昨日なんか高倉さんと一いつ緒しよにお昼を食べようとするあまり、高倉さんがお弁当を取り出すタイミングを狙ねらって一緒にお弁当を出してます！　狙ってやってるとしか思えません！」

　……馬ば鹿かな。完かん璧ぺきに、ばれている！

「あとは、わざと声をかけてもらおうと用事も無いのに傍そばをうろうろしたり」

「うっ」

「特別教室の移動先を、わざわざ席が離はなれてる高たか倉くらさんに聞いてみたり！」

「くぅ……っ！」

「朝あさ井いさんはそういう所が沢たく山さんありすぎて、正直浅ましいと思うのです。好かれようとする気持ちは分かりますが、頭の中がそればっかりで。そして、何より」

　彼かの女じよがそこで、一呼吸。そして、

「朝井さんには、高倉さんに対する愛が、ありません！」

「な………………あ、愛、だと……そんな馬鹿な！」

　待ってくれ。愛が足りない？　そんな筈はずは。今の俺おれ以上に、高倉さんを愛してる奴やつなど居るものか。だからこそ俺は五百円を投じて祈り、今こうしてラブレターを渡わたそうとした筈なのに。

　だがそう考える俺の前で、唐から沢さわさんは真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめ。

「朝井さんの気持ちは、分かります。人を好きになる、というのは素敵な事です。でも、愛とは相手の事を強く想うだけでは無いと思います」

　彼女が力強く、拳こぶしを握にぎり。

「本当に大切なのは……相手に、喜んで貰もらう事」

「よ、喜ん……で？」

「はい」

　頷うなずく唐沢さん。その小柄な身体からだを使い、全身で〝愛〟を表現するよう胸元に手を当てる。

「いいですか。高倉さんが、何をされたら喜ぶか。どうしたら、幸せになって貰えるか。自分の事を気にかけて貰おうとするのではなく、相手を想う事。そのような、相手に対する、愛！」

「あ……相手を、想う……！」

　愛。それは――自分の欲求に従った恋こい心ごころではなく。人を想い、慈いつくしむ慈じ愛あいの、心？

　自分が恋をするのではなく、好きな人のために尽つくす、愛。

　それが、俺には足りない……？

「朝井さんは、確かに本気で高倉さんが好きなんだと思います。ラブレターも拝はい見けんしました。ですが高倉さんに恋はしていても、彼女を想う愛が、足りてません。ただ朝井さんが、自分の好みで告白したいだけ！　ですから、殿との方がたとして修行不足。それが、私の今の答えです」

「くっ……た、確かに……！」

　その言葉に、つい、呟つぶやく。

　――俺が高倉さんの為ために何をしたか。改めて考えると、思い当たる節ふしが一つも無い。

　俺は迷子になった所を高倉さんに助けて貰い、玉子焼きも貰って仲良くお話しまでして貰った。なのに俺おれは、高たか倉くらさんの背中を見てただ可愛かわいい可愛いと言ってるだけ！

　……こ、これでは確かに、彼かの女じよへの愛が……！

「……お、仰おつしやる通りです唐から沢さわさん……！」

　思わずげんなり。全くもって反論出来ないとは、どういう事か。それどころか、そんな自分に気づいてすらいなかったとは。

　……これでは高倉さんに相応ふさわしくない、と言われるのも分かるというもの。

「確かに、そうかもしれません」

　丁てい寧ねいに、唐沢さんへ返事をする。間ま違ちがっている点は、真しん摯しに受け止める。これも、大事だ。

「俺は確かに、高倉さんに告白する事ばっかり頭にありました。高倉さんに喜んで貰もらおうと言うよりは、俺が好きで告白したい、っていう気持ちが強かったかもしれません……」

　彼女に言う。唐沢さんも、俺が理解してくれた事に対し、嬉うれしそうに頷うなずいて。

「……理解、して貰えましたか？」

「はい。もうばっちり。俺としたことが……！」

　指し摘てきされるまで気づかないとは。我われながら何という、浅はかさ。

　だが、そんな俺にも唐沢さんは優しく微ほほ笑えんでくれた。まさに、相手を想う慈じ愛あいの笑顔！

「いえ。私はただ理解して頂ければ、それだけで十分です。それに朝あさ井いさんなら、今から努力すれば必ず……朝井さんの気持ちを理解してくれる女性が現れると思いますよ」

「……ありがとうございます、唐沢さん」

　唐沢さんからの心強いエール。それを素直に受けると、唐沢さんは「頼たのもしいですね」と微笑んだ。それから、満足げに頷いて。

「それでは、今日はこれで失礼致いたします。……ご健けん闘とうを、お祈りしますね」

　そう言い残し、俺の前で一礼して。ゆっくりと、教室を後にしようとした。

　俺には、愛が足りない。その事を胸に刻みつつ、彼女を清すが々すがしい気持ちで見送ろうと――

　……って。

　ちょっと待った。駄だ目めだ。よくよく考えたら、そんな事を言ってる場合じゃない。

「あの！」

　いかん。危ない。慌あわてて唐沢さんを呼び止める。

　彼女はまだ何か？　という感じで首を傾かたむけ、俺の方を見てくれた。いつ声をかけても優しく微笑む唐沢さん。そんな彼女に、今しがた言われた事をいきなり覆くつがえすような話を出すのもあれなのだが……俺には、よく考えれば時間が無いのだった。

　だって。俺の努力を待っていたら、未いまだ見ぬピンクのラブレターの、あいつが。

「すいません、唐沢さん。俺……やっぱりラブレターは出さなきゃいけなかったんです」

「……は？」

　俺の言葉に、唐沢さんが、何で？　と顔をしかめる。

「えっと……やっぱり、ラブレター返してもらってもいいですか？」

「はあぁ？　あんた意味がわか……っと、失礼。えーと。どうしてですか？」

　唐から沢さわさんが目を丸くした。というか、今なんか言葉遣づかいが……気のせいか？

「先さき程ほど、自分が相手に相応ふさわしくなるよう努力する、と仰おつしやっていたような……」

「ええ、でも……その」

　どうする。ここは隠かくさず正直に言った方が良いのだろうか。

　いや、でもそれでは唐沢さんへの答えにはならない。唐沢さんの言ってる事は正論だ。それなら――そう。どちらも実じつ践せんするのみか。

「えっと。唐沢さんが言う、愛が足りない、っていうのは本当だと思います。でも、俺おれにはちょっと……訳があって時間があまりありません。だから俺は、まず高たか倉くらさんに告白して、そこから成長していきたいと思います。もちろん、唐沢さんに言われたことは今からばっちり実践していきますので！」

「なっ……」

　俺の台詞せりふに、何な故ぜかたじろく唐沢さん。

「そ、そんなに告白を急がなくても、良いのでは……？」

「すいません。それでは、駄だ目めなんです。でも唐沢さんに言われたことは、必ず守ります。なのでラブレターを返してくださ――」

「い、いい、嫌いやです！　大体なんであんたみたいな馬ば鹿かがあたしのいつみに」

「ん？」

「あわわっ」

　何か言った気がする。が、唐沢さんの顔を見ると、彼かの女じよは口元を手で押おさえて何故かぶんぶんと首を振ふった。その態度は、普ふ段だんの彼女らしくなく。ニュアンス的なアレになるのだが……どちらかというと、俺にまだ告白して欲しくない。そんな感じだ。

　気のせいかもしれないが……何か、あるのか？

「あの」

「は、はい」

「俺の気のせいだったら、申し訳ないんですけど……」

　一応、そう前置きして。

「もしかして、他に理由があります？　俺と高倉さんが付き合っちゃいけない理由とか」

「い、いえいえ、別にそんな理由なんて全く……あは、あははっ」

　もの凄すごいから笑い。……なんか、怪あやしいな。

「わ、私に他意なんてありません。ほ、ほほ、本当ですよ？」

　唐沢さんが笑え顔がおで答える。が、もはや取り繕つくろうので精一杯というか、あからさまに変だ。頬ほおには妙みような冷ひや汗あせを流し、顔だけは笑顔で固定されているものの、視線はさっきから泳ぎまくりで右を向いたり左を向いたり。

「やっぱり何かありますよね」

「い、いえいえ。全然、何も無いです本当です！」

　顔を赤くしながら彼かの女じよが言う。やっぱりそうだ。何かある。彼女の慌あわてぶりからして。

　何だろう。唐から沢さわさんが、わざわざ俺おれのラブレターを取りにくる理由。直接俺に語らず、俺と高たか倉くらさんの恋こい仲なかを邪じや魔まする理由。

　……俺を、止める。俺を……？

　んー……ん？

　待てよ。これって……よくよく考えると。

　もしかして。もしや？

「あの。すいません。俺の勘かん違ちがいだったら申し訳ないんですが……」

　気がついた途と端たんに、とくん、と心が高鳴った。

　いやいや、落ち着け。そんな筈はずは。でも他に理由が。

「唐沢さんって……実は、その……」

「は、はい」

　唐沢さんが頷うなずく。その顔が赤みがかっているのも確認し、おそるおそる――尋たずねてみた。

　もしかしたら。でも、実は……実は……！

「実は、俺の事が好き……だったり、とか……だから俺の邪魔して告白しないようにしてる、とか……？」

　言いつつ顔が赤くなった。学園のお嬢じよう様である彼女が、実は俺の事が好きで好きでたまらず、夜の学校に不法侵しん入にゆうまでして止めに入った。この状じよう況きよう下かで立つフラグと言えば、これしかないのでは。だとしたら俺は一体どうすれば――

「はああ？　あんた何言ってる訳？　っていうか本気で馬ば鹿かじゃはううっ！」

　唐沢さんが意味不明の発言。が、途中で慌ててターンし俺に背を向け、首を振ふりまくる。それから肩かたを震ふるわせ激しく深呼吸。あのー。もしもし。唐沢さん？

「た、耐たえるのよ唐沢鈴すず。まだばれてない、まだ本性ばれてない。まだ大だい丈じよう夫ぶ……！」

　おかしい彼女が振り返り、俺に向かってにっこり笑え顔がお。だが頬ほおの端はしがどう見ても明らかにひくついているし、両手は猛もう烈れつな握にぎり拳こぶし。 ……えーと？

「……あの。……もしかして、動どう揺ようしてるって言いますか」

「ちち、違います。えーと、私、そのっ」

　唐沢さんが慌てて手を振る。違うんです違うんです、と言ってはいるが、これは明らかに何か変で……ああ、なるほど。俺を前にして、緊きん張ちようしてる？　というか。

「……もしかして、照れてるとか。だとしたら可愛かわいいかな、なんて思いま――」




「誰だれが照れるか馬ば鹿かあああああああっ！」




　唐から沢さわさんが突とつ然ぜん吠ほえた。がるるるる、と犬のように牙きばを剥むき出し、俺おれをものすごい勢いで睨にらみつけてくる。……何だ。何が起きた。えーと。あの。唐沢さん？

「あんたねぇ……あんたねぇ！」

　俺の目の前で、唐沢さんが拳こぶしを握にぎる。その瞳ひとみに先さき程ほどまでのお嬢じよう様さは欠片かけらも無く、言っちゃあなんだが野生のジャガーみたいな。って……あれ？

「あんた、本気で馬鹿な訳？　もう何度も、何度も何度も言ってるでしょうが！」

「はぁ？」

　彼かの女じよが吠える。俺はまだ状じよう況きようが理解出来ん。これは何のフラグだ。どういう超ちよう展開だ？

　事情がよく分からん俺目め掛がけて、彼女が人差し指を突つきつける。そして、断言。

「あんたにはね。あんたなんかに絶対、あたしのいつみに告白なんかさせないわ！」

「……え。いや、あの。すいません。そこまで怒おこる意味が分からないんですが」

「なんで分かんないのよ！　何度も言ってるじゃないの！　あたしは、あんたに、告白して、欲しくない！　そう言ってるのよ聞こえないの？　この馬鹿男！」

「あー、えーと」

　それは分かる。彼女が俺の告白を妨ぼう害がいしたい。それはまあ、見てれば。

　でも、そこまで怒る理由が……やっぱり俺に惚ほれてる以外に閃ひらめかない訳で。

「あ。もしかしてあれですか。ツンデレ？」

「はあぁ？」

「俺が高たか倉くらさんに恋こいしたせいで、彼女に嫉しつ妬としてるとか」

「だ、だから違ちがうってば……そうじゃなくて！　ああもう！」

　頭を抱かかえる唐沢さん。でも他に、本当に理由が思い当たらない。そこまで怒いかりを奮ふん発ぱつして、彼女が怒る理由って――

「あの。なら、教えてくれませんか。怒る理由……と言いますか」

「だ、だから、それは」

「だって他に理由、無いですよね？」

　聞き返すと、彼女は何な故ぜか顔をトマトのように赤くし、ちょっと涙なみだ目めのまま俺を睨んだ。くうぅ、と何故か苦く悶もんの表情。それから小声で「言うしかない。言わないときっと分からない……！」と、小さく呟つぶやいた後に。

「……っ……すっ……………………好き、なのよ」

「や、やっぱり、俺の事が」

「違あああう！　だから、あ、あた、あたしは、あたしは……っ！」

　息を吸い、彼女は俺の前でぶんぶんぶんと頭を振ふり。

　本当に、本気で顔を真っ赤にしながら――

「あたしは、あたしは――あたしは、いつみが大好きなんだあああああっ！」

　夜の教室に、彼かの女じよの爆ばく弾だん発言が響ひびき渡わたった。





　　　　６．





　好き。唐から沢さわさんが、高たか倉くらさんを。

　好き？

　女の子同士で？

　意味が分からずぼんやりしてたら、唐沢さんが目の前で俺おれのラブレターを取り出した。そのまま両りよう端はしを掴つかんで、

「こんなもの！　こんなものっ！」

　ビリビリビリッ！

「あ、ち、ちょっと、なんて事を……！」

　俺の大切なラブレターが、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さい。その場にぶちまけてしまう。

　呆ぼう然ぜんとした俺の前に唐沢さんが接近、いきなり胸ぐらまで掴まれた。

「あんたは、ぶっちゃけ邪じや魔まなの！　あたしのいつみに近づかないでよ、この泥どろ棒ぼう猫ねこ！　あたしの片思いを邪魔しないで！　もう二度とラブレターなんか出すな馬ば鹿かぁ！」

「はあぁ？　いやでも、女の子同士ですよね？」

「うるさい！　あたしがいつみを好きだって言ったら好きなんだから、あんたなんかに、絶対、ぜえええええったい渡わたさないんだから！」

　胸元を掴んでぶんぶん振ふり回される。目の前がぐるぐる回り、待て待て、何だこれは。

「く、おわ、ち、ちょっと待ってくれ！」

「待たない！」

「待てってば！　っていうか……も、もしかしてそれって個人的な理由かよ！」

　言い返す。唐沢さんは頭にかちんと来たらしく、

「個人的？　そう私情よ！　あたしが好きなんだもん、あんたの都つ合ごうなんか関係無いわよ！」

　ぶっちゃける唐沢さん。

　いやいやちょっと待て。全部私情だって？

　つまりは唐沢さんが高倉さんを好きだから、俺に告白されたら困る。

　だから、妨ぼう害がい？

　……という事は、もしや。

「じゃあ、さっきの顔が悪いってのも、もしかして」

「そうよ、あんたに告白させないためよ！」

　相変わらず俺おれの胸ぐらを掴つかむ唐から沢さわさん。

「もしかして、性格が浅ましいって言ったのも」

「そうよ！　あんたの欠点を言って、諦あきらめさせようと思ったのよ！」

　ぶんぶん振ふり回す唐沢さん。

「じゃあ、もしかしてさっきのアドバイスも。俺に愛を大事にしろって言ったのも！」

「今いま頃ごろ気がついた訳!?　そうよ、あんたをへこませて諦めさせようと思ったのよ！　なのにあんたったら、勝手に誤ご解かいして元気づいちゃって！　何でそこで大人おとなしくへこまないの？　ほんっともういい加減にしなさいよ、あんたの脳みそどうなって――」

「ちょっと待てえええええええっ！」

　叫さけんだ。

　それに驚おどろいた唐沢さん――いや、もう唐沢でいい。唐沢の顔を睨にらみ付ける。

　突とつ然ぜんの反はん撃げきにびっくりしたのか、身体からだが硬こう直ちよく。その両りよう肩かたを、俺がお返しとばかりに掴む。

　ＯＫ、ようやく事情が分かってきた。つまり唐沢は、俺を一生懸けん命めい励はげましたい訳でもなんでもなく。ただ俺に、高たか倉くらさんへの告白をさせたくない。

　つまり、とにかく俺の邪じや魔まをしたいだけ！

「……なあ。ひとつ聞いていいか？」

「……な、なな、何よ」

　唐沢を睨む。こいつは少々びびり気味に身を引くが、肩をがっちり掴んで離はなさない。

「さっきから大人しく聞いてたら、どう考えてもお前が全部悪い気がするんだが……それは、俺の気のせいか？」

「え？　え、あ……いや。だってその」

「全部私情なんだよな？　邪魔して欲しくないからどっかに行って欲しいんだよな？　なのに、何で俺が怒おこられて振り回されてるんだ？　どう考えてもおかしくないか？　おい」

「うぐっ」

　言葉に詰つまる唐沢。そのまま暫しばらしおろおろと左右を向き、それらしい理由を考えて。

「……そ、それは……あんたの話なんか聞きたくないって言うか」

「聞けえええええっ！」

　突つっ込こみ返す。ひゃっ、と可愛かわいい悲鳴をあげる唐沢。仕返しにぶん回してやろうと思ったが、仮にも相手は女の子。紳しん士しの俺はそこまではしない。が、ラブレターの件は許せん！

　びしっ、と床ゆかに散った哀あわれなラブレターの残ざん骸がいを唐沢の前で指さし、

「っていうか、これどうすんだよ俺のラブレターは！　お前も見ただろ、俺のラブレターを！　俺の愛情を！　人様の気持ちを踏ふみにじるなんて、最低な奴やつめ……！」

　言い返す。が、唐沢もぎりっと唇くちびるを噛かみ締しめて俺を睨み、

「はあぁ？　何言ってる訳？　あんただって人様のラブレター捨てたじゃないの！　お互たがい様よ！　しかも、あたしのを捨てた上に、自分のだけ入れるなんて……！」

「はぁ？　俺おれは人のラブレターを捨てるなんて事はしな――」

　と言いかけ、あ、と思い。

　――ま、まさか！

「あのピンクの、お、お前の」

「ほぉう……やっぱりあんただったのね……！」

「あ、いや」

　攻こう守しゆ逆転、今度は唐から沢さわが俺に迫せまる。

「心配になって見に来たら、自分のラブレターが無くなってて、他の人のラブレターがあった時の衝しよう撃げき……あんたに分かる？」

「うぐ……！　ちち、違ちがうんだ！　あれは事故だ！　事故で、その」

「何が事故よ、事故でラブレターが無くなる訳が……っ、けほっ」

　唐沢が、怒いかりのあまりむせたらしい。小さく咳せき込こむ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　罪悪感から反射的に心配してしまい、唐沢の顔を覗のぞき込もうとした途と端たん、

「大丈夫じゃないのはあんたの頭よ！　あたしの、あたしのラブレターをよくもっ！」

　唐沢が俺目め掛がけて突とつ撃げき。やばいと思い、反射的に横へ回かい避ひ。が、逃にげ遅おくれた俺の足が唐沢に絡からみ、

「うわわっ」

　唐沢がバランスを崩くずし、そのまま――目の前の掃そう除じ箱ばこに頭を激げき突とつ。

　ドゴッ、ともの凄すごく痛そうな音がした。頭をぶつけた唐沢が思わずよろめく。そこに頭ず突つきを見み舞まわれた掃除箱が反撃とばかりに蓋ふたを開き、大量の箒ほうきとちりとりをバラバラとお見舞い。

「ふにゃっ！」

　変な悲鳴が響ひびいて唐沢が箒の下した敷じきになった。更さらにだめ押おしのようにバケツが墜つい落らく、唐沢の頭へ見事に、ガコン。

「か、唐沢ーっ！」

　お嬢じよう様の頭に、バケツ！

　慌あわてて助けようと駆かけ寄るが、その手を伸ばす直前で立ち止まった。

　……ごくり、と唾つばを飲む。

　頭から思いっきり転てん倒とうした唐沢は、その……さ、さすがはお嬢様。スタンダードに、

「白……っ！」

　言った瞬しゆん間かん、ばっ、と唐沢が両手でスカートを押さえる。そのまま目の前で立ち上がり、

「うおおっ」

　それはまさしく妖よう怪かいバケツ女。『１―２』とマジックで書かれたねずみ色のバケツが俺の前でカタカタ震ふるえ、その両手に箒ほうき・二刀流と言わん勢いで構かまえ……って、こ、これはさすがにやばい！
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「朝あさ井い……あんたって奴やつは……っ！」

「ち、違ちがう！　今のも事故で」

　バケツを脱ぬぎ捨て、唐から沢さわが容よう赦しやなく箒を振ふり上げる。俺おれも慌あわてて脇わきに落ちてた箒を拾い、振り下ろされた二刀流に向かってガード。が、唐沢は怒いかり心頭らしく、がつがつと叩たたきつける。いや、今のは確かに俺も悪かったが……！

「あんたは、あんたは邪じや魔まなのよ！　あの子は絶対、あんたなんかに、渡わたさない！　っていうか大体あんたねぇ、来週出せってわざわざ忠告したのに何で今日ラブレター出す訳？　もうちょっと遠えん慮りよしなさいよ！」

「はぁ？　そんなの俺の勝手だろ！　……っていうかお前、昨日高たか倉くらさん部活しないとか言って嘘うそつきやがったな！　普ふ通つうにやってたじゃねーか！」

「え？　あ……えーと」

「後でちゃんと聞いたぞ俺は！　というか、今日もだ！　さりげなく嘘つきやがって……！」

「うっ」

　唐沢が慌て、手が止まる。だがもう遅おそい。

　っていうか今いま更さらながら考えてみたら、こいつも相当嘘つきじゃないか？

「……なあ唐から沢さわ。一つ聞くが、実は昨日俺おれのラブレター見たのも作戦だな？　『後こう学がくのために』とか可愛かわいく言いながら……！」

「うぐっ」

「しかもよくよく考えたらお前、今ここで俺のラブレターを見つけてどうしようとしてたんだ？　……お前、本気で持っていって捨てようとしたな？　それ、俺の事故より性た質ちが悪いだろ実は！」

「だ、だって仕方が無いじゃない！　いつみが好きなんだもの！」

「俺だって好きだっつーんだよ、この馬ば鹿か！」

「うるっさい！　このっ！」

　唐沢が箒ほうきを木刀よろしく振ふり下ろし、それを力ちから技わざではじき返す。唐沢が下がり、俺目め掛がけ下段の構かまえ。対する俺も箒を上に掲かかげて対たい抗こう。女の子相手に本気を出す気は無いが、かかってくるなら応じるしか。いや、こいつは俺の告白を邪じや魔まする敵だ。遠えん慮りよなんか必要ないか？

　睨にらむ唐沢から、殺気がぴりぴりと肌はだに来る。そうか、あの時教室で感じた殺気は、これか。

　ようやく理解した俺の前で、唐沢が口元を噛かみしめる。今にも俺を射殺す勢いだ。もしかしたら、本当に本気で来るのか。それなら俺だって。高たか倉くらさんは、渡わたさない……！

「こうなったら、力ずくで教えてやるわ……！」

「けっ。来るなら来いよ。返り討ちにしてやるぜ！」

　宣戦布告と共に、唐沢が改めて箒を握にぎる。ぐっと足を踏ふみしめ、俺目掛けて狙ねらいを定め。素早く、地を蹴けった。走る。早い。だが俺もそれに合わせ、箒を手前に構え――

「そこまでです！」

　突とつ然ぜん、制止の声が教室の後ろから響ひびいた。振り下ろしかけた箒を硬こう直ちよくさせ、振り返る。

　ドアの近くに、いつの間にか誰だれかが居た。もうとっくに夕日も沈しずみ、完全に暗くなったせいで姿はよく見えないが、俺と同じぐらいの身長の女の子だ。シルエットを見る限りはボブカットで、じっと俺と唐沢を見つめている。

「お嬢じよう様。お楽しみの所、申し訳ありません。これ以上は」

「どう見たらお楽しみなのよ！　ちょっと黙だまってて冬ふゆ野の、こいつはここで倒たおす！」

「私も止めたくは無いのですが、当直の先生が感づかれた模様です。これ以上は危険かと」

「うぐ……！」

「貴方あなたもです、朝あさ井い様。喧けん嘩かの理由は分かりますが、このまま先生に見つかって共に叱しかられるような事があれば、高倉様が悲しむというもの。利が無いのでは」

「くっ……！」

　女の子が俺を見て、静かに言う。

　……悔くやしいが、確かに尤もつともな話だ。先生に見つかり怒おこられるような事があれば、たとえこいつを倒したとしても高倉さんからの印象は大おお幅はばダウン。最悪、不良生徒だとか思われ高倉さんに避さけられる事に。それは嫌いやだ。俺おれの優先順位は、あくまで高たか倉くらさんが一番。こいつは二番。

　唐から沢さわを見ると悔くやしそうに表情を歪ゆがめ、息を吐はいて頭を掻かいていた。高倉さんに迷めい惑わくはかけたくないのだろう。冷静さを取り戻もどそうと息を吸い、それから吐き捨てるように。

「確かに、ここで見つかったら意味ないわね」

「……そうだな。一度、仕切り直しだ。高倉さんに迷惑はかけれないしな」

　互たがいにそこだけは納得し、箒ほうきから手を離はなす。唐沢は汚よごれたスカートを払い、現れた女の子に声をかけた。冬ふゆ野のと呼ばれた女の子が手早く箒を片付け、掃そう除じ箱ばこに仕し舞まい直す。

「連れん絡らくありがとね、冬野」

「いえ」

　頭を下げる女の子。良家のお嬢じよう様というだけあるし、召めし使つかいか誰だれかだろうか。

　唐沢はそのまま俺を一いち瞥べつし、ふん、と鼻を鳴らしてすぐに教室を後にしようとした。が、扉とびらの前で一度止まり。

「――朝あさ井い」

「何だ」

　捨て台詞せりふでも残すのか。そう思った俺の前で、彼女はまっすぐ人指し指を突つきつけて。

「いつみは絶対渡わたさないから。絶対よ！　明日から、覚えてなさい！」

　大きな声で、断言。

　……言うじゃねーか、この馬ば鹿か女。だが悪いが、俺だって負ける訳にはいかないぜ。高倉さんへの告白は、俺の中では既すでに一いつ世せ一いち代だいの出来事だ。今さら、それを譲ゆずるなんて。

「俺だって簡単にはいかないぜ？　唐沢。お前こそ高倉さんをさっさと諦あきらめて俺に譲れ」

「……言ってればいいわよ。この馬鹿」

　俺の言葉に、唐沢も軽く言い捨てる。そのまま互たがいに一いつ瞬しゆん睨にらみ合った後。

　――また明日、と唐沢が言い残し、冬野と呼ばれた女の子を連れて教室を出て行った。

　その姿が消えてから。

「なああにが、ラブレター日和びよりだ……！」

　思わず呟つぶやき、頭を掻かく。

　目の前に残っていたのは、なぎ倒たおされた机と椅い子す、そしてラブレターの残ざん骸がい。夕日は既に沈しずみ、薄うすい月明かりだけが喧けん騒そうの後の教室を照らしている。

　……これは何かの夢なのか。夢なら是ぜ非ひとも覚さめて欲しいと願いたい。

　とりあえず、神様の野郎に言いたかった。

　俺の五百円を返しやがれ！





　―― 幕間　一 ――





　小学六年生にもなれば、男の子と女の子が〝違ちがう〟という事ぐらい分かってくる。

　男の子は元気良く格好良く。女の子は、可愛かわいらしくお淑しとやかに。

　そういう意味であたしは他の人と違うなぁ、とは思ったし、馬ば鹿かにされる事もあったけど。こうして走っている時には、もう全部忘れていた。それに、今のあたしには仲間がいた。

　走れば走るほど、心臓がばくばく高鳴る。長い髪かみを振ふり回し、偶ぐう然ぜん足元に絡からんできたサッカーボールを蹴けり飛ばす。そのまま、前へ。ただ前へ！

「まっちゃん走れええええ！」

「うりゃあああっ！」

　遠とお野のちゃんに声をかけられ、グラウンドをひた走る。ボールに追いつき、足を出す。もちろん小学生のドリブルなんて超ちようへたくそ、しかもあたしに男子ほどのパワーは無い。それでも相手はボールなんだし、蹴り飛ばせば前に行く。運が良ければシュートが入る。

　あたしのキックはボテボテのゴロシュートだけれど、運良くポストに当たって跳はね返り、相手ゴールに――入ったああっ！　逆転、大勝利！

「やったああああ、まっちゃん超ナイス！　凄すごいすごーい！」

「え？　ええ？　いや、えへへっ！」

　シュートを決めたあたしに向かって、友達の遠野ちゃんがむぎゅーっと抱だきつく。その様子に思わず照れ笑い。そこに響ひびく「町まち本もとすげぇ、よくやった！」とチームの男子達の賞賛と、「女二人のフォワードに負けたのか……っ！」と悔くやしそうに嘆なげく相手チームの男子の声。それを聞きつつ、あたしは抱きついてきた遠野ちゃんの肩かたをバシバシ叩たたいて、

「遠野ちゃん、パスありがとね！　遠野ちゃんのパスがあったからだよ？　あれがあったからゴール出来たんだよ！」

「あたし？　あたしのおかげ？　あたし凄い？」

「うんうん、凄い凄いよー！」

　と二人で盛大に盛り上がる。

　そのうち相手チームの大将が立ち上がり「お、覚えてろぉぉぉっ！」と負け台詞せりふを言いつつ去っていった。その様子を二人で笑ってＶサイン。隣となりの男子が「うちの町本と遠野すげーだろ！」と自じ慢まんげに言い切るのが頼たのもしい。

　そうさ、あたし達を馬鹿にしたのが悪いんだ！

「よーし、じゃあ今日は解散！　町本、遠野、お疲つかれな！」

　あたし達の所属するチームのリーダーが声をあげる。仲間の男子達とハイタッチを交かわし、それから「じゃあねー！」とみんなに手を振ふった。

　いい汗あせを流した後は、気持ちがいい。

「帰ろう、まっちゃん？」

　遠とお野のちゃんに誘さそわれ、その心地よさを身に受けながら家に向かう。

　帰り道の間、遠野ちゃんはいかに自分のパスがミラクルで素敵だったか、そしてパスを受け止めシュートに繋つなげたあたしの実力、ついでに二人の絆きずなについて語っていた。あたし凄すごい、でもまっちゃんはもっと凄い！　色々えへへ。

　そんな感じに二人で会話し、あっという間に家の前。名残なごり惜おしみつつ遠野ちゃんに手を振り、

「明日も勝とうね、まっちゃん！」

「もっちろーん！」

　また明日も遊ぼうね！　そう約束して、彼女の姿を見送った。

　その背中がやがて曲がり角の向こうに消え、あたしも一息ついて自分の家に向かう。二階建てのぼろっちいアパートを駆かけ上がって鍵かぎを開けると、今日はお母かあさんが先に家に帰っていた。長いざんばらな髪かみをゴムでまとめたお母さんは、あたしの姿を見つけてニッと笑う。

「お、お帰り。ちゃんと手ぇ洗いなよ！　それからご飯だ！」

「はいはーい！」

「んで？　今日は勝ったの？　負けたの？」

「勝ったよ！　あたしのシュート、決まった！」

「おおっ！　さすがだ我わが娘！」

「もっちろーん。凄い？　ねえ凄い？」

「ああ、もちろん。あたし好みの強い女の子に育ってきたねぇ？」

　お母さんの言葉にあたしも元気よく返事をして、その頭をなでてもらう。

　何にも負けるな。強くなれ。お母さんのよく言う台詞せりふで、お母さんはあたしが何かに勝つと、いつも喜んでくれた。だから、サッカーだろうと何だろうと、あたしは負けない！

「よし！　じゃあご飯にしようかね！」

「はーい！」

　お母さんがぽんぽんと背中を叩たたき、二人で小さなちゃぶ台を囲んで座る。それから、さあ食うぞ、とあたしと一いつ緒しよに席に座った。中身は簡単、ご飯とお味み噌そ汁しると少々焦こげ気味な焼き魚。お母さんは時々「お金があれば、あと一品……」と呟つぶやくけれど、あたしは野菜嫌ぎらいなので全然構かまわない。

　二人で晩ご飯を食べて、寝ねる前に宿題して。お母さんと一緒に遊んでまた明日。

　そんな毎日が、あたしの全部。







　―― 第二章 ――
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　清すが々すがしい、とはお世辞にも言えない朝を迎むかえた翌日の教室。眩まぶしい朝日に目をくらませつつ片かた肘ひじをついて座ってみる。もちろんクラスメイトは昨日と全く変わらず、窓から吹ふく風は今日も生暖かい。高校に入学して約一週間、少しずつ緊きん張ちよう感かんの解けてきた一日の始まりだ。

　……俺おれ以外。

「……うーむ……」

　溜ため息いきをつき、隣となりの席へと視線を向ける。彼かの女じよ――唐から沢さわの席はまだ空白だが、これから間ま違ちがいなく現れる。その時、俺は一体どういう顔で対たい峙じすればいいものか。

　昨日は確かにある程度のノリでやりあったものの……冷静に考えてみれば、相手はあの唐沢鈴すずなのだ。完全無欠、容姿端たん麗れい、品行方正と正直何でもありの女の子。しかも、クラスで一番の人気者。そんな相手と、このクラス内でどうやって向き合えばいい？

　いや、今いま更さら考えても仕方が無い。あいつは敵。そう、何があっても戦わねば。

　とはいえ、面と向かってああいう騒そう動どうを起こす訳にも。そう思って俺が頭を抱かかえていると、

「おはようございます」

　教室内に響ひびく丁てい寧ねいな挨あい拶さつに、背筋がぴんと反応。顔を上げると、唐沢様がいつものように教室の片かた隅すみからご降こう臨りんされていた。その姿にクラス内から「お嬢じよう様、今日も無事に登校確認！」「服装、容姿共に乱みだれ無し！」と謎なぞの暗号が乱れ飛び、携けい帯たい電話にがががががっと文を打ち込こむ姿が見え隠かくれ。どうも入学と共に開設されたらしい『唐沢様ファンクラブ掲けい示じ板ばん』に、今日のお嬢様コーナーとして載のせるという噂うわさだ。

　その様子に、天然お嬢様である唐沢様はもちろん気づかず――いや、気づかないふりをしつつ、なのか？　薔ば薇らのエフェクトでも出そうな勢いで周囲へ微ほほ笑えみ、そして、俺の方を見た。

　背中がひりつく。昨日の攻防に、身体からだが否いや応おうなしに反応する。来るか。来るのか。俺に向かって昨日みたいな罵ば詈り雑ぞう言ごんをいきなり浴びせるのか。……でも、もし言われたとしても俺は一体どうすれば？　一対一で言い返すのなら構かまわないが、教室の中であの騒さわぎは色々と。

　そんな俺の懸け念ねんが、彼女にも通じたのか。唐沢は俺を見つめ、にこり、と微笑みいつものように接近してきた。目の前で丁寧に椅い子すを引き、俺を見つめ――

「おはようございます、朝あさ井いさん」

　流麗な挨拶と共に、会え釈しやくをした。

　……って。会え釈しやく？　挨あい拶さつ？

　いや。何か一言ぐらいはあるだろう、と思ったのだが……

「お……おはようございます……」

　とりあえず、挨拶の言葉を絞しぼり出す。が、その挨拶があまりにも硬かたかったのか。

「どうかされました？　なにやら緊きん張ちようされているような……」

「い、いえ、何も」

　……なんだ？　妙みように優しいというか。普ふ通つうというか。

　どういう事だ？

「朝あさ井いさん。汗あせ、凄すごいですよ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺おれを心配そうに見つめる唐から沢さわさん。その彼かの女じよの顔は、今日も慈じ愛あいの光に満ちている。周囲の生徒が騒さわぐのも分かる美しい微ほほ笑えみは、普通に見れば当然俺にも癒いやしを与えてくれる訳で。しかも唐沢さん、俺の額に流れた汗を見てハンカチを取り出し「はい♪」と優しく俺に手て渡わたし。「ちょっと何あいつ、唐沢様からハンカチ貰もらってるわけ？」周囲の女子の視線が痛い。「唐沢様からハンカチだと……！」男子の視線はもっと痛い。しかも肝かん心じんの俺には全く意味が分からない。いや、もしかしてこれが唐沢さんの普通なのか。じゃあ昨日のあれは一体何だ？

　……もしかして、二重人格とか、だったり？

　映画とかではよく聞く話だ。実は彼女自身も知らない無む意い識しき下かの別人格が存在し、それがふとした拍ひよう子しに現れて、とか……

「あ、ありがとうございます、唐沢さん」

　ま、まあとりあえず……相手の好意を無む下げにするのは俺としても気が引ける。そう思い、一礼の後に有あり難がたく彼女のハンカチへと手を伸ばす。そして丁てい寧ねいに受け取ろうとした瞬しゆん間かん、唐沢さんが「どうぞ」と笑顔を更さらに濃こくしてふふっと笑い。

　出した俺の手のひらを、ハンカチ越しに指でぐりぃっとつまみ上げた。

「い……っ！」

　ひるんだ瞬間、足を一歩出して俺の小指をズドン、と踏ふむ！

「いえいえ、気にしないで下さい。風か邪ぜでも引かれたら大変ですから。ねえぇ朝井さん？」

　表向きは笑顔のまま、ぐりぐりぐりと唐沢が足をいびる。別の意味で冷ひや汗を流す俺の前で、唐沢は笑顔のまま口パクで「ひっかかってんじゃないわよバッカじゃないのぉ？」と。

「こ、こいつ……っ！」

　素早く足を抜ぬき、逆に唐沢の足を踏んづけた。相手もひくっと唇くちびるを動かしたものの、そこはプロの令れい嬢じよう。痛みを顔に出すことなく足を戻もどす。

　いかんいかん。俺としたことが二度も騙だまされる所だった。なにが二重人格だ馬ば鹿かか俺は。

　そうとも、こいつはやはり俺の敵。どんなに可愛かわいい顔をしていても、それはあくまで猫ねこかぶり。中身は腹黒お嬢様！　くそ、お前がそういう気なら、こっちだって――

「おっはよー！」

　そう思った所に、高たか倉くらさんが顔を出した。二人でぱっと距きよ離りを取り、彼かの女じよにすかさず、

「おはようございます！」

「おはようございます、高倉さん」

　二人で負けじと先制の挨あい拶さつ。当然だ。俺おれの目的は唐から沢さわと喧けん嘩かする事ではなく、高倉さんに告こくること。その第一目標は忘れないし、高倉さんに挨拶をするのは人類として当然のこと。

　その高倉さんはというと、挨拶の後に何な故ぜか、

「んん？」

　と、首を傾かしげて俺と唐沢を暫しばらし観察。それから、口元を猫ねこみたいにふにゃっとさせて。

「すーずっ！」

　と、いきなり唐沢にむぎゅっと抱だきついた。

　って、なん……だと……！

「た、高倉さん？　……今日は、ど、どうされたんですか……？」

「うん？　どうされた、って。嫌いやだなぁ鈴すず。いつものむぎゅーだよ、むぎゅー。ふふっ」

　唐沢が慌あわてる。だが顔はへらへら嬉うれしそうで、一方の高倉さんも楽しそう。昨日までは目の保養、と好意的に捉とらえていたが、ガチ百ゆ合りだと分かった今の唐沢にこれをさせるのは……！

　抱きつかれたまま唐沢が俺を見る。明らかに勝ち誇ほこったような笑えみだった。くそ……っ！

「で、お二人さんは朝から何をお話ししてたのかなぁ？」

　高倉さんが唐沢を抱きしめつつ、耳元でささやく。顔をほころばせていた唐沢が一いつ瞬しゆん、ひくっと頬ほおを引きつらせた。ま、まあ確かに、高倉さんに聞かせられる話では……！

「お、お話し……ですか？」

「そうそう。朝から二人で熱く見つめ合って、どうしたのかなぁ？」

　どうしたというか……どっちかって言えば、見つめ合った訳ではなく睨にらみ合って――

「なんか朝から随ずい分ぶん、朝あさ井い君と鈴いちゃいちゃしてていいなぁ、って思ったのね？　さっきもこう、じーっと見つめ合って……あたし、なんかドキドキしちゃったよ……って、はっ！　あたし、もしかして朝井君に嫉しつ妬と？　鈴っち取られる？」

　いやいや待ってくれ。俺と唐沢が、朝からいちゃいちゃ？

　高倉さんが唐沢から身体からだを離はなす。唐沢が微び妙みように『もっと抱きしめて……』と物欲しそうな顔をしたが、高倉さんは気づかなかった。むしろ俺を抱きしめてくれと視線を送る。が……もちろん俺も気づかれない。

「いやまあ、仲良しなのは良いことだね！　朝井君、是ぜ非ひとも鈴をお願いだよ」

「へ？　あ、いや、違ちがいます。唐沢とは別に何も痛っ」

　唐沢がまた足を踏ふみつける。高倉さんが「ん？」と眉まゆを上げた時には既すでに足を引っ込こめており「私は朝井さんと朝のご挨拶をしていただけですよ？」と、やんわり笑顔。

「んんん？」

　再度高たか倉くらさんの疑問の声。そして、んー……と、もう一度だけ疑わしげに俺おれ達を見た後。

「ま、いっか。じゃ、またね鈴すずっち。朝あさ井い君。……ふふっ」

　謎なぞの含ふくみ笑いを残し、ちらっと俺達の足元に目を向けて自分の席へと戻もどっていった。その背に唐から沢さわも聖女の如ごとく高倉さんに頭を下げ、そのまま着席。

　……何な故ぜだろう。朝から随ずい分ぶん、雲行きが怪あやしい気がするのは俺だけか。そう思いつつ渋しぶ々しぶ隣となりに座ると、唐沢が誰だれにも見られないよう意い識しきしつつ俺を軽く小こ突づいてきた。……なんだよ。

「朝井。教室では、唐沢『さん』でしょ？　もしくは唐沢『様』よ。呼び捨てにしないで」

「お、お前なぁ……」

　なんという腹黒。なにかと思えば、人様に『さん』付け強要かよ。しかも『様』って。

「いいだろ別に、唐沢で」

「ダメよ。あたしはお嬢じよう様なんだもの」

「見た目かよ。随分安作りなお嬢様だ事で」

「……二人の時は別にいいけど。普ふ段だんはあたしにも立場が、」

　と言った所で唐沢がピンと背筋を伸ばし、前方に微ほほ笑えむ。見ると、前の方に座る高倉さんが肘ひじをついてじーっと猫ねこのように俺達を見つめていた。その隣には噂うわさ好きの女子こと英えい子こさんが「あの二人、昨日今日とちょっとアヤシイんだよね」と根も葉も……無くはないが、余計なことを吹ふき込みだして、クラス内が、ざわり。

　なるほど。唐沢の意見を飲む訳では無いが、下へ手たに呼び捨てにするのもまずいかもしれない。俺だって一応は入学し立ての一年生。しょっぱなから妙みような噂で学園生活を乱みだすのも嫌いやだしな。

　はぁ、と溜ため息いきをついた所で教室に吉よし名な先生が現れ、ホームルーム始めますよー、とほのぼの声。そのままクラス委員長の高倉さんに二、三言何かを告げる。視線だけでそれを追うと、話を聞いた高倉さんが先生に向かって大きく頷うなずき。先生に代わって教卓の奥おくへと立った。

「はいはい！　ではでは、今から一時間目のホームルームですが、えー。まずは来週末の親しん睦ぼく会かいの話をしようと思います！」

「……うん？」

　えーと。待ってくれ。親睦会……って、何だっけ？

「親睦会！　来週末の一年全体のお泊とまり会！　私たち高校生の、輝かがやかしきお泊まりデビューっ！」

　俺の前で、分かりやすく説明する高倉さん。そのまま彼女は拳こぶしを握にぎり、天を掴つかめとばかりにノリノリな様子で手元のチョークを指揮棒のごとく高く掲かかげ。

「旅行っ！　親睦会っ！　さあ皆みなの衆、遊ぶ用意はバッチリか！　おやつは一人千円まで！　朝からバスで歌合戦、昼には工場見学ついでにお弁当、夜にはクラスの出し物会、そして夜よ更ふけには春一番の、愛の告白！　おーし、盛り上がってきたぞーっ！」

　そう叫さけび、チョークでかりかりと『実行委員二名』と書き連つらねた。

　おおー……と、高たか倉くらさんのテンションに押おされて教室内にざわめきが灯ともり「楽しみだな」だの「高倉さんってちょっと変わった人だよね……」だのめいめいな感想がちらほらと。

　そんな様子を見つつ俺おれ達はというと、

「なあ唐から沢さわ。高倉さんってやっぱ可愛かわいいよな……」

「うん。あたしもそう思う……」

　二人で見み惚とれていた。あの天然でハイテンションなノリこそ高倉さんの魅み力りよく。見よ、あの旅行を前にした高倉さんの顔。興きよう味み津しん々しんな猫ねこみたいに微ほほ笑えんで。彼かの女じよがこの親しん睦ぼく会かいをいかに楽しみにしてるか、よく分かるというものだ。

「という事で、まず実行委員を決めます！　で、えーと……実行委員の仕事は、親睦会でクラスごとのちょっとした出し物の用意と、あとは結構大変だけど、旅行のしおり作りとか、そういう全ぜん般ぱんのお仕事。ですよね先生？」

　高倉さんの言葉に、吉よし名な先生が頷うなずく。

「という事でクラスの為ために頑がん張ばろう、と思う人はいないかな？　立候補は手を挙あげて！」

　高倉さんが説明を終え、教室中に視線を投げる。が、その声と同時に今度は全員ぎくりとし、途と端たんに教室内が静まり返った。一部の生徒は気まずそうに視線を逸そらし、見事なまでの逃とう避ひ。

　俺も一いつ瞬しゆん悩なやみ、何となく隣となりを窺うかがうと。唐沢は高倉さんを見ながら「いつみはクラス委員だし……実行委員にはならないわよね」と寂さびしそうに呟つぶやき、顔を背そむけた。確かにその通り、と俺も思う。高倉さんに協力したいのは山々だが、ここで実行委員を引き受けてしまえば、高倉さんと過ごす日々を余計な雑務で削けずられてしまう。

　ま、それ以前にクラスの為に先せん陣じん切って実行委員、なんてのが俺には向かない。正直に言えば面めん倒どうっていうか――

「居ないなら、あたしも手伝うけど……あと一人ぐらい、どうかな？」

　……!?

　ま、まあでも、たまにはそういうのも悪くないな。それに、なり手が居ないなら仕方が無い。高倉さんの為にもここは俺が、

「高倉さん。私では駄だ目めですか？」

「あ、俺がやります高倉さん！」

　俺がやるからお前は黙だまってろ唐沢……！

　唐沢を睨にらむと、あいつも俺を睨んでいた。唇くちびるを噛かみ、唐沢は俺にだけ見えるように、

「……ちっ」

「小声で舌打ちすんな……！」

　くそっ。こいつ、さっきまで実行委員なんて全然やる気無かった癖くせに、なんて都つ合ごうのいい奴やつ……！　ええい、こうなったら。

「あの、高たか倉くらさん。その実行委員、是ぜ非ひ俺おれにやらせてください。びしっとやりますから！」

「わ、私も折せつ角かく皆みな様さまと一いつ緒しよになれましたので……クラスのために、頑がん張ばりたいと思います！」

　唐から沢さわの張り上げた声に、クラス内から感かん嘆たんの声。唐沢様と一いつ緒しよなら俺が……と小さな囁ささやきも。でも唐沢の目的はこのクラスなんかじゃない、高倉さんだ。その野望だけは絶対、阻そ止し！

「おおっ！　朝あさ井い君と鈴すずっち！」

　高倉さんの嬉うれしそうな笑え顔がお。そう、俺は貴女あなたのその笑顔のために頑張ります。さあ高倉さん、ここは唐沢ではなく、俺と一緒に実行委員をしましょう。是非一緒に、そして告白――！

「じゃあ、実行委員は朝井君と鈴の二人という事で！　よろしくね、お二人さん！　拍はく手しゆ！」

「……え？」

「……は？」

「いやぁ、助かったよ本当！　あたし実行委員とクラス委員の二つは重いかなーって思ってたからさ。それに仲良しさん同士だし、丁ちよう度どいいね！　はい、じゃあみんな拍手拍手！」

　うんうん、と頷うなずく高倉さん。そのまま笑顔で俺と唐沢の元に駆かけ寄り、二人の肩かたをぽんぽんと叩たたく。……何か言い訳しようと思ったが「よろしくね？」と優しく微ほほ笑えまれて俺に一体どう断れと言うのか。

　呆ぼう然ぜんとする俺の隣となりで唐沢がべたんと机に突つっ伏ぷし、隣の女子に「どうしたんですか唐沢様！」と心配されていた。が、多分聞こえてないだろう。溜ため息いき交まじりに俺も撃げき沈ちん。そんな俺には誰だれも声をかけず、またも針のようなチクチク視線。唐沢様狙ねらいやがったなこの野郎。間かん髪ぱつ入れずに手ぇ挙あげたぞ。ストーカーか？　みたいな。

　……狙ってねーよ。

　俺の傍そばで「やっぱりあの二人……怪あやしいわね」と英えい子こさんがぼそり。更さらに大だい地ちの馬ば鹿かが「あの二人、妙みようにシンクロしてやがる」と呟つぶやく始末。

　別にシンクロしてる訳ではない。たぶん、唐沢と俺の思考が無む駄だに似ているのが原因だ。

　そりゃあそうさ。同じ相手に恋こいしてるんだもの。
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「つーか唐沢の奴やつ、逃にげたりしないだろうな……？」

　つい愚ぐ痴ちりながら、目の前にずらりと並ぶ本ほん棚だなを見比べる。

　草くさ地じ一いち高校はこの付近でも比ひ較かく的てき小さな高校だ。そのせいか図書室も全体的に小ぢんまりとしており、心もとない感があった。カウンター席には返へん却きやく用ようの本だろう、ハードカバーが三冊ほど積み重ねられたままになっている。窓が開けっ放しにも拘かかわらず司書の先生は不在で、外から心地よい春風が吹ふき抜ぬけていた。

　が、もちろん俺は風を楽しみに図書室に来た訳ではない。唐沢に、昼から実行委員の打ち合わせをすると言われたのだ。出し物の資料探しを考えての図書室だろう。その提案自体は悪くない。

　しかし……その発案者たる唐から沢さわがまだ来ない。後で来ると言ってたがあいつ、本当に来るんだろうな。まさか俺おれに全部任まかせて逃にげたり……無いよな。いや、でもしかし。ありうるような……

　そのまま待つこと五分。このまま昼休みが終わるのも癪しやくなので、一人でも調べよう――なんて考えた頃ころにようやく、図書室のドアが開いた。遅おそい、と思いつつ注意してやろうと振ふり返り、

「お前、遅……って、た、高たか倉くらさん！」

「うん？　あ、ごめん。鈴すずっちだと思った？」

　現れたのは唐沢ではなく、俺の眩まぶしき太陽だった。

「あれ。朝あさ井い君、鈴っちはまだ来てないの？」

「え、あ、か、唐沢は……ちょっと、用事があるみたいで」

「あれま。じゃあ朝井君一人なんだ。ラッキー」

　何ですか、その『ラッキー』って。……もしかして、俺と二人きりで会えた事が、楽しみという意味ですか？　それなら俺こそラッキーです。思わぬ幸運！

「ふふーん。じゃあ、ちょっとお話いいかな？」

　彼かの女じよが俺の目の前で意味深に笑い、そのまま図書室のドアを閉じた。更さらに後ろ手で鍵かぎまでがちゃりとかけ、微ほほ笑えみながら完全な密室へ。って、み、密室？　高倉さんと二人で密室だと！

　どうしてここで鍵を閉めるんだ。まだ真まっ昼ぴる間まなのに密室なんて。

　……まさか。

　二人きりで、密室。閉ざされた空間、人ひと気けの無い場所に男女が二人。目の前には高倉さん。

　そこで起こる事なんて、どうやっても数えるぐらいしか無い訳で。

「た、高倉さん？　あの、何で、鍵かけるんですか？」

「んー？　いや、別に深い意味は無いんだけどさ」

　そう答える俺に、高倉さんが迫せまってくる。ま、待ってください高倉さん。まだ真っ昼間ですよ？　そんなそんな大だい胆たんな。いや、確かに俺は昼でも夜でも常時ウェルカムではありますし、高倉さんのこ、こ、告白ならいつだって――！

　高倉さんが更に俺の元へと寄り、これは、まさか本気で！

「あのさ！　朝井君って」

「は、はいぃっ！」

「実は、鈴っちと仲良しさん？」

「は、はい！　もちろん高倉さんならいつでも仲良し……って、」

　えーと。なんだって？　仲良し？

　誰だれが、誰と？　……って、

「俺おれと、唐から沢さわが？」

「そう！」

　俺の呆ほうけた返事に、キラキラした目線で見つめてくる高たか倉くらさん。

「いやほら、朝からあんなにじーっと見つめ合ってて、こう、なんとなーく鈴すずのこと知ってますよー、みたいなオーラが出てる気がするんだよね？　朝あさ井い君と鈴っちが会ってた時も、なんか無言のオーラ見たいのが出てたし！　……気のせいかな？」

　と言いつつ俺をじっと見る高倉さん。

　……ま、まあ確かに、唐沢の事は昨日のアレで色々知ってはしまったが……それは別に、仲良しとは程ほど遠とおい。むしろ最悪な勢いだ。

　とはいえ高倉さんに、その事実を素直に言うのも……

「えっと。た、たまたま、じゃないですか？　唐沢とは、その、隣となり同士の席なので、ちょっとお話ししただけで……別に仲良しっていう程でもないような。普ふ通つうのクラスメイトというか」

「よし、なら今から仲良くしよう！　あたしには何となく、朝井君には素質があると見た！」

「はい？」

「あたしさ、実は前から鈴のことを呼び捨てに出来るぐらいの友達が居た方がいいって、ずーっと前から思っててさ！　だからそう、朝井君には鈴っちとの仲を大だい推すい奨しようしよう！　どーん！」

　両手をばんざーいしつつ腕うでを大きく広げる高倉さん。動作がいちいち可愛かわいい。しかも笑え顔がお。

　でも、どーん、って何だろう。

「……まあ、ちょっと真ま面じ目めな話をすると、あたし鈴の気配って分かるんだよね。ああ、これは何かあったのかも？　みたいな。だからここで朝井君と鈴っちが、本当に仲良しになれたら万事解決、みたいな？」

「いや、俺はその」

「そっかぁ、ついに鈴にも友達かぁ」

「あの」

「ふふっ。鈴っちにもこれでようやく素敵な話し相手が……！」

　俺の目の前で瞳ひとみをうっとりさせる高倉さん。その表情には既すでに『朝井君が鈴と仲良し』という想像が既き成せい事実として刻まれており、嬉うれしそうにはにかんでいる。あたしの大切な人、唐沢鈴のお友達。出来たらいいな。嬉しいな。ワクワク。ドキドキ。友達百人出来るかな？　百人は無理でも一人くらい。そこで是ぜ非ひとも朝井君。

　……違ちがう。それは違うんだ高倉さん。そう言いたい。が、そこまで高倉さんに期待させておきながら、今いま更さら『実は全然違うんです』なんて言っていいのか？

　でも。俺と、唐沢が友達に、なんてことは絶対にある訳が。

　……駄だ目めだ。ここは今後の誤解を解くためにも、高倉さんにはっきり言おう。実は俺と唐沢は仲が悪くて、だから友達なんて絶対、

「朝あさ井い君。鈴すずっちをお願いね？　朝井君が鈴の友達なら、あたしと朝井君も友達だね！」

「はい、友達ですね高たか倉くらさん！　高倉さんと、友達！　大だい丈じよう夫ぶです任まかせてください全力で仲良くなります！」

　うおお、何言ってんだ俺おれ！　口が、口が勝手に！

　でもこれで高倉さんと、公認の……普ふ通つうに話せる仲間という事に！

　友達！　何という良い響ひびき！　そうとも、まずは何事もお友達からというのが定じよう石せき……！

　い、いかん。思わず笑えみが。

「良かったあああ！　じゃあ朝井君、鈴の事よろしく！　あたしもよろしく！　あの子って結構難なん儀ぎな子だけど、朝井君なら大丈夫！　っていうかもう大丈夫っぽい気がするし！」

「は、はい……」

　大喜びする高倉さん。そのまま俺の手をぎゅっと握にぎる。はう、高倉さんと直じか握あく手しゆ！　やばい、状じよう況きようはまずいが嬉うれしい！　っていうかまたフラグ立ったんじゃねえ？

　色々な意味で焦あせる俺の背後で、トントン、と図書室の扉とびらがノック。振ふり向くと、ガラス窓越しに唐から沢さわが図書室の中を覗のぞき込こんでいた。角度的に俺と握手してるのまでは見えないが、俺達が居るのは分かるらしい。一いつ瞬しゆん目を吊つり上げ、でも高倉さんが振り向いた瞬間、にっこり。

　途と端たんに寒気がした。唐沢と、友達……だと？

　ああ。今いま更さらながら何というか。激しく後こう悔かいの念が。

「ねえ朝井君」

「は、はい」

「ファイトーっ！」

「……は、はい」

　今度は別の意味でやばい気がする俺の前で、高倉さんがドアに駆かけ寄り鍵かぎを開ける。少々錆さび付ついた立て付けの悪い扉がガタガタと開き、唐沢が入って丁てい寧ねいにご挨あい拶さつ。遅おくれてしまってごめんなさい、と俺にも告げ、いえいえ、と俺も表向きの返事。

　こいつ本当、猫ねこかぶってる時は可愛かわいいのに……と思って唐沢を見ていると、その隣となりで高倉さんがはたと何かに気付き。俺を見て、唐沢を見て。

「はっ。あたし、お邪じや魔ま虫むし……？」

　と呟つぶやいた後、突とつ然ぜん鳴ってもいない携けい帯たいを開いた。それから「おおっ」と声をあげ、

「やばっ、死んだ爺じいちゃんからメール来た！　じゃね！」

　と、嘘うそ含がん有ゆう率りつ百パーセントの台詞せりふを残してずだだだだっとバックし図書室から姿を消した。ここが図書室ではなくグラウンドなら間ま違ちがいなく砂煙が舞まっている。そんな感じの逃とう走そうだった。

　……そうして残されたのは、俺と、唐沢。そして開きっぱなしの図書室の扉。

　唐沢が笑顔のまま有う無むを言わさず図書室の扉を閉じた。そのままぐりん、とこちらを向き。

「いつみと何話してたの」

　いきなり眉まゆを逆さか立だてた。相変わらず唐から沢さわは唐沢だ。

　でも、そう。高たか倉くらさんにも託たくされたし、俺おれとお前は、今から高倉さんの前では……

「……お……」

「お？」

「お前と俺は、今日からトモダチだぜ……へへっ。ナカヨクしようぜ？」

　い、いかん。声が、声が勝手に引きつってしまう……！

「きもっ！　なな、何があったのよあんた……！　頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　唐沢がびびって後ずさる。っていうか俺も無理。すまん高倉さん、十秒と持たず限界だ。

「……なんでもねーよ。そう、なんでも無かった。気にするな。ちょっとした気の迷いだ」

「……なんか怪あやしいわね。まあいいけど。っていうか、いつみと何話してたのよ。……いつみ、なんか凄すごく楽しそうだったけど？」

「そ、それはほら。えーと……ま、俺の華か麗れいな会話術で高倉さんが喜んだだけっていうか痛っ！」

「あんた、あたしの居ない間にまた勝手なことして……！」

　足踏ふみやがった。くそ、また嫉しつ妬とか。普ふ通つうに会話するのも駄だ目めなのかよ。こいつ案外嫉妬深いぞ。っていうか、お前が居なかったのは俺のせいじゃねーし。

「それはお前が遅おくれたのが悪いんだろ。俺は悪くないし。つーかお前こそ何してたんだよ」

　突つっ返すと、つん、と唐沢は人前で絶対に見せないふくれっ面つら。

「別に、好きで遅れた訳じゃないわよ。あたしだってクラスの連中に引き止められて、仕方なくよ。お嬢じよう様だって楽じゃないの」

「だったらお嬢様止やめればいいだろ？　どうせエセお嬢様なんだしよ……！」

「あ、あたしだって好きでやってる訳じゃ……！」

　昨日のように睨にらみ合う。相変わらずつれないというか、こいつは、ほんとに！

　対する唐沢も綺き麗れいなまつげを跳はね上げ俺を睨み、やんのかあんた、と一いつ触しよく即そく発はつ。そこに――

「あ」

　唐沢が何かに気付き横を向いた。

　俺も釣つられて隣となりを向き……げっ、と小声で呟つぶやいた。

　図書室のドア付近に、小さな隙すき間まが開いていた。

　隙間は、極ごく細ぼそシャーペンが通りそうな程ほどに狭せまく細い。そこから一人の女の子が、じーっと俺達を凝ぎよう視ししている。その顔はどんなにドアの隙間が薄うすくても見み間ま違ちがう筈はずが無く、しかもその表情は怪しい笑え顔がお。その名はつまるところ高倉さん、だったりする訳で、

「ち、ちち、違ちがうのよいつみ！　これは朝あさ井いが、その、勝手にっていうか！」

「な、なにぃ？　お前こそ勝手に突つっかかってきて足踏ふみやがってこの」

「なるほどねぇ。真まっ昼ぴる間まから見み詰つめ合って……いきなり友達ってのも面おも白しろいなと思ってたら、そうかそうかぁ……これは恋こいかぁ！　あーあー、お熱いお熱い。もう夏かぁ」

「こ、恋ぃ!?　違ちがうんだ高たか倉くらさん、これは唐から沢さわが」

「邪じや魔ましたねごめんよ二人とも！　じゃあまたね！」

　高倉さんが叫さけび、ビシャ、っとドアが閉められた。廊ろう下かで彼かの女じよの強きよう烈れつなＢダッシュ音が響ひびく。続けてドタバタと階段を降りる音まで聞こえ、今度こそ本当に姿を消したのだった。

　……まあ、その。なんというか。今のは完かん璧ぺきに、凄すさまじい勢いで誤解されなかったか？

　俺おれと、唐沢が……こう。なんつーか。

「なあ唐沢。今のどう思う……って、かか、唐沢！」

　気がつくと、唐沢は図書室の机に突っ伏ぷし完璧にへこんでいた。椅い子すに座り込み、がっくりと項うな垂だれる。そのままなんと、少し涙なみだ目めになって、ぐすっ、と鼻をすすり。

「なんか今、あたしすっごい誤解されたような気がする……」

「お、俺もそういう気がするが……そ、そんなにしょげるな。な？」

　何となく励はげました。悲しんでる女の子は励まさねば。でもなんでこんな事に。さっきのＨＲといい、今といい。いや、考えてみれば誤解された最初の原因は俺の気もするが、あれは不ふ可か抗こう力りよくだから仕方ない。……よな？

　俺の隣となりで唐沢が弱々しく首を振ふる。だが突とつ然ぜん、ぎろりと俺を睨にらみつけて。

「……理解したわ。あんた、いつみに誤解させてまで、あたしの邪魔をしたいのね……？」

「ち、ちげーよ！　お前が掴つかみかかってきたから誤解されたんだろ！」

「あたしのせいじゃ無いわよ……！」

　頬ほおを真っ赤に膨ふくらませて、唐沢が迫せまる。そのまま気力を取り戻もどし、もう一度やんのかよコイツ！　……とも思ったが、意外にも唐沢は拳こぶしを下ろした。

「……止やめとくわ。またいつみに見られたら最悪だもの。あんたも誤解は嫌いやでしょ？」

「お、おぅ。そうだな。唐沢にしては冷静だ」

　頷うなずく。別に、俺達は進んで高倉さんに誤解されたい訳じゃない。こういう時は、とりあえず拳を下ろしておくものだ。その辺あたりは互たがいに理解しているらしい。

　唐沢はよろよろと立ち上がり、本ほん棚だなに近づこうとしてガン、と足を椅子にぶつけた。一いつ瞬しゆん顔をひくつかせたが、気にせず俺へと向き直る。……大だい丈じよう夫ぶか？

「と、とりあえず、さっさと仕事終わらせましょ。出し物、選ぶんでしょ？　しおり作りとか、面めん倒どう事ごともあるみたいだし」

「おぅ。そうだな。……とりあえず、お前との決着は後回しだ」

　互いに頷き、今度こそ協力を。そう申し出てようやく作業を始めよう、と思ったところでキンコンカーン、と。空むなしくお昼休み終しゆう了りようの鐘かねが鳴り響ひびいた。

　何な故ぜだろう。どうしてだろう。何ゆえこうも上う手まくいかないのだろう、自分達は。

　唐から沢さわの顔を見ると、あいつも同じ事を思っていたようだった。綺き麗れいにシンクロしてやがる。
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「ほ、放課後に、リベンジよ……仕事は仕事だものね……！」

　と、唐沢が頬ほおを強こわ張ばらせながら言った。

　その時の俺おれは正直、何となく図書室は呪のろわれている気がして近づきたくなかったのだが、唐沢の言う通り仕事は仕事。しおり作りは当然だし、親しん睦ぼく会かいの出し物だって手を抜ぬく訳にはいかない。聞く所によると出し物は一年全員の前で披ひ露ろうするうえ、なんとクラス対たい抗こう戦せんの意味合いもあり、どこが一番面おも白しろかったか投票まであるらしい。それ故ゆえ、他のクラスも相応に真しん剣けんだという事だ。そこで適当な事をやって会場を白けさせるのは申し訳ない。

　……とはいえ、ペアの相手はあの唐沢。あんたがやればいいとか言って俺に全部押おし付け、自分だけ高たか倉くらさんの所に……なんて少し考えたが、そんなことは全然無かった。

「あたしは一応、ピアノとかバイオリンとか出来るけど……それだと普ふ通つうよね。その横で朝あさ井いが変な踊おどりをするのも、ギャップがあって面白そうな気もするけど」

「お前なあ……いや、確かにウケ狙ねらいなら、そういう構図もアリな気はするが……っていうか、高倉さんそれで喜ぶか？　どう思う？」

「そうね……いつみって結構変わったもの好きな所があるから、案外いけるかもよ？」

「へぇ」

　高倉さんとの付き合いは、俺より唐沢の方に一いち日じつの長ちようがある。教えてくれるのなら素直に意見を聞くのが得とく策さくだろう。そう考えた俺の前で、唐沢が机に肘ひじをつく。行ぎよう儀ぎ悪いなお前。

「そうそう。あと一応、あたし達二人だけじゃなくて、出し物に必要ならクラスの人に手伝って貰もらってもいいらしいわ。うちのクラスは大だい地ち君とか英えい子こさんとか、全体的に馬ば鹿かなノリの人が多いから、もし他の人も入れるにしても、出し物も結構馬鹿っぽいのがいいと思う」

「そだな。……ってお前、もしかしてクラスの奴やつの性格もう知ってんのか？　まだ一週間ぐらいだぞ？　いや、大地とか英子さんは目立つからあれだけど……」

「まあ、大体見てれば分かるわよ。それに、全体を掴つかんでおくのはお嬢じよう様の大切な技だし」

　唐沢が頷うなずく。何な故ぜか少々、渋しぶい顔だ。

「相手に合わせたお嬢様の見せ方、があるのよね。例たとえば、このクラスでは笑え顔がおの天然系がいいのか、或あるいは頭が良さそうでパーフェクト系がいいのか。とか……正直、今のクラスはあんたも含ふくめて馬鹿が多いから凄すごく楽。笑ってれば済むんだもの。クラスに恵まれたわ」

「悪かったな馬鹿で。っていうか、嫌いやならお嬢様止やめればいいだろ」

　思わず言い返すと、唐沢はぶーと頬を膨ふくらませて。

「唐から沢さわ家は、世間で言うところの名門なのよ。そこのお嬢じよう様が悪態ついたり、こういう性格だって知られたら色々と困るの。……お父とう様に見つかれば、叱しかられるし」

「ふぅん」

　今時お父様ねぇ、と茶化してやろうかと思ったが、唐沢が本当に困ったように顔を逸そらしたので止やめた。唐沢本人は馬ば鹿かにしてもいいが、家庭環かん境きようまで当てつけるのは紳しん士しとして、な。

　……言っておくが、俺おれは女の子には優しい紳士だぞ？　唐沢みたいな奴やつ以外。

「そのくせ、俺には本音出すのな」

「だって、あんたなんかどうでもいいし。いつみはどうしても、取られたくなかったし」

　はいはい。

「いいから何か本探してみて。あたしも探してみる。今日中に決めて、出来れば後はしおり作りに専念したいし」

「おぅ。……ま、とりあえずそっち頼たのむ」

　何だかんだ言いつつ、正直こいつが真ま面じ目めで助かる。俺一人だとここまで出来ん。が、唐沢に頼たよりすぎるのもあれだ。俺も頑がん張ばらねば。

　気合いを入れ直し、本ほん棚だなに指を滑すべらせる。劇関連の本がやたら揃そろった棚を眺ながめた瞬しゆん間かん、ちらりと『～～～50の秘ひ訣けつ』というタイトルが見えた。直感的にその本を引き抜ぬき、表紙を確認。

『誰だれでも簡単！　愛いとしのあの子をゲットする50の秘訣、弁当編』

「……俺の直感って、一体……」

　いや、いや。落ち込こむのは後にしよう。

　本の表紙にはアニメ風ロリっ子幼女が先せん端たんをおたまに改造し、手元の部分に☆の付いたマジカルロッドを持っていた。裏表紙を見ると生卵と大根とデフォルメされた悪あく魔まが鍋なべに入り、その悪魔の目玉がバッテンマークになっている。それを鍋に入れてぐるぐるかき混ぜるロリっ子幼女、という光景は妙みようにシュールだ。そして図書室的にこの本はどうだろう。

　己おのれの直感の無さに溜ため息いきをつきつつ、本棚へと戻もどそうと思った。

　が。そこでふと、手を止めた。

　そういえば。親しん睦ぼく会かいの日程は……

　朝八時半に学校を出発。午前中に工場見学を挟はさんだ後、各自弁当持参で仲良く揃ってお昼ご飯。……弁当持参。弁当。弁当。……お弁当……？

「ねえ朝あさ井い。この百ゆ合り物語なんだけど……って、何？　その本。面おも白しろいの？」

　後ろから意見を求めて寄ってきた唐沢が、俺の手元から本を奪うばう。何これ、と唐沢が呟つぶやき、それからタイトルに目を向けた。

「なんでもねぇよ。劇の本じゃないし、返しておく」

　お弁当！　誰でも簡単！　愛しのあの子をゲットする！

　高たか倉くらさんと一いつ緒しよに美お味いしいご飯。親睦会の道中にて、高倉さんとシートの上で二人きり。周囲には薔ば薇らとヒマワリの花が咲き誇ほこり、彼かの女じよと一いつ緒しよにうふふ、あははの弁当会。うわー朝あさ井い君のお弁当美お味いしそう！　だろ？　これ、今日は俺おれの手作りなんだぜ？　実は俺、料理が結構得意でさ。今度うちで作ってやろうか？　うわ、マジで？　行く行くマジ行くよあたし、めっちゃ嬉うれしい朝井君――

　これだ。高たか倉くらさんとの誤解を解く一番のショートカット。手料理で彼女の好感も急上昇。これは確実にポイントが高い！

　よし、と頷うなずき唐から沢さわから本を取り返そうと引っこ抜ぬく。が、どういう訳か抜けなかった。

　見ると、あいつは両手で必死に本を離はなすまいと歯を食いしばっていた。……どうした唐沢。その本に何の用だ。

　って……まさか。こいつ、俺と同じ事を……？

「な、なんだ唐沢。こいつは劇に関係ないぞ？　俺がちゃんと片付けておくから手を離せ」

「そう？　……遠えん慮りよしなくていいわよ、朝井。あたしが戻もどしておいてあげるから」

　弁当、弁当、お弁当。高倉さんへのラブラブロードの第一歩。

「……ふ」

「……ふふっ」

　唐沢が笑った。俺も笑った。どうやら互たがいに意図は読めたらしい。それから同時に、一いつ瞬しゆんだけ図書室のドアへと目配せ。念のためそこに誰だれもいないことを確認し、そして、

「あたしに渡わたせえええええっ！」

「俺の本だあああああっ！　ええい、さっさと離せ！　俺が先に見つけたんだぞ唐沢！」

「あんたこそ離せこの変態男！　平へい凡ぼん！　脇わき役やく！　あたしの邪じや魔まばっかりするなあああ！」

「うるせえ、このチビロリつるぺた洗せん濯たく板いた！」

「な……チ、チビロリ？　つるぺ……こ、こんのおおおっ！」

　かちん、と唐沢の瞳ひとみにスイッチが入る。顔を上げると微び妙みように涙なみだ目めになった唐沢が顔を真っ赤にしながら怒ど涛とうの力で引っ張った。まずい。逆げき鱗りんに触ふれたか。唐沢の戦せん闘とう力りよくが上がっている！

「うおおっ」

　駄だ目めだ負けるものか。こんな所で、こいつなんかに。高倉さんへの弁当は俺が作る。唐沢なんかに、高倉さんへの愛を届けさせてたまるものか。高倉さんに告白するのは、この俺様……っ！

　全体重をかけて引っ張りあげる。唐沢は俺に完かん璧ぺきには対たい抗こうしきれず、でもまだまだと言わんばかりに歯を食いしばってガン睨にらみ。負けるか。絶対、お前なんかに。

　そうして負けじと更さらに力を込こめ――

「あっ！」

　唐沢の手が滑すべった。

「うおっ」

「ひゃっ」

　力が抜ぬけた反動で、図書室の机に激げき突とつ。背中に痛みが走り、息が詰つまる。

「っ！　しまっ」

　思わずうめき、尻しり餅もち。衝しよう撃げきで本を手放してしまい、宙に飛んだ。そして唐から沢さわの傍そばにぱたん、と落ちる。まずい。背中を押おさえつつ立ち上がり、まだ間に合う、と走る。

「痛たた……っ！」

　対する唐沢も反対側の本ほん棚だなからよろめきつつ、顔をあげた。その時――

　俺おれには見えた。唐沢が本棚に激げき突とつした衝しよう撃げきで、その一番上にぽつんと置かれた辞書が揺ゆれて。

　まずい。唐沢の頭に落ちる。

「あぶなっ！」

　手を伸ばす。唐沢を掴つかむ。

　そのまま強ごう引いんに俺の方へと引きずり倒たおした。足がもつれ二人で倒れ、あ、おわっ、と互たがいに悲鳴。身体からだが横倒しになり、その奥おくで分ぶ厚あつい現代用語辞典がドサッ！　と墜つい落らく。本棚の上に溜たまっていた埃ほこりが溢あふれ、室内に粉ふん塵じんが舞まい上がる。

　……セーフ。――なんとか、間に合った。

　危なかった。あれの角で頭を打ったら、さすがの唐沢でも痛いってレベルじゃ済まん。放っておいたら、俺が怪け我がさせたみたいになるしな。そういうのは、やっぱりちょっと。

　ほっと息をついて唐沢を見る。あいつはまだ状じよう況きようを理解しておらず、ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返していた。その身体を俺は無意識のうちに庇かばったらしく、自然とあいつが目の前に……って、

「おぅ……っ！」

　気づけば、唐沢と抱だき合うような格好で倒れていた。目の前には、まだ今ひとつ状況が飲み込こめてないらしい唐沢。これなんてエロゲ……！　いや、その前に。唐沢の顔が、目の前に！

　ま、待て。落ち着け。そうだ、まずは激しく落ち着くんだ俺。いいか、別にまだ何か起きた訳では無い。そうとも、これは単なる偶ぐう然ぜん。それに考えてみろ、俺が唐沢を抱きしめて喜ぶか？

　唐沢を見れば理解できる。はっきりと立った綺き麗れいなまつげに、柔やわらかそうな頬ほお。よく見ると童顔ながらも意志の強そうな瞳ひとみをしていて、本当は力強いくせに可愛かわいらしい。ほらな？　こんな奴やつを誰だれが可愛いなんて思わなくも無い、っていうか……その……いや、実は案外……あれ？

　唐沢が眉まゆ根ねを上げる。意識を取り戻もどし始めた。その淡あわい唇くちびるが心臓を揺ゆり動かす。それが興こう奮ふんなのか緊きん張ちようなのかも分からない。ただ、ふと思う。唐沢の事だ、この状況を見たら間ま違ちがいなく、さっさとどけと言われて蹴けり飛ばされるに違いない。唐沢は可愛い外見に反して口が悪く凶きよう暴ぼうで、だから俺はこうしてこいつと――

「……あ」

　唐から沢さわが呟つぶやく。やばい、と反射的に肩かたをすくめた俺おれの前で、彼かの女じよはその小さな口を開き。

「……ありがと」

　……なに？

　素直に、礼だと……！

　いや、そ、その反応は少し意外っていうか、いや、改めて礼を言われると俺としてはどうしたらいいのか逆に分からない、っていうか、ええと――

「あ、いや、俺は別に……！　ほら、女の子を助けるのは男として当然って言うか！」

　思わず言い訳しつつ起き上がろうと、唐沢を下にしながら手をついた。と、そこでガララッ、と図書室の扉とびらが開く。驚おどろいて振ふり向くと高たか倉くらさんが俺達を見つめ、瞼まぶたをぱちくりしていた。

　窓の外ではカラスが鳴き、太陽はゆっくり夕暮れへと傾かたむく頃ころ合あい。

　……高倉さんは何を思ったのか、突とつ然ぜん顔をぽっと赤くして。

「あ、朝あさ井い君……そ、それはちょっと、さすがに早いかな、なんて……」

「え？　え？」

　言われて自分の姿勢を見た。今しがた俺は慌あわてて起き上がる寸前で、その両手は唐沢の顔の左右につけている。もちろん起き上がる途と中ちゆう経けい過かの姿勢であり、間ま違ちがってもマウントポジションではない。偶ぐう然ぜんだ。偶然の産物なのだ。間違っても狙ねらってない。頼たのむ信じてくれ。
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「いや、ち、違ちがうんです高たか倉くらさん、これは――」

　言い訳した所でガラガラッ、と扉とびらが全開。同時に、

「唐から沢さわ様！　お手伝いに参りま……した？」

　大だい地ちの馬ば鹿か声ごえを筆頭に、クラスの数名の女子が唐沢の手助けにと現れた。そのまま俺おれ達を見つめ、皆みな様揃そろいも揃ってカチンと硬こう直ちよく。

　だから思ったのだ。図書室は呪のろわれている、と。
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『こ、この視線の痛さはなんなの……？』

『……すまん。マジで……』

　翌日の授業中、唐沢と小さなメモでやり取りしたこれが、今日俺達が交かわした会話の全すべてだった。

　後に『朝あさ井い事件』と不ふ名めい誉よな名前を頂く事になるその事件以降、俺と唐沢は隣となり同士の席という相乗効果も相まって完かん璧ぺきにマーキングされてしまった。登校時から授業中、体育の授業からお昼時に加えて放課後と、唐沢と俺が隣に居る間中チリチリと周囲の視線が迫せまってくる。連中からすれば『唐沢様に近づくふとどき者を排はい除じよする正当な行こう為い』らしく、体育の授業でも近づくだけで、どこからともなく女子が現れ前後左右をフルガード。その防ぼう御ぎよはまさに某ぼうゲームのメタルなスライムを彷ほう彿ふつとさせる鉄てつ壁ぺきぶりである。

　しかもそのせいで、唐沢との打ち合わせが全く進まないという不具合が出始めた。親しん睦ぼく会かいについて唐沢と相談しようと思ったものの、二人で会おうとすると必ず何かの邪じや魔まが入るのだ。お陰かげで親睦会の話し合いは大おお幅はばに遅おくれに遅れ、正直中々に困った。

　……とはいえ、それが理由で出来ません、と言わないのが俺の良い所。なんせクラス委員として働く高倉さんには、親睦会の準備に関して、

「順調に進んでいます。安心してください！」

　って言ってるし。

　もちろん見み栄えである。というか唐沢も相当な見栄っ張りらしく、あいつもまだなんにも出来てないのに「順調です」なんて言っていた。その時の高倉さんの返事は「期待してるよ！」と親指グー。そうなった以上、俺達は意地でも何とかしなきゃいかんのだった。たとえ唐沢と協力してでもね。

　まあ、あれだ。古き諺ことわざに『呉ご越えつ同どう舟しゆう』っていうのがあるだろ？　たとえ敵である唐沢を前にしても、高倉さんを楽しませるためなら協力する。全すべては高倉さんの為ために、と。

　その考えを元に唐沢とは渋しぶ々しぶ共きよう闘とう、他の生徒の視線をかいくぐって学校のパソコンを交こう互ごに使い、親睦会のしおりも何とか完成にこぎつけた。後は出し物の方だが、これはアイディア一つで何とかなるし、最悪の場合、唐から沢さわが前に言ってた通り楽器でも弾ひいて俺おれが踊おどる手も一応、ありだ。

　という感じで、とりあえず一安心したのが今日の事。親しん睦ぼく会かいを明日に控ひかえた最終日であった。

　がしかし。トラブルとは必ず、追い詰つめられた時を狙ねらって襲おそってくるものである。
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「……朝あさ井いさん」

　その日の放課後の事。唐沢が珍めずらしく周まわりを気にしつつ、俺に声をかけてきた。あの日以来、唐沢は教室内で直接俺に声をかけたことは無い。だから、ちょっと慌あわてた。

　何だろうか。明日の打ち合わせ……は分かるが、今の教室の中でするのは、少し。

「何だ、唐沢……さん」

　周りを気にして、一応やんわりとお返事。幸い放課後で人ひと気けも少なく、残っているのは俺達の事情にあまり関心のなさそうな奴やつらばかり。その事はありがたい、が……肝かん心じんの唐沢が、やんわり笑え顔がおなのに少し青筋を立てているのが気になる。どうした。何かあったか？

「今から十分後に、裏門に来て頂けませんか？」

「へ？　え、何で？」

「お願いします。出来れば、急ぎで」

　唐沢が珍しく焦あせり、俺に呟つぶやく。そのまま鞄かばんを持ち、足早に教室を出て行った。

　何だろう。また何か目もく論ろんでるのか。とは思うものの対たい抗こう策さくなど現時点では閃ひらめかず、とりあえず素直に裏門へと向かう。そのまま十分ほど待つと、やや遅おくれて裏口前に車が止まった。

　――真っ黒なベンツだった。

　何で高校の裏口にベンツだよと思ったら、後部座席の窓が開いて制服姿の唐沢がちょいちょいと手招き。

「な……なんだよ。学校にベンツ持ってくんな。っていうか何でお前が」

「いいから乗りなさい。早く」

　意味が分からず、唐沢に誘さそわれ後部座席に乗る。

「今からお嬢じよう様の自宅まで参ります。暫しばらしおくつろぎ下さい、朝井様」

　そう語るのは運転手の……この前の夜、教室に入ってきた召めし使つかいの女の子。髪かみ型がたを綺き麗れいなボブカットに揃そろえ、真四角な細ほそ眼め鏡がねが似合っている。雰ふん囲い気き的てきにも実に『仕えてます』という感じが出ていて、余計な事は喋しやべらない、私はご主人様一筋という感じだ。

　でも今はどういう訳かうちの学校の制服を着ている。コスプレ？　何で？

　車が発進。今の時代は後部座席もシートベルト、という事で装着して。

「あの、えっと……」

「冬ふゆ野のです」

　運転しつつ答える冬野さん。

「冬野さん、ですね。……すいません。何でうちの高校の制服着てるんですか？」

　とりあえず基本の疑問。冬野さんは、その返事もやはり冷静な口調で。

「私も今、学校帰りですので」

「……はい？」

　学校帰り。どこの？

　……うちの？

「あのー、冬野さんって、もしかしてうちの学校の生徒なんですか？」

「はい」

「失礼ですけど、クラスは？」

「一の二です」

「同じクラスかよ！」

　全然気づかなかったんですが。

「あんたねえ、クラスメイトぐらい覚えときなさいよ。いつみしか覚えてないでしょ」

「馬ば鹿かな……クラスの女子だけは全員暗記してたと思ったのに……！」

　俺おれの脳内・女子専用出席番号を思い出す。そういえば確かに、冬野、という名前があった気がした。高たか倉くらさんの名前が脳内で十個ぐらいあったため、どうも欠落していたらしい。

「私は普ふ段だん、なるべく目立たないようにしてますので。気づかれなくても仕方ないかと」

「いや、そういう問題じゃないと思いますけど……」

　隠おん密みつにしててもクラスメイトぐらい覚えて然しかるべきだろう。

　……って。待て。俺と、同じクラス？

「あの。もう一回聞きますけど、冬野さんは高校生、なんですよね？　俺と同じクラスで」

「はい」

「何さりげなく車運転してるんですか。年ねん齢れい違い反はんですよね明らかに！」

「あんた一々うるさいわね。ちょっと黙だまってなさい」

「いやいや！」

　どう考えてもまずいだろ。つーか、信号待ちの時とか明らかに隣となりの車にガン見されてるんですが。俺だったら制服姿の女の子が運転席に座ってたら、本気で職質しますけど。

　なんて言ってる間に車が加速。そのまま草くさ地じ一いちを南方向へと走り出す。なだらかな坂が続く南側は、登れば登るほど金持ちの家だと噂うわさを聞く草地一町の住宅街。普段の俺はあまり踏ふみ入れることの無い領りよう域いきだ。その方向に走ること二十分。

　たどり着いた唐から沢さわ家は、二階建ての洋風な一いつ軒けん家やだった。古いミッション系の学校をミニチュアサイズにしたような印象、とでも言うべきか。壁へき面めんは煉れん瓦が風ふうの塗と装そうで、見える範はん囲いでも窓が三つ。敷しき地ちの脇わきには当然のように小さな庭と車庫がついている。

　大だい豪ごう邸てい、では無い。しかし、でかい。大学教授の自宅です、と言っても通じる程ほどだ。

「ふ、ふーん。でかいにはでかいが……結構、普ふ通つうといえば普通なんだな」

「あんた、何想像してたわけ？」

「いや、もっとこう、アニメみたいに馬ば鹿かでかいお城みたいな建物とか」

「ここは別宅だからね。本宅はそれなりよ。私はあんまり行かないけど」

「そ、そうか。悪い、勝手なイメージして。そうだよな。普通はこれくらいだよな、常じよう識しき的てきに考えて。……で、この家で何人暮らしなんだ？　家族合わせて四人ぐらいか？」

「あたし一人だけど」

　俺おれの常識はやはり通用しないらしい。

　冬ふゆ野のさんが玄げん関かんを開き、案内する。ドアをくぐり抜ぬけると小さめのホールに出て、ダイニングに……異様にでかい事を除けば、そこは普通のダイニングとリビングだった。一面の白い壁かべとカーペットの敷しかれた床ゆかには埃ほこり一つ無く、壁際ぎわには無む駄だに大きい横長プラズマテレビ。唐から沢さわが三人ぐらい寝ねれそうなソファーにテーブルと、全体的には洋風でこざっぱり……というか、部屋があまりに広いうえに物が少ない。なんというか、生活感に欠けた感じだ。

「荷物をどうぞ」

「あ、ああ」

　冬野さんに荷物を預け、リビングに待機。暫しばらしソファーでくつろいでいると、唐沢がノートパソコンを二台、冬野さんがお茶と菓か子しを用意してくれた。……何な故ぜにパソコン？

　そもそも俺は、自分がここに来た理由をまだ知らない訳だが……

「で、唐沢。俺をわざわざ家に呼んで、何するんだ？」

　まだ事情のよく分かってない俺が尋たずねると、唐沢は口元をすっぱそうに細めた。

「……いきなり連れてきて悪かったけど。あのね。……すっごく、言いにくいんだけど」

「おぅ」

「朝あさ井い。ＨＤＤクラッシュ、って分かるかしら」

「ん？　エイチデイデイ、何だって？」

　何だその厨ちゆう二に病びようみたいな新しい必殺技は。

　首を傾かしげる俺おれの前で、唐沢が派は手でに溜ため息いきを吐はいた。

「要するに今日、最後のチェックしてたら……学校のパソコンのデータが、消えてたの」

「……は？」

「後で吉よし名な先生に聞いたら、故こ障しようってもろに言われたわ。それってどうなの、って正直思ったけど……とにかく、無いの。頑がん張ばって作ったしおりは全部、ぱー」

「えーと……って、な……なんだと？」

　待ってくれ。それってつまり、あれか。

　よく分からんが、例たとえるなら『お気の毒ですが　冒ぼう険けんの書は消えてしまいました』的な？

「つまり今、あたし達は一番時間をかけて作ったしおりも無いし、出し物の準備もまだ。……しかもいつみの為ために、お弁当も作らなきゃいけない」

「なるほど。つまり……大ピンチ、っていう事か……？」

　しおりを作るのに、二人でこそこそ作業しつつ一日一時間ぐらい。ここ一週間で、二人で約五時間ほど費やした。それを今からやりつつ、出し物の準備をしつつ、お弁当！

　なるほど。次第に事態を理解してきたぞ。唐から沢さわが焦あせった理由も分かる。なんせ親しん睦ぼく会かいは明日なのだ。なのに、しおりが無いという事は、まさに何も出来ていないに等しい訳で。

「せめて印刷しとけば、まだフォロー出来たけど……まあ、バックアップを取ってなかったあたしも悪いけど……」

「いや、それは別に唐沢のせいじゃねーし」

　おうよ。こればっかりは唐沢の責任ではなく、学校の古くさいパソコンが悪いのだ。大体おかしいと思ったんだよ、このご時世にＷｉｎｄｏｗｓ95って。

「とにかく、データが無いの。無いと、親睦会が上う手まくいかない。……上手くいかないと……」

　唐沢が、無言で俺おれを見つめてくる。だが、その先ぐらい言わなくても分かる。

　つまり。

「親睦会が上手くいかないと……高たか倉くらさんが、がっかりする」

「そうよ……っ！」

　俺の返事に、ごう、と唐沢の瞳ひとみに炎ほのおが宿る。

「親睦会の準備について聞いてきた時の、いつみの顔……見た？」

「もちろん。あの目元をキラキラさせた猫ねこみたいなあれだろ？」

　今にも尻しつ尾ぽを振ふって飛び掛かりたい。ワクワクドキドキな親睦会。頬ほおを膨ふくらませて楽しそうに迫せまるあの笑え顔がお。くぅ……！

「いつみが、あんなに楽しみにしてるのに。しおりが無い、なんて」

「ぜ、絶対に言えんな……」

「そうよ。だから……あんたとガチで協力なんて、本気でご免めんだとは思うけど。でも、ここまで来て手段を選んでいつみを悲しませるのは、もっとご免。そう思わない？」

「……おぅ。その通りだな唐沢。そいつは一番やっちゃいかん」

「でしょ？　だから意地でも今日作る。……それで、あたし考えたのよ。どう考えても学校で作業するから効率が悪いしデータが消えたりするの。周まわりの視線も鬱うつ陶とうしいし。それならもう、今日一日かけてあたしの家でやった方が絶対いい。そう思わない？」

「おぅ。その通りだ」

「だから今、ここで手伝って。パソコン二台用意したから、あんたは目次とかスケジュール。あたしは見学施し設せつの説明文。それをしつつ出し物の話をしつつ、終わってからお弁当よ」

「って、弁当もちゃっかりやる気なんだなお前」

「当たり前じゃない。いつみの為ための親しん睦ぼく会かいなんだもの。い、いつみと一いつ緒しよに、お弁当よ……！」

　唐から沢さわが僅わずかに顔をにやけさせる。そこまでやるか――と言いたくもなるかもしれんが、相手はあの高たか倉くらさん。

　俺おれ達にとっては親睦会の成功よりも高倉さんの方が大切だ。とはいえ勿もち論ろん、どちらも力を抜ぬく訳にはいかない。クラス全体が喜ぶという事は、結果的に高倉さんが喜ぶ事にも繋つながるはず。

「分かった。今だけは非常事態って事で、本気で協力してやるぜ」

「……あんたが案外、物分かりが良くて助かったわ」

「当たり前だろ。だって、高倉さんの為だしな」

　そう答えた時、思わず口元に笑えみが浮うかんだ。応じる唐沢も、僅かに笑む。

　高倉さんの為に。それは俺達の、ある意味一つの合い言葉。
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　作業開始から一時間。何とか気合いを込こめてまずは表紙を完成させ、続けて目次。工場見学のページは唐沢任まかせのため、それが終わったら班はん分わけページにスケジュール。それに加えて、裏ページに学校の問題を扱あつかうクロスワードの作成だ。

　何な故ぜにクロスワードと正直俺も思うが、どうも一昨年に一―二でしおりを作った生徒が猛もう烈れつにやる気のある人だったらしく、これがやたらと凝こっているのだ。工場の解説ページも写真付きで三ページぐらいあり、ご丁てい寧ねいにイラストまで添てん付ぷ済ずみ。それを見た唐沢が「負ける訳にはいかないわ」と闘とう争そう心しんを燃やして現在に至る。俺としてはさっさと終わらせたいのだが……さすがに正直、飽あきてきた。そもそも同じ作業を二度行う、という事自体が精神的に辛つらいのだ。ぶっちゃけ面めん倒どうだし。

「唐沢。俺はもう飽きたぞ」

「……もうちょっと頑がん張ばりなさいよ。あたしだって頑張ってるんだから」

　つい愚ぐ痴ちると唐沢に怒おこられた。溜ため息いき交まじりに唐沢のパソコンを覗のぞくと『イマドキの百ゆ合り事情！　ときめくあの子を落とすテクは？　気になる方は今すぐクリック！』

「おまっ、働けよ！　っていうか早さつ速そくクリックしてんじゃねえよ！」

「う……うるさいわね……飽きたんだもの……！」

　俺をジト目で見つつ、はぁ、と唐沢が意気消しよう沈ちん。お疲つかれ気味か？

「疲れるのは分かるけど、お前もしっかり働け。な？」

　そう言いつつこれ以上遊ばないよう、唐沢のマウスに手を伸ばし『イマドキの百合事情！』の画面を閉じる。が、その裏から『魔ま法ほうの生チョコたっぷり・ふわふわロールケーキ！』が現れ、それを消すと今度は『お弁当　簡単　手作り』でググってやがった。

「お、お前って奴やつは……！」

「だ、だって、その。気力が……」

　唐から沢さわがそっぽを向く。突つっ込こんでやろうと思って口を開いたが、同時に、きゅぅ……と。唐沢のお腹なかが鳴った。さらに恥はずかしそうに、唐沢がかがみ込む。

　……もしかして、空腹で気力が出なかったのか？

　だけど唐沢としては、ちょっと言い出しにくかったというか。微び妙みような乙おと女め心というか。

　……ふぅん。

「ま、ちょっと休きゆう憩けいしようか。疲つかれたしな」

　ちょっと、わざとらしかったか。そう思ったが、とりあえずのきっかけが出来れば。

「そ、そうね。……あたしも少し」

　唐沢が返事をし、うーん、と背伸び。それが口実になったのか、唐沢も誤ご魔ま化かすのは諦あきらめたのか。

「ねえ。そろそろ晩ご飯の時間だけど。……あんたも食べる？　何なら奢おごるわよ」

「へ？　俺おれもいいのか？」

「もちろん」

　唐沢が頷うなずく。そのまま冬ふゆ野のさんを呼び、コソコソと夕食について相談し始めた。「何か作ってよ冬野」と唐沢が言うも、冬野さんが「お弁当の食材を一部使いますが宜よろしいですか？」と言い返すと途と端たんに口をつぐみ。後の弁当に全力を捧ささげたいらしい唐沢は、溜ため息いきの後に俺へと振ふり返って「はい」といつの間にか手にしたホカ弁のチラシを渡わたすのだった。

　……まあ、ここであまりに高額なものを出されても困るけど。

「唐沢は何にするよ」

「のり弁当」

「せこっ！　お嬢じよう様がいいのかよそれで」

「……あんたは好きなの頼たのんでいいわよ、別に」

「あ、いや。そういう意味で言ったんじゃ無いけど」

　何となくこう、最安値を選ぶってどうかと思って。

「そうそう、明日のお弁当だけど。何ならうちで作っていいわよ。元々あたし用に、って多めに買ってあったし」

「はい？　いいのか？　つーか、なんかお前サービス良すぎないか？　弁当奢るとか」

「別に」

　俺に弁当一いち覧らんを押おしつけ、パソコンに向かう唐沢。まだやる気が起きないのか、ネットに接続しサーフィン開始。そのままヤフーニュースを適当にめくっていく。

「だってあんた、作業終わって家に帰ってだと時間無いでしょ？　これ終わって『完成！』で、あんただけ家から追い出してあたしはお弁当、って……ちょっと、アンフェアな気がするし」

　うーむ。……よく分からんが、唐から沢さわ的にはそうなのか？

「それに、まあ……この前の、お礼も兼かねてよ」

「この前？」

　聞き返す俺おれの前に、唐沢が鞄かばんから取り出した本を投げる。

　それは先日互たがいに争そう奪だつしたはずの、例のロリっ子料理本だった。

「結局、渡わたしそびれてたけど。あの時は、あんたの勝ちだったからね。あたしなんか助けて貰もらった訳だし。それなら、あたしがこれを持ってるのは筋が違ちがうって思う。だから、返そうとしたけど……タイミングが合わなくて。でもそれなら、一いつ緒しよに見た方がいいかも、って」

「お、おぅ。そうだったな。でも」

「借りは返す主義なのよ。礼には礼をもって返す、ってね。……まあ、あたしの美学みたいなもの、かな。あんた相手でも、こういうのはね」

　唐沢がモニターから目を外はずし、俺を見る。意外にまっすぐな視線でどきりとした。

　なんつーか。……お前って。こう、変な意味で、実は凄すごく律りち儀ぎな奴やつなのか？

　いやほら。俺とお前は敵同士な訳で。幾いくら助けたからって、別にそこまでしなくても。

　なんて見つめ返すと、唐沢も言ってて恥はずかしくなったのか、ぷいっと横を向き。

「ま、まあ……高い肉使わせて借金まみれにしてやろう、なんて考えてないけど？　夕食のお弁当は奢おごるけど、明日のお弁当の材料費はきっちり貰おうなんて別に」

「黒っ！　腹黒っ！」

　俺が引いた所で、唐沢が「うっ」と硬こう直ちよく。なにかと思ってパソコンを見ると、あいつは何を勘かん違ちがいしたのかネットで十八禁サイトを引き当て、顔を赤くしながら画面を閉じた。

「ま、まあ今のは冗じよう談だんよ」

　慌あわてて誤ご魔ま化かすように呟つぶやく唐沢。……冗談、ね。

　……本当に冗談、だよな？
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　休み休みの三時間。弁当も食べ終わり、かなりの勢いでグダってきたが、冬ふゆ野のさんが誤ご字じ脱だつ字じチェックをしたり、リラックス用のクラシックＣＤを流したり、唐沢が応おう援えんしてくれたりした結果――ようやく完成にこぎ着けた。机の前で背伸びをした後、お手洗いをお借りする。

「こちらです」

　と召めし使つかいの冬野さん（いつの間にかメイド服に着替えている。正装？）に案内され、リビングに繋つながる廊ろう下かからお手洗いへ。

　屋や敷しき内は全体的に淡たん泊ぱくなコーディネートというか、やはり生活感が薄うすかった。引っ越してきたばかりというか、物があまり置いてないのだ。

「にしても大きい家ですよね……あの。本当に一人で住んでるんですか？」

　案内役の冬ふゆ野のさんに聞きつつ、彼かの女じよを見る。……って。意外に可愛かわいい顔してるな冬野さん。胸は唐から沢さわと同じぐらいぺったんこだけど。

「ええ。お嬢じよう様お一人で。一応、私もたまに寝ね泊とまりしていますが……」

　冬野さんが答える。……考えてみれば、高校生でお嬢様のお付き、って少し訳ありな気も。いや、人の家庭を勝手に詮せん索さくするのは悪いか。この話は止やめておこう。

　そう考えた俺おれの目の前で、冬野さんが足を止め。不意に、俺の方を向いた。

「あの。朝あさ井い様。お話しするのが遅おそくなりましたが……先日からお嬢様の相手をして頂き、本当にありがとうございます」

「はい？　……いや、別にお礼されるような事してないですけど」

　というか、むしろ恨うらまれる勢いではなかろうか。なんせ俺は、唐沢からすれば恋こいの泥どろ棒ぼう猫ねこな訳だし。でも冬野さんとしては、そうでは無いらしく。

「お嬢様は最近、随ずい分ぶん生き生きとされています。朝井様のお陰かげではないかと」

「そ、そうなのか？」

「はい。お嬢様はご存じの通り、普ふ段だんはお嬢様を演じておられます。ですので人前でああも本性を出せるのは、朝井様ぐらいのもので……お嬢様も、楽しんでおられる事かと」

　冬野さんが薄うすく笑う。眼め鏡がね越しに見せる柔やわらかい笑えみは、大人おとなしい顔つきと相まって本当に嬉うれしそう。……いかん、一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまいそうになった。くそ、俺の周まわりの女の子は、顔だけは唐沢も含ふくめてハイクオリティだから困る。……自じ慢まんじゃないぞ？

「お嬢様には頑かたなくな所がありますから、決して口や態度には出されませんが……もしかしたらお嬢様がお呼びしたのも、朝井様とお話ししたかったのかもしれません」

「そうか？　いや、流石さすがにそれは……確かにサービスが良いかも、とは思ったけど」

「今後とも、お嬢様の事をよろしくお願いします」

「よろしく……って、どうでしょう。俺と唐沢、仲がいい訳では無いっていうか、ぶっちゃけ悪いですし」

　素直に答えると、冬野さんはまた笑い。

「普通にお嬢様と接して頂ければ、私としてはそれで十分なのです。……それがいかに大切か、朝井様がまだご存じないだけで」

「……んー」

「お嬢様は、最初は偶ぐう然ぜんとはいえ、今は朝井様を相応に認めておられると思います。勿もち論ろん、口には出されませんが」

　……と言われても。俺には正直、よく分からん。

　そのまま五分かからずお手洗いから戻もどると、机の上には完成したしおりが置かれていた。プリンターが鋭えい意い稼か働どう中ちゆうらしく、教室の人数分をここで印刷しきるつもりらしい。後はこれをホッチキスで留とめて完成だ。とはいえ、時計を見ると午後の九時。

「……まずいな」

　本格的に、出し物について考えないと。幾いくらアバウトに音楽とダンスといっても、それでフリーダムにクラシックを演奏しながら阿あ波わ踊おどりでは困る。一応何かしら相談は必要で、早く終わらせても午後十時。弁当の気き遣づかいは有あり難がたいが、女の子の家にそれ以上遅おそくまで留とどまるのは……幾いくら相手が唐から沢さわとはいえ。

　ちなみにその唐沢本人はというと、出し物の事はもう眼がん中ちゆうに無いのか既すでにキッチンに立っていた。早さつ速そく弁当の仕込みを始めたらしく、白いエプロンを身に纏まとい、鍋なべにどばどばとサラダ油を投入している。その後に唐沢は着火もせず油まみれであろう鍋の中をおたまでかき混ぜ、そして何な故ぜか首を傾かしげた。どうやら、次に何をするか迷っているようだが……

　もしかして。火の点つけ方が……分からない？

　疑いの眼まな差ざしで見つめていると、唐沢は悩なやんだ末に結論を出したらしい。鍋の上からチャッカマンを投入し、直接炎ほのおを吹ふき付けた。

　鍋から火か炎えん放射が吹き上がった。

「ひゃわわわああーっ！」

「お、おお、お嬢じよう様っ！」

　慌あわてて冬ふゆ野のさんが近寄り、濡ぬれタオルを鍋へと放る。室内に白はく煙えんが昇り、周囲に焦こげ臭くささが充じゆう満まん。思わず咳せき込こむ二人組。……なあ。今、物もの凄すごい光景を見た気が……？

　幸いにして換かん気き扇せんが良いのか煙けむりはすぐに発たち消えた。が、冬野さんのお嬢様を見る目が痛い。凄く痛い。というか待て。あんなのに料理させていいのか本当に。

　そこで唐沢が俺おれに気づき。分かりやすい程ほどに顔を真っ赤にして、

「……今のは、ただの手品よ……っ！」

　おぅ。そ、そいつには流石さすがに無理があると思うぜ唐沢。というかお前って……

「なあ唐沢」

「な、なによ」

「お前って……料理作った事無いだろ」

　ついつい突つっ込こむと、唐沢は今いま更さらながら唇くちびるを歪ゆがめ、

「し、仕方無いじゃないの……今まで、包丁なんて殆ほとんど持たせて貰もらえなかったんだから……！」

　悔くやしそうに言い訳。包丁も持たされなかったって、お前どんだけお嬢様なんだよ。お金持ちだからって、それは正直どうかと思うぞ。

「ったく。だったら何で弁当作ろうなんて言うんだよお前」

「だ、だってあんたがお弁当作るって言い出したから、対たい抗こうしないと、って思って。それに、いつみに美お味いしいお弁当を食べて欲しい、って思うし……！」

「おうおう。そうかそうか」

　なるほど。俺おれに負けたくない、って訳か。こいつ本当、物もの凄すごい意地っ張りだな。

　……お嬢じよう様のくせに、無茶しやがって。

「理由は分かった。でも正直、火事になる前に止やめた方が身のためだと思うぞ、俺は」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。あたしの家だし！」

　火災保険的な意味でか。それは大丈夫だと言わないぞ唐から沢さわ。

「っていうか、そういうあんたは出来るの、料理」

「あん？　俺？」

「お弁当作るんでしょ？　あたしに文句言えるほど、出来るわけ？」

「うっ」

　唐沢が何な故ぜか自じ慢まんげに、今度は俺に仕掛けてくる。

　つい反射的にたじろいでしまったが……まずいな。

　正直に言うと、実は全く出来ん。だが相手を馬ば鹿かにした手前、ここで言ったら間ま違ちがいなく唐沢に茶化される。見み栄えを張るしか。

「……ま、まあ少なくとも唐沢よりは上う手まいと思うぜ？」

「そ。なら早さつ速そく作ってみてよ。あ、約束通り肉も魚もあるし、好きなの使っていいから」

　途と端たんに元気になる唐沢。俺を見つつにやにやする唐沢を見てると、何だか無性にムカついた。こいつ、最初から俺が料理できないと思ってやがる……！　いや、事実だがしかし！

　駄だ目めだ、ここは見栄を通すしかない。それに少なくとも、鍋なべから火か炎えん放射なんていう黒くろ魔ま法ほうじみた事をする唐沢よりは、俺の方が実力はある筈はずだ。間違いなく。

「……分かったぜ。俺の腕うで前まえ、見て後こう悔かいするなよ？　俺の高たか倉くらさんに対する愛の深さ、お前に思い知らせてやる」

「ふん。あたしに愛で勝とうなんて百年早いわ！　あたしの本気はこれからよ……！」

　白エプロンで武装した唐沢が、手に持ったおたまをクイクイと上げて俺を挑ちよう発はつ。けっ、とその姿に言い返す。仕方無い。俺様の実力を見せてやろうじゃないか、このバカ唐沢に！

　……ところで実際の話、サラダ油ってどれ位が適量なんだ？




　　　　＊




「出来たっ！」

「くっ……！」

「さあ朝あさ井い。あなたの愛は完成したの？　どうなの？」

　あれから約一時間。そう迫せまられて言葉に詰つまった。いや、俺おれも一応は、完成したのだが……

　弁当のラインナップは庶しよ民みん派はチックな印象をふんだんに盛り込こんだスタンダードタイプ。余計な小細工は一切無し。具体的に言うと玉子焼き（黒こげ）、ウィンナー（黒こげ）、ポテトサラダ（と思わしきゲル状の物体）、鶏とり肉にく（の残ざん骸がい）、潰つぶれたプチトマトと白ご飯といった具合だ。

　……違ちがうのだ。これは俺の愛情があまりに熱すぎ、食材が応こたえられなかっただけなのだ。俺の熱いハートを受け止めるには、唐から沢さわの用意した食材じゃ器うつわが小さすぎたんだよ。へっ！

「……。……私の管理する唐沢家の台所に、こんな物が……」

　冬ふゆ野のさんが俺の弁当を見つめ、絶望感溢あふれる口調で膝ひざをつく。その隣となりから、唐沢が嬉うれしそうに俺の弁当を覗のぞき込こんだ。顔をしかめる俺の隣で、ぷひょっ、と吹ふき出して。

「うはっ！　それ、食べれるの？　その焼死体みたいな奴やつ！」

「うっ」

　焼死体。言われて何だが、まさしくその通り。だがここで負ける訳には……！

「そ、そういうお前はどうなんだよ。どうせ俺と同じレベルだろ？」

「ふふーん？」

　唐沢が不敵に笑う。その奥おくには先さき程ほど火か炎えん放射を吹き上げた鍋なべがあり、綺き麗れいに蓋ふたがしてあった。あれが唐沢の言うお弁当、だろうか。しかし、弁当に鍋、って。……何な故ぜ？

「あたしのお弁当、見てみたい？」

「……いや。何かもう嫌いやな予感が」

「そう。ならしっかりと見るがいいわ。これがあたしのお弁当よ！」

　唐沢が俺の台詞せりふを完全スルーし、鍋の蓋をパカン、と開けた。

　もちろん『不ま味ずいであろう』という想像はしていた。しかし、鍋の中身は……その程度だろう、という俺の安易すぎる思い込みを見事にすっ飛ばすほど凄すごかった。

「うぐっ……！」

　蓋を開けた瞬しゆん間かん、まず先に鼻を押おさえる。

　鍋の中にあったのは、見るも無残な緑色の液体だった。とろみ具合だけでいえば山やま芋いものスープが近そうだが、山芋なら白いはず。そもそも腐くさったような緑色、というのが料理としてありえないと思うのは俺だけか。加えて、鍋から漂ただよう邪じや気きのような禍まが々まがしい香り付き。隣の冬野さんも顔をしかめ、距離を取る。

「お……お嬢じよう様、あの……それは？」

「ふふっ。あたしの独特のアレンジを加えた、特製味み噌そ汁しるよ」

「み、味噌汁……？」

　それが？

　味噌って……そんな凄い臭におい、するのか？

「さ、朝あさ井い。食べてみなさい」

「俺おれが食うのかよ……」

「だって試食するのあんたしかいないし。まあ冬ふゆ野のもいるけど」

　唐から沢さわが冬野さんの方を見ると、彼かの女じよは明らかに腰こしを引いた。いや、俺も出来るなら逃にげ出したい。だがここで俺が逃げれば冬野さんが犠ぎ牲せいになる。それは……！

　引き気味な俺達の前で、唐沢が嬉うれしそうに味み噌そ汁しるを注ぐ。はい、とお椀わんに入れられたそれを改めて覗のぞき込こむと。うん。何というか、その。これは。

　とりあえず勇気をもって箸はしで〝その存在〟をつつくと、中からレタスが登場した。おもわず裏返す。普ふ通つうにびちゃびちゃだ。レタスって普通味噌汁に入れるものか？

　いや、調理法によっては美お味いしいのかもしれないが、ちょっとこれは……

　でも、もしかしたらそれが美味しい、という可能性も……無いとは思うが……！

「くっ……！」

　何はともあれ、食べてみないと味は不明だ。食わずに不ま味ずいと断言するのは、一応自信満々に言う唐沢に失礼な気も……しないでもないが、まあ……

「あの、朝あさ井い様。あまり無理をしない方が」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよきっと。ここには食えるものしか置いてませんし」

　生返事をし、ぐっと拳こぶしを握にぎり覚かく悟ごを決めて。そのまま、一気に喉のどを通し――

「ふぐっ！」

　むせた。

　なんと例たとえればいいのか。それはもはや、不味いとかいう次元を超こえていた。飲んだ途と端たんに喉がかっと熱くなり、反射的に身体からだが拒きよ否ひ反応。喉にちりつく強きよう烈れつな焼け焦こげ感。一いつ瞬しゆんで額に脂あぶら汗あせが流れ、胃袋が嫌いやだ嫌だと騒さわぎ出す。って……これは、まさか！

「っ……お前……な……これ、日本酒入れただろ！」

　俺の隣となりで冬野さんが目を見開く。ああそうだ。この辛からみは酒だ。間ま違ちがいない！

　昔、酔よってた親おや父じに似たようなものを飲まされた事がある！

「おお、お嬢じよう様！　どうして味噌汁に酒を入れるのですか！」

「し、食用酒よ、食用酒！」

「食用酒は調理の最後にどばどば入れる物ではありません！　馬ば鹿かですかあなたは！」

　冬野さんが叫さけぶ。でも、何を今いま更さら。そうさ、唐沢は元々馬鹿だ。お嬢様のそぶりをしてるが、その本質はまさに馬鹿！　正しよう真しん正しよう銘めい、極きわめつけの！

　俺の目の前で、唐沢も冬野さんに怒おこられたのが不服だったのか。むすっとした顔で、自分の味噌汁を口にする。途中で見事にむせた。

「さっきも実は試食したけど、何かの間違いだと思ったわ。でもこれ本当に美味しくないわね」

「分かってたなら食わせるなよ！　つーか料理下へ手たなら弁当なんか止やめて、素直に冬野さんに作ってもらえばいいだろ！」

　思わず言い返すと、唐から沢さわは更さらに目線を細めて、

「だって……いつみに出すお弁当なんだもの。自分で、作りたいじゃない……」

　妙みように甘あまったるい声で言い返してきた。まあその気持ちは分かる。分かるがお前、何でそんな顔を赤くしつつ俺おれを見るんだ？　俺、何かしたか？

　……って。もしかして、酔よってるのかこいつ？

　まずい。よく見ると唐沢の奴やつ、なんか目つきがさっきからおかしい気が。

　唐沢が自分で不ま味ずいと言った味み噌そ汁しるを、もう一度口にする。やっぱり不味い、と言いつつ、

「ねえ朝あさ井い。あんたに聞きたいことがあったんだけど」

「お、おぅ。何だ」

「あたしって、そんなにつるぺた洗せん濯たく板いた？」

　なっ。こいつ、実は気にしてたのか？　いや、酔った勢いで言ってるだけか？

　俺が睨にらむと突とつ然ぜん、ぐすっ、と唐沢が鼻をすする。普ふ段だんならそうだそうだと馬ば鹿かにするのだが、今の唐沢を刺し激げきしたら何かがまずい、と脳裏が叫さけぶ。だって唐沢の奴、何な故ぜかちょっと涙なみだ目めなのだ。もしかしてお前、酒が入ると泣き出すタイプか。待ってくれ。俺は何もしてない！

　しょんぼりしたまま、唐沢が自分の胸元をぺたぺた触さわった。それから俺を見上げて。

　……そんな悲しそうな顔をするな……っ！　ええい、

「あ、安心しろ唐沢。確かにお前には足りない所もあるが、正直お前は可愛かわいい！」

　そう言うと、唐沢は己おのれを見下ろし少々薄うすい胸元を見て。

「足りない所……？」

「ああ、ち、違ちがう！　ええと、ほら！　クラスの連中だってお前の事、素敵なお嬢じよう様だってあんなに褒ほめてるだろ？　な？　だから自信持てよ！」

「あたし、好きでお嬢様してる訳じゃないし……」

　唐沢がぐずる。じゃあ何でお嬢様してるんだよ！　わかんねーなお前！

　まずい。これ以上付き合ってると嫌いやな予感しかしない。弁当も不発、しおりも完成したし、適当な所で脱だつ出しゆつしないと。時間ももう時間だし！

「わ、悪い唐沢。もう夜も夜だし、俺そろそろ帰らないと。な？」

　慌あわてて席を立った。が、がしっと制服の裾すそを握にぎられ、

「付き合いなさい。あんたはあたしの敵なのよ。あんたには最後まで戦う義務があるわ」

「ねーよ！　つーか、戦いじゃなくて愚ぐ痴ちだろ！　なあ唐沢、お前ちょっと」

　何かしら言い訳をして逃にげだそう。そう思ったが……唐沢はそこでなんと。突然、ぶわっと泣き出してしまった。

　何でそこで泣くんだ……！　男は女の子に泣かれるのが一番苦にが手てなんだぞ！

「ど、どうした唐沢。何で泣くんだ！」

「うるさいわね。なんか、なんか悲しくなったのよ！」

　涙なみだ目めで訴うつたえる唐から沢さわ。お前って案外泣き虫なのか？　ええい！

　ぺたん、床ゆかに座り込こんでしまった唐沢に、同じく視線をかがめて座る。めそめそし始めた唐沢の頭をなでてやると、唐沢は少し落ち着いたのか口元を緩ゆるめた。よーしよーし。その調子その調子。どうどうどう。落ち着け、落ち着くんだ唐沢。な？　おにーさんに話してみろ。いや、話されても困るんだが。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ唐沢。安心しろ。で、何が悲しいんだ？　よく分からんが泣くな。な？」

「……いいのよ。どうせあたしは、また一人ぼっちにされるんだから……」

　唐沢が呟つぶやく。駄だ目めだこいつ、明らかに酒が入ると泣き上じよう戸ごなうえ、思考がネガティブに走るらしい。何に泣いてるか知らんが、まずは唐沢の気分を持ち上げるんだ。でないと俺おれは永遠に訳の分からん愚ぐ痴ちを聞かされる事に！

「お、お前は一人ぼっちじゃないぞ唐沢！　お前には高たか倉くらさんもいる、冬ふゆ野のさんもいる！　と、とりあえず残念ながら俺もいる！　な？　ほら、今なんか俺がこうして励はげましてやってるだろ？」

　くそ。何で俺は唐沢を励ましてるんだ。こんな奴やつ、勝手にへこんでればいいだろ。いや確かに紳しん士しとして女の子を泣かせてはいけない、という不文律が俺の中にあるが、でも唐沢なんぞ相手に発動しなくても！

　そんな風に内心では激しく愚痴りつつも、表向きは、優しく、優しく。というかやっぱり相手は女の子だし、なぁ？　っていうか！

「だからほら、心配するな。な？　高倉さんだってお前の事は友達だと思ってるし、冬野さんだって傍そばについてくれてるだろ？　俺だってお前と喧けん嘩かはするけど、高倉さん巡めぐって喧嘩してる間はどうやったって唐沢の前に出てくるんだから！　絶対、お前の近くに居るから！」

「でも……」

「だから泣くなあーっ！　安心しろー！　もういいから寝ねろ！　な？」

「……本当？」

「ほ、本当だ！」

　いや、正直お前がずーっと俺の前に居るって事は、お前は高倉さんと一生くっつけないって事になるんだが！　でも今は酔ってて唐沢の気もちょっとおかしいし、そう、今は唐沢の気をなだめるために、とりあえず……とりあえずこう言ってるだけなのだ。

　ツンデレじゃねーからな！　レディに対する男として最低限の労いたわりなんだ！

　首を傾かしげる唐沢に、俺を信じろ……！　と言わん勢いで何度も頷うなずく。その事に安心したのか、唐沢はふぅ、と息を吐はいて。でもすぐに何を思い出したか、目元にぶわぁ、と涙を浮うかべ、

「遠とお野のちゃんの馬ば鹿かぁ！」

「誰だれだよ遠とお野のちゃんって！　知らない人の名前出されても対応できねーってばよ！」

　突つっ込こんだところで、唐から沢さわもいい加減喋しやべり疲つかれたのか。ぼんやりした視線のまま俺おれの膝ひざ元にしなだれかかり、そのまま瞼まぶたを閉じてしまった。

　全く。何なんだこいつは。お前、実はすっごくストレス溜たまってるんじゃないか？　あのエセお嬢じよう様ごっこで疲れてるんだろ実は。

「……あの。お嬢様」

　一連のやり取りを見た後、冬ふゆ野のさんが声をかける。が……唐沢は完かん璧ぺきに熟じゆく睡すいしていた。って、待てお前。くーくー寝ねてるが、出し物の打ち合わせはどうなるんだ。弁当は。まだ出来てない事があるだろうが……！

「おい唐沢。起きろって。しおりは出来たけど、まだホッチキス閉じてないし。っていうか出し物考えてねーし！」

　いや、でも起こしてももう使い物にならないか。……上う手まくやりやがって。

　諦あきらめて冬野さんと視線を合わせると、彼かの女じよも困ったように息を吐はき、先に部屋の片づけをしてきますと言って去ってしまった。残されたのは俺と、完全に寝込んだ唐沢だけ。

　壁かべ際ぎわの時計を見ると、もう夜の十時半。まずい。このままだと本気でお泊とまりになってしまう。

「こら。風か邪ぜひくぞ？　明日、親しん睦ぼく会かいだぞ？　高たか倉くらさんの前で上う手まくやるんだろ？」

　もう一度、起こそうと思って軽く揺ゆする。が、一向に目を覚さまさない。

「ほら、起きろって。なぁ」

　……まったく。仕方の無い奴やつだな、お前は本当。そう思いつつ、唐沢の顔を覗のぞき込む。

　そして見事に不意打ちを喰くらった。

　つんと立ったまつげと、しっかり閉じた瞳ひとみ。その身体からだは改めて見ると小さく、あの強きよう烈れつなパワーが一体何ど処こから湧わいてきてるのかと思えるほどに細い。

　……もちろん、理性では分かっている。こいつは悪あく辣らつな腹黒お嬢様だと。

　分かってはいるが、しかし……！

「何だよお前……そいつは反則技じゃねえのか……？」

　言い訳しつつも……認めるしかない。可愛かわいいものは、可愛い。それは世界における正義だ。って、まずい。なに素直に認めてるんだ俺。いかん。このままだと俺は唐沢に別の意味で籠ろう絡らくされてしまう。しかし……男として耐たえるには、あまりにも。あまりにも……！

　そっと唐沢の白い頬ほおに、手を伸ばす。健康的で柔やわらかなそれは、触ふれればきっと、

「あの、朝あさ井い様」

「おぅっ！」

　いきなり冬野さんに声をかけられ首筋が凍こおった。振ふり返ると、冬野さんが何な故ぜかそっと眼め鏡がねをかけ直していた。

「……大変良い雰ふん囲い気きの所、真まことに申し訳ないのですが……」

「いえいえ、全然いい雰ふん囲い気きなんかじゃ無いですから！　と、ところで何ですか？」

　思わず手を振ふる。その勢いで唐から沢さわの頭が俺おれの膝ひざから落ちかけ、慌あわてて支えた。だが未いまだに心臓はばくばくしており、唐沢を支えるだけで必死だ。床ゆかに頭落としたら痛いだろうし。

「ええ、あの。お嬢じよう様が風か邪ぜをひかれるといけないので……申し訳ありませんが、お部屋の方に運んで頂けませんでしょうか。お部屋はあちらですので」

「風邪？　あ、そ、そうっすね！　風邪ひくとあれですよね！」

「はい。よろしくお願いします、朝あさ井い様。それと朝井様も今日は遅おそいので、お泊とまりになってください。お部屋の方は、後のちほどご用意いたしますので」

「はい。有あり難がとうござい……って。え？」

　うんうんとつい連続で頷うなずき、しかしふと我われに返る。冬ふゆ野のさんは硬こう直ちよくする俺の前からすぐに退出、眠ねむたげな目元を押おさえつつ片付けを始めていた。散らかした食器と食材をテキパキと分類し、冷蔵庫と食料庫に仕し舞まっていく。

　……ちょっと待て。

　泊まっていけ、と？　女の子の家に？　……あと、唐沢を運ぶ？　ベッドまで？

　視線を落とす。ん……と呟つぶやく姿は意識があるのか無いのか、何とも愛らしい。って、何でこんなに無防備なんだお前は。俺って、そこまで信しん頼らいできる奴やつじゃないだろ。

　まあいい。とりあえず。とりあえず……いや、でもさすがにお姫ひめ様さま抱だっこは……

「か、唐沢。……自分でベッドまで戻もどれ。な？」

　ゆさゆさと、もう一度だけ揺ゆすった。これで駄だ目めなら本気で担かつごうと思ったが、幸いにして唐沢はぼんやりと目を覚さまし。俺が手を引くと、ふらふらとついてきた。そのまま冬野さんに教えてもらった唐沢の私室まで案内する。

　唐沢の部屋は、この大きな屋や敷しきの中で唯ゆい一いつ女の子らしさがある部屋だった。勉強机の脇わきの棚たなには少女漫まん画がが並び、意外にも可愛かわいい系が趣しゆ味みなのか、ベッドの脇には巨きよ大だいなクマのぬいぐるみ。カーテンは少々ピンクがかった色合いで、全体的に淡あわい色が多い。

　部屋に入るなり、唐沢はぼんやりと意識を取り戻したのか。

「んぅ……」

　と呟き、パジャマに着き替がえるべく制服のボタンに手を、

「俺の前で脱ぬぐなーっ！」

　叫さけんだ俺の声が届いたのか。唐沢は制服に手をかけたままベッドに倒たおれ、そのまま再び意識が途と切ぎれた。気持ち良さそうな吐と息いきが響ひびく。それだけを見れば一見平和な光景だが、微び妙みようにはだけたシャツのボタンがなんとも怪あやしく、狙ねらってるのかお前は、本当……っ！

「ったく、お前は！」

　仕方なく頭を掻かき……とりあえず、唐沢の身体からだにしっかりと掛かけ布ぶ団とん。

　丸くくるまりスヤスヤ眠ねむる唐沢の姿は、何とも心地よさそうで。人様の苦労など全然知らなさそうな、あどけない笑え顔がお。その様子に、

「なあ、唐から沢さわ。お前って本当、何なんだ……？」

　溜ため息いきしか出なかった。

　何と言うか……本当に、変わった奴やつなのだ。いや、だからこそ高たか倉くらさんを巡めぐって勝負、なんていう信じがたい事になっている訳だが……

　一度気持ちを切り替かえようと深呼吸。ついでに、風か邪ぜを引かず明日の親しん睦ぼく会かいが楽しめるよう、掛かけ布団の上から毛布をかける。唐沢は気持ちよさそうに毛布の端はしっこを握にぎりしめ、そのままモグラのように潜もぐり込こんだ。その様子にくすりと笑い。

「明日の親睦会……まあ、頑がん張ばろうな。お互たがいに」

　もちろん聞いてないだろうけどな。そう思いつつ、あとは起こさないよう、こっそりこっそり部屋を出た。扉とびらを閉じる瞬しゆん間かん、ん……、と。唐沢が小さく、何かを呟つぶやく。

　だが、結局その一言は聞きそびれた。

　もしかしたら、ありがとう、だった気もするが……

　まさかね。





　―― 幕間　二 ――





　室内は、不ぶ気き味みなほどに静かだった。

　あたしは、そういうものが……大だい嫌きらい。




「まっちゃん。大だい丈じよう夫ぶ……？」

　遠とお野のちゃんが、俯うつむくあたしに必死に声をかけてくれる。うん、と返事をする気力もなく部屋の隅すみに蹲うずくまり、きゅっと自分の身体からだを握にぎりしめた。

　少しだけ顔を上げると、白と黒ばかりの垂たれ幕が目に入る。並べられたプラスチックの椅い子すに座るのは、どれも黒い服を着た人ばかり。根が豪ごう快かいで明るいお母かあさんとは、似ても似つかない嫌いやな色。

　鼻をすすると、また胸の内にもやもやとした何かが湧わいてくる。抑おさえきれずに泣き出すと、遠野ちゃんが優しくあたしの手を握ってくれた。

　苦しい。ただ、今は苦しい。

　この手を掴つかむ温かさだけが、あたしの今のより所。

「……ありがと……」

　何とか声を絞しぼり出し、お礼だけを彼かの女じよに告げる。ううん、と首を振ふる遠野ちゃんの顔を見ると、少しだけ落ち着いて。でもまた涙なみだが溢あふれた。

　駄だ目めだ。負けちゃ駄目だ、ってお母さんも言っていた。

　頑がん張ばらないと。立たないと。

　でも。力が、入らない。

「……あなたが鈴すずちゃん？」

　顔を上げると、カエルを引き伸ばしたような顔をしたおばさんが、あたしを見つめてにっこり笑った。厚あつ化げ粧しようを重ねた顔は今にも『ゲコッ』と鳴きそうな厚い唇くちびるで、耳元につけた金のピアスが凄すごく不気味。隣となりの遠野ちゃんが、あたしの腕うでを強く握る。

　おばさんがあたしの前に座り、笑った。

「お母さん……残念だったわね」

　そう言われ、あたしは返事をせずにそっぽを向いた。

「ねえ。これから、どうするの？　辛つらいけど、これからのお話もちゃんとしましょう？　ね？」

　そう告げるおばさんの隣から、そうね、そうね、と別のおばさんが顔を出す。こっちはキュウリのように細長い顔に、分厚い眼め鏡がねをかけたどてっ腹のおばさんだ。

「ねえねえ鈴すずちゃん。元のお父とうさんは、唐から沢さわさんのおうちでしょ？　お父さんの所に戻もどるのはどうかしら？　ほら、あそこお金持ちだし、困ることは無いと思うのよね。どうかなぁ？」

　……二人とも、あたしは顔も名前も知らない。今日が初対面だ。多分、お母かあさんの親しん戚せきだろう。その人たちがあたしに群がり、こうした方が貴女あなたのためと押おし付ける。

　……でも違ちがう。この人たちは、あたしの心配なんかしていない。

　盥たらい回まわしが怖こわいんだ。あたしを引き取るのが嫌いやなだけ。……それに、上う手まくあたしをお金持ちの唐沢家に入れられれば。この人たちにも、お零こぼれが入るかもしれない。

　……小学生を、なめるな。あたしだって、それぐらい。

「ね？　悪い話じゃあないでしょう？　だからさ鈴ちゃ――」

「イヤだ」

　びしりと言うと、二人のおばさんがぎょっとした。でもすぐに、じゃあどうするの？　と尋ねてくる。あたしに、それ以外の選せん択たく肢しを渡わたさない。

　……それでも。

　お母さんが言っていた。嫌な事には逆さからえ。何があっても負けちゃ駄だ目め、と。

　頑かたなくに拒こばむと、いい加減腹が立ってきたのか。ちっ、とあからさまに舌打ちして。

「……これだから、あいつの娘は」

「お母さんを悪く言うな！」

　言い返すと、一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。でもすぐに、あたしが悪いと言わんばかりの変な空気を作って取り囲む。嫌だ負けるものか。あたしは、誰だれにも負けないんだから。

　周まわりにいる奴やつらを全員、警けい戒かい心しんむき出して睨にらみつける。大人おとななんて信用しない。その動作に、あいつらはまた女の子らしくないとか可愛かわいくないとか文句を言う。お母さんに似てどうの。

　――お母さんは悪くない。そんな嫌そうな目をしながら、言うな！

「……ねえ、まっちゃん」

　遠とお野のちゃんが、あたしに声をかける。怖い顔をしたあたしを見て一瞬驚おどろき、でもすぐに。

「ここ、出よう？」

　と誘さそってくれた。うん、と頷うなずき「お手洗いに行ってきます」と大人達に告げて部屋を出る。

　あたしの手首を握にぎり締しめ、しっかりと歩く彼かの女じよの姿が眩まぶしく見えた。長い廊ろう下かを二人でてくてく歩き、外に出る。

　空には、暑苦しく感じるほど眩しい太陽が照っていた。

　その輝かがやきを、全身に浴びながら。

「あたしはずっと、まっちゃんの味方だからね！」

　ぐっ、と遠野ちゃんが、あたしの手を握り締める。その顔を見返すと……遠野ちゃんが太陽の下で、ニッと笑ってくれたのだった。






　―― 第三章 ――
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　目を覚さました瞬しゆん間かん、ここは何ど処こだ、なんていうベタな事をやってしまった。

　何があったかはすぐ気づき、唐から沢さわの家で一晩泊とまったのだと思い出す。結局あの後冬ふゆ野のさんに別室を借りて、そのまま一いつ泊ぱくしたのだ。……正直、家に帰る気力も無かったし。

　やたら柔やわらかいダブルベッドから起き上がり、背伸びをする。冬野さんはわざわざ俺おれの制服を洗せん濯たくしてくれたのか、部屋のクローゼットに丁てい寧ねいにかけてあった。その事に感謝しつつ、まず顔を洗おうと思い客間を出る。色々あったが、今日は念ねん願がんの親しん睦ぼく会かい。高たか倉くらさんの心をゲットする一大行事。そう思い、廊ろう下かの突つき当たりにある手洗い場の扉とびらを静かに開けた。

「はう……っ！」

　硬こう直ちよく。

　最初に目についたのは……綺き麗れいに流れる黒くろ髪かみだった。腰こし回まわりまで川のように流れるそれに、小こ柄がらな体たい躯く。健康そうな白い肌はだには風ふ呂ろ上がりらしく僅わずかに水すい滴てきが流れ、その瑞みず々みずしさを否いやが応おうでも増している。僅かに見える横顔はほんのりとほてり、つんとした鼻先も、意思の強そうな瞳ひとみも、その全すべてが魅み力りよく的てき。そして……その魅力は、そう。今しがた、目の前にいる唐沢が。俺に背を向け、一糸まとわぬ姿だからこそ更さらに綺麗な訳で……！

　ま、まずい。これ何てエロゲ……っていうか朝からマジやっちまった！

「……！」

　硬直する俺の前で、唐沢の向こうに一いつ緒しよに居た冬野さんが凍こおりつく。彼かの女じよも一緒にお風呂に入っていたのか、バスタオル姿のまま俺と思いっきり視線が合った。こちらも少し上気した端たん正せいな顔立ちが美しい。唐沢は、まだ俺の存在に気づいていない。

　冬野さんが慌あわてて自分のバスタオルを唐沢に被かぶせ、「ふにゃっ」と声をあげた唐沢を抱だきしめた。自らの身体からだも合わせてバスタオル一枚で身を守り、顔を真っ赤にしつつ顎あごだけで俺に「！」と無言で指示。す、すまん冬野さん。そんなつもりは無かったんだ。悪い。

　っていうかあんた超ちよういい人だな！

「な、なに？　冬野？」

「いえ、ちょっとお嬢じよう様さまをはぐはぐしたくなりまして！　私、お嬢様の事好きですから！」

　冬野さんが苦しい言い訳してる間に、そろり、そろりと扉を閉じ、後ろ歩きで廊下へバック。部屋に戻もどり、唐沢と冬野さんが出てきた所を見計らってさりげなく起きたフリをしつつ再登場。だがしかし心臓のばくばくは止まらず、手が震ふるえる。駄だ目めだ、自然体を心がけないと……！
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「お……おはよう、唐から沢さわ」

　どうしても挨あい拶さつが硬かたくなり、一方の唐沢は「あんた、居たんだ……」と今いま更さらながらの返事。その後ろに冬ふゆ野のさんはいつも通り無言で佇たたずんでいるが……俺おれと視線が合うと顔を真っ赤にしながら眼め鏡がねを整えた。……ごめん、冬野さん。そういうつもりじゃ無かったんだ、本当に。

「どうかしたの？」

「……なんでも、ねーよ」

　駄目だ、唐沢を見ると自然にさっきの姿が思い浮うかんで……いや、その、昨日からなにかと事故が多いようだが、別に、意図してやってる訳では……

「とりあえず、今日、がんばろーな……唐沢」

　動どう揺ようのあまり唐沢にエールを送る。は？　と唐沢が一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、でも親しん睦ぼく会かいの成功、という意味で捉とらえたのか。

「まあいつみが喜ぶ範はん囲いでなら、協力するわ。でもあんたとあたしは、あくまで敵よ。昨日のは、例外だから」

「……分かってるよ」

　今更、言われずとも。それくらい。

　そうとも、動揺してる場合じゃ無い。俺は今日から改めて、こいつと戦う。

「今日こそいつみをゲット……！」

「お、おぅ……！」

　二人で顔を見合わせ、ちりりと睨にらみ合う。その唐から沢さわの顔を見て、何となく笑った。

　唐沢の瞳ひとみに宿るのは、互たがいに対する一種の共きよう闘とう感かん。そして同時に――お前には負けねぇ、という勝負心。

　……俺おれとていつまでも動どう揺ようしている訳にもいかない。心を切り替かえ、始めるとしよう。

　さあ、楽しい親しん睦ぼく会かいの始まりだ。
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　親睦会の日程は、午前中にバスに乗って工場見学。途と中ちゆうで昼食をはさんだ後に山間部のホテルへ向かい、ちょっとした講義を受けた後に夕食、出し物会、お休みの流れである。工場見学の方は元々決められていた班ごとの行動、という事で高たか倉くらさんと一いつ緒しよになれなかったのだが、お昼からは念願の自由行動だ。

　まずはさりげなく高倉さんに近づき「高倉さん、お昼ご飯一緒にどうですか？」。一見簡単に見えて難なん易い度ど四の関門。ごく自然に誘さそえるかどうか。それが勝負のポイントだ。

　昼食の場として取られた山中の公園は、芝しば生ふが綺き麗れいに整えられ眺ながめもよい。肝かん心じんの高倉さんは景色の一番いい頂上付近で「うーん」と背伸びをしていた。太陽に照らされた後ろ姿がなんとも輝かがやかしい。

　出来るだけ自然に。ごく普ふ通つうに『ちょっと声をかけました』的なスマートな感じで……！

「た、たた、高倉しゃん！　……き、今日もいいお天気ですね！　ええと、あの」

「おーう朝あさ井い君。お昼一緒に食べようか？」

「は、はい！」

　ふっ。計画通り。

　……いいんだよ！　万ばん事じ上う手まくいったならそれで！　つーか高倉しゃん、って何なんだよ俺……思いっきり噛かんじまったじゃねえか！

　心の内の己おのれに突つっ込こんだ所で、唐沢も颯さつ爽そうと冬ふゆ野のさんを連れて寄ってくる。表情こそお嬢じよう様モードだが、俺には見えるね。その内心で抜ぬけ駆がけなんかさせない、と念じるあいつの姿が。

「鈴すずっちも一緒にお弁当食べようよー！」

「ええ。では失礼して」

　穏おだやかに答える唐沢と、親指を立てる高倉さん。俺としては激しく邪じや魔まだが、まあ仕方無い。

　そうして四人で囲んでお弁当。だが広場の一番上に、しかも俺と唐沢が一緒に並べばそりゃあ睨にらまれるのも当然。クラスメイトに限らず全一年生からぎりぎりと「あいつ、また唐沢様に……！」との声が方々から聞こえ、正直今にも飛びかかってくるんじゃないかという勢いだ。

　が、今日は間に高たか倉くらさんを挟はさんでいた。唐から沢さわと高倉さんは公式の友達で、その二人の会話を乱みだすのはさすがに気が引けるのか……直接妨ぼう害がいには来ないらしい。

　その事にほっとしつつ、弁当をオープン。ちなみにこの弁当、なんと冬ふゆ野のさんが今け朝さ作ってくれたのだ。まさしく冬野様々な状態。もう今度から足を向けて寝ねれないってもの――

「……あれ？　え、あれええ！」

　なんて思っていた俺おれの目の前で、高倉さんが突とつ然ぜん、悲鳴をあげた。何だ？　と思う俺と唐沢の前で、彼かの女じよは俺と唐沢の弁当を見て。

「な、なんで鈴すずっちと朝あさ井い君のお弁当が同じなの？」

「……え？　あっ」

　そうか、しまった……！　盲もう点てんだった！

　思わず箸はしを落としそうになり、掴つかむ。隣となりの唐沢も魔ま法ほう瓶びんの蓋ふたをシートに落としかけ、慌あわててキャッチ。しかし唐沢と俺は即そく座ざに動どう揺ようを修正し、

「……凄すごい偶ぐう然ぜんもあるものですね、朝井さん」

「そ、そうだな唐沢！　いやはや、面おも白しろいことも世の中あるもので――」

「いやいや偶然じゃないっしょこれは！　ねえ朝井君！」

　さすがに無理があった。高倉さんに攻せめられ、どうしたものか。誤ご魔ま化かすか？

　いや、遅おそすぎる。今から誤魔化した所で、相手が猫ねこや唐沢ならともかく高倉さんは騙だませまい。

　……どうする。とりあえずは……素直に、言うしか。

「あー。じ、実は昨日な？　俺、唐沢の家に行って、ちょっと親しん睦ぼく会かい用の資料が遅おくれてたから一いつ緒しよに……弁当は、時間が無かったから冬野さん……に……」

　答えた途と端たん――ざわり、と背後で何かが蠢うごめいた。悪お寒かんを覚えて振ふり返ると、目を輝かがやかせたアマゾンの獣けもの達たち、じゃないクラスメイト達が俺の方を凝ぎよう視しし「唐沢様の、お・う・ち……？」

　見ない事にするぜ！　そう思って前を向くものの、そこにも興きよう味み津しん々しん、と言わんばかりに目を輝かせた高倉さんがいた。キラキラと輝く瞳ひとみとにんまり笑え顔がおは明らかに俺に向けられており、両手を伸ばして俺の肩かたをがっちり掴つかむ。おぅ。高倉さんの顔が、真正面に……！　まずい、恥はずかしさと緊きん張ちようで身体からだが。あうぅ……！

「詳くわしく」

「い、いや、そんな大したことじゃ……」

　ボケる俺の背後でついに他のクラスメイト達が爆ばく発はつした。

「あの、唐沢様。ちょっとお話いいですか？」

　覚かく悟ごを決めて現れたのだろう、英えい子こさんを筆頭に、女子達が唐沢に問う。

「……私、ですか？」

「はい！　今の話は直接本人に聞くしかない！　って、さっき評議会で決まりまして！」

　評議会って何だ評議会って。

　お嬢じよう様は呼ばれて断る訳にはいかず、失礼しますと俺おれの前で立ち上がる。そのまま皆みなに引きずられ、向こうで一いつ斉せいに囲まれた。「あの、唐から沢さわ様と朝あさ井いって、本当はどういう関係なんですか？　やっぱり朝井ってストーカー？　変質者？」って。お前ら……

「朝井さん。私も失礼します」

　お嬢様の様子を見に、と冬ふゆ野のさんも席を立つ。それを見送って一息つくが、背後から頬ほおを掴つかまれ強ごう引いんに向けさせられた。目の前にはやっぱり高たか倉くらさん。

「詳くわしく……是ぜ非ひ詳しく……っ！」

「い、いや、ですから」

「昨日？　鈴すずの家に行って？　一いつ緒しよに？　お弁当まで、一緒？」

「……ま……まあ、その」

「ありえないっ！」

　声をあげる高倉さん。

「あの鈴が、家に人を呼ぶなんて……！　一体何したの朝井君！　や、君なら行けるかもとは思ってたけど幾いくらなんでも、家！　よし朝井君、今から私とたっぷりお話ししようかね！」

　そう言われ、ひょいと隣となりに並ばれた。いきなりだった。こ、こんなに隣に高倉さんが……！

　状じよう況きようが状況とはいえ、これほど美お味いしいイベントがあるだろうか。好きな女の子と、一緒に、隣に並んで、お弁当！　まずい。胃の中が昨日の味み噌そ汁しるでキリキリする。眩暈めまいが。ああ眩暈が。

「朝井君？　どうかしたのかい？」

「い、いえその……し、刺し激げきがちょっと強すぎて……」

　だって隣に高倉さんが並んで、きらきらした目で俺を見つめてくるんだぞ？　どう考えたってもうこれはもう。ああまずい。ふ、腹痛が。ヘタレすぎる。

　その横では、何の遠えん慮りよもなく楽しそうに高倉さんが更さらに接近。

「ふふっ。朝井君に鈴の事、任まかせて大正解だったかなぁ」

「お、俺はそういう訳じゃ……」

　否定しようとする俺の前で、高倉さんが微ほほ笑えむ。その笑顔は柔にゆう和わにして穏おだやか、思わず見入ってしまう仕草である。いや、だからこそ俺が惚ほれてる訳だし、そこが良い所ではあるのだが……しかし言ってる事は、完かん璧ぺきなまでに誤解という、この悲しさ。っていうか、腹が……

「あのさ朝井君。真ま面じ目めな話、鈴って結構朝井君のこと頼たよりにしてるのかなー、って思うんだよね。まあ家に行ってる時点でそうだと思うけど！」

「いや、で、ですから、それはちょっと違ちがうような」

「鈴、朝井君の前では本音、出すでしょ？」

「それは……その」

　まあ幾つかの偶ぐう然ぜんとアクシデントの末に、と言うべきか……

「鈴すずっちが人前で本音見せるなんて、そうそう無いんだよ？」

「そ……そうですか？　いや、でもそれで信しん頼らいって訳じゃ……大体、唐から沢さわがお嬢じよう様してるのだって単なる見み栄えでしょうし、本性出したからって信頼かどうかは、ちょっと」

「ん？　あー、うーんと……いや、鈴にとって本音出すってのは相当の事なんだけど……」

　俺おれの台詞せりふに、珍めずらしく高たか倉くらさんは悩なやみ気味。それから、ちらっと俺を見て。

「まあ、朝あさ井い君なら言ってもいい……かな？」

　呟つぶやく。軽く言ったようにも聞こえたが、高倉さんの目つきが一いつ瞬しゆんだけマジになった。

　うんうん、と何かを納得するように頷うなずき、高倉さんが弁当片手に向き直る。

「あのね？　鈴ってさ。実は、別に好きでお嬢様してる訳じゃ無いの。腹黒だとか、あたしはお嬢様なんだぜ！　って言う訳じゃなくて。えっと……ここだけの話、だけど」

　高倉さんが少し含ふくみを持たせつつ、ぶすり、と弁当に入った玉子焼きに箸はしを刺し。

「鈴ってさ。……実は唐沢の家に、命令、されてるんだよね。お嬢様っぽくしなさい、って」

「……命令？」

「そ。お前は唐沢家の偉えらい一人娘。振ふる舞まいも態度も成績も、全すべてお嬢様に相応ふさわしく将来有望でパーフェクトな人。だから、お嬢様っぽくしなさい！　ってね。でないと――無理やりに転校させますよ、みたいな、さ」

　高倉さんが目を細めつつ、自分の掴つかんだ玉子焼きを見つめ。そのまま「一個あげるよ」と軽い声で、俺の弁当に玉子焼きをのせてくれた。

　弁当の上にぽんと置かれる、高倉さんの愛いとしい玉子焼き。

　……命令？
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　少しの間を置いた後、高倉さんがゆっくりと喋しやべり始めた。

「鈴って元々……言い方悪いんだけど、妾めかけの子、って言うのかな。お父とうさんに認知されなくて、それでお母かあさんと二人暮らしをしてたのね。で、そのお母さんが亡くなって、今のお父さん……まあ、要するに唐沢家に引き取られたの。放っておくと、世せ間けん体ていが悪かったのか……詳くわしい事は、あたしも聞いてない。話したくないみたいだからさ」

　と、そこまで説明してから、高倉さんは髪かみの毛を弄いじりながら渋しぶい顔。

「……あのさ朝井君。これ本当に、誰だれにも言わないでね？　ほんとのホントの本っ当に、真ま面じ目めな話で、他言無用って奴やつだからね？」

「え、ええ。そんな大事な事言うほど、俺も口軽くないですし……」

　当然だ。俺だって茶化していい事と悪い事の区別ぐらい、きちっと出来る。

　まあ正直、ちょっと重い話になりそうな予感がするが……

「で、唐から沢さわ家ってなんか偉えらい家らしくってさ。しかもあそこのお父とうさん、大だい企き業ぎようの社長さんだったりするの。……で、そのお父さんがまた頭が硬かたいって言うか。鈴すずはお嬢じよう様らしく育って、いい所の人と結婚するのが唐沢家のため、鈴のため！　みたいに思ってるの。だからお嬢様風にしてないと、お父さんに怒おこられたり……最悪、他の高校に転校させられる、みたいな話があるんだよ。ほら、草くさ地じ一いち高校って結構ジャンキーな高校だし」

「……ま、まあ確かに、ジャンキーですね……」

　眼がん下かの様子を見ながら、つい頷うなずく。英えい子こさんに大だい地ちの馬ば鹿か、あとは唐沢のようなお嬢様に加え、一番素敵な高たか倉くらさん。確かにバリエーション豊富というか、カラフルな高校ではある。

「あたしとしては、そういうのは間ま違ちがってる！　って言ったんだけど。鈴のお父さんには、どうせ子供の戯たわ言ごとって思われたらしくて、聞いて貰もらえなくて」

「……え？　高倉さんが言ったんですか？」

「そだよ。あたし、そういうの放っておけない方だから、ね」

　そう呟つぶやき、ふぅ、と高倉さんが溜ため息いきをつく。地面に敷しいたシートから手を出し、脇わきの芝しば生ふをぶちりと切った。そのまま投げ捨てる。が、風にあおられ顔にかかり、目をつぶった。うへっ、と芝を捨てる高倉さん。

「まあそういう事だから、鈴は普ふ段だんはああしてお嬢様してるの。でも、それって鈴本人には結構しんどいみたいでさ。……で、そんな鈴を中学の時にあたしが見つけて、友達になって。それで……まあ、鈴のお父さんとも話をしたりして。で、とりあえず何とかしたいと思って、あたしと一いつ緒しよに草地一に、ってね。本当は……鈴は別の高校に行かされる予定だったんだけど」

　言いつつ、自分で頷うなずく高倉さん。

「でまあ、そういう事情を知ってるのがあたしだけだから、あたしだけでも鈴と仲良くしよう！　って。べたべたむぎゅー……もちろん鈴が可愛かわいいっていうのもあるけど、うん。出来るだけ、傍そばに居ようかな、とは思ってさ。それで今でもこう、鈴とは仲良しな訳だよ」

　……そうか。だから、高倉さんは唐沢にむぎゅーしたり、やたらとべたべたと。

「でも……鈴って律りち儀ぎな所があってさ。人様に自分の親の事とかで迷めい惑わくかけたくない、とか、そういう部分が案外強くってね。だから、あたしにも頼たよると迷惑かかると思ってか、あんまり本性見せないし……正直、どうしようかなぁ、と思ってたんだけど」

　と、そこまで言って。高倉さんは何な故ぜか突とつ然ぜん俺おれを見つめ、にやりと笑い。

「そしたら高校に入った途と端たんに朝あさ井い君が現れてだねえええっ！」

「……へ？　お、俺？」

「そう！　あたし、ほんっとにびっくりしたんだよ？　何で鈴、朝井君には本性出したんだろう、って。しかも家！　家！　自宅！　あたしも鈴の家に行ったの一回だけなのに、しかも案内されて……くうぅ！　嫉しつ妬と」

「いや、それはでも」

「あのね朝あさ井い君。鈴すずがああもがっつり本音出すのって、はっきり言って普ふ通つうじゃないんだよ。だって鈴は本当にお父とうさんの事怖こわがっててさ、普段ぜんっぜんお嬢じよう様崩くずさないでしょ？　なのにこう、朝井君はそこをあっさりスルーして、普通に本音で話してるの。それって何気に物もの凄すごい事なんだよ？　だからあたしも気になるのさ。そこまで朝井君と鈴が仲良くなったのは何でかなぁ、って。気になる訳よ！　何かなぁ？　何なのかなぁ？」

「うぐ……！」

「最初は何が始まりだったのかな？　ほら、何かこう、隠かくし事してる女の子の秘密を暴あばいちゃった時って、何か大きなキッカケとか、アクシデント、ってあるよね？　ラブコメの定番っていうかさ。それってこう、何かなぁ？　鈴の本音を出しちゃうような事って……うーん？」

　高たか倉くらさんが微ほほ笑えむ。今度こそ白状してよ。あたしにも教えてよ、と。笑え顔がおで迫せまる。

　た……確かにそういう重たげな事情があったのなら、高倉さんが興味を持つのはよく分かる。俺おれが同じ立場だったら気になるはずだ。

　が、しかし。違ちがう。根本的に、違う。

　だって唐から沢さわが俺に本性を出したのは、高倉さんを俺に取られたくないからだ。たとえ本音を出して俺が迷めい惑わくを被こうむったって、あいつからすれば俺は所しよ詮せん恋こい敵がたき。どうなろうと知った事ではないのである。

　高倉さんの言う仲良しも、彼かの女じよに喜んで貰もらう為ための協力であり。あくまで一時的なもの。

　そこを、唐沢に素敵な友達が出来た！　とキラキラした目で見られても……

「やっぱり秘密？」

「……す、すいません。正直、今はその……言えないかな、っていうか……」

「そっかぁ。よっぽどの何かなんだね、きっと。うむ。まあそういうのは大事にするもんだよ」

「そう、ですね……よっぽどの。ええ……」

　俺の返事に、高倉さんが溜ため息いきを吐はく。でもすぐに気を取り直し。

「うん。まあいいや。って事で朝井君。ほんと、鈴の事、よろしくね？」

「え、えーと……ですからそれは」

「お願いだよ。絶対。仲良くしてあげてね？　――お願い」

　最後の一言だけ、高倉さんの声がマジだった。

「はい……」

　気き迫はくに押おし切られてしまった俺の隣となりで、高倉さんがにっと笑い。そこにようやく集団から解放されたのか、唐沢が戻もどってきた。

「お待たせしました。……申し訳ありません」

　唐沢は俺達に会え釈しやくをしつつ、早さつ速そくとばかりに俺の横、つまり高倉さんとの間をわざわざ邪じや魔まするような位置に座り、

「二人で何勝手に話してんの、あんたは……！」

　ちくりと文句。が、咄とつ嗟さには言い返せなかった。

「おかえり、鈴すずっち！」

　高たか倉くらさんが、早さつ速そく唐から沢さわにおかえりのむぎゅー。それが嬉うれしいのか、唐沢も慌あわてつつも高倉さんの腕うでを握にぎり、はにかむような含ふくみ笑い。首筋に絡からんだ彼かの女じよの腕をきゅっと掴つかむ。

　その様子を見て……そうか、と思った。

　今なら、唐沢の気持ちも分かる気がする。

　唐沢からすれば、高倉さんは自分を助けてくれた大切な友達なのだ。お嬢じよう様のフリをしていた自分を見て、一生懸けん命めい支えてくれて。唐沢のために父親と面と向かって喧けん嘩かをし、草くさ地じ一いちまで連れて来てくれた。唐沢にとって高倉さんとは、まさに一番気を許せる大切な友達であり、恩人であり、希望の星であり――

　唐沢の……好きな人。

　これだけされれば、そりゃあ女の子でもお構かまいなしに惚ほれても全然……ガチ百ゆ合りになったって、別に変だとは思わない。

「にしても鈴は大変だね、いつも。あんなに囲まれて」

「いえ……慣なれてますから。でも私は、本当は高倉さんの隣となりが一番ですよ？」

　高倉さんの心配に、唐沢がくすくす笑う。周囲の人目を気にしてお嬢様のままだが、微ほほ笑えんだ笑顔は素すの喜び方だった。淡あわく、薄うすい笑みだ。

　そんな高倉さんと、唐沢の二人の間に俺おれが入ろうとすれば、そりゃあ、唐沢だって……

「あれ……？」

　ふと、気づく。

　……唐沢が俺の邪じや魔まをするのは、高倉さんを取られたくないため。高倉さんは大親友で、恩人で、唐沢にとってみれば唯ゆい一いつ心を許せる人。

　その高倉さんを巡めぐって、俺と唐沢は争って。俺は……唐沢を、倒たおそうとしている。

　でも。もし俺が本当に唐沢を打ち倒し、高倉さんに告白して。それがもし上う手まくいったら。

　唐沢は失しつ恋れんして……そしたら。

　今度は誰だれに、本音を知って貰もらうんだ？

　唐沢と高倉さんは友達だから大だい丈じよう夫ぶ？　でも友達のままで問題無いと思うなら、ああも俺と大喧嘩なんてする筈はずが無い。それに、唐沢の気持ちは本物だ。それは俺が一番よく知っている。

　考えすぎか？　でも俺が高倉さんに告白する、っていう事は、

　唐沢の、唯ゆい一いつ無む二にの友人を奪うばってしまうっていう意味でも……

　違ちがうよな？　違うはず、だよな？

　まあ、唐沢の友達だからって、告白したらいけない訳じゃない。それによく考えれば唐沢がどうなったって、別に俺おれの知った事じゃないのだ。唐から沢さわだって本当に一人ぼっちになる訳でも……

　――どうせあたしは、また一人ぼっちにされるんだから。

　それは誰だれの台詞せりふだったか。考えすぎだ。そう否定し、唐沢を見る。

　もちろん唐沢に俺の想像など伝わる筈はずもなく。あいつは高たか倉くらさんの腕うでを掴つかんだ後、すぐ気を取り直して俺に見せつけようとニヤニヤした。実に唐沢らしく強気な態度。でも今ひとつ俺が上う手まく反応出来ず、唐沢が首を傾かしげる。その疑問の瞳ひとみに刺さされながら、思う。

　……なあ唐沢。俺とお前は、何も考えず昨日みたいに。馬ば鹿かみたいに喧けん嘩かして、いいんだよな？
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　親しん睦ぼく会かいといっても一いつ泊ぱく二日で丸々と劇や宴えん会かいでドンチャン騒さわぐ訳ではなく、一応ながら研修として高校生活の基き礎そ基本を学ぶ講義がある。……と話はしたが、ぶっちゃけそんなのは誰も聞かないものである。という事で俺は講義の間も軽く一休みさせてもらい、気力を再さい充じゆう電でんさせてもらった。それから改めて、ホテルの玄げん関かんへと移動。その途と中ちゆう、

「にしても……でかいよな、ここ」

　呟つぶやく。山中に建てられた温泉が売りのホテルだが、それ以外にもプール、体育館、宴会場と高校生の俺からすれば何でもアリだ。ちなみに先ほどまで講義を受けていた小さな講堂もホテルの裏手にあるもので、全体像の大きさが窺うかがえる。……それとも、これ位の建物は全国何処どこにでもあるんだろうか。

　ホテルは草くさ地じ一いち高校で大部分が貸し切りらしく、全員でアリのようにぞろぞろと歩いてエレベーターから各部屋へ。さすがに高倉さんとは同じ部屋に泊とまれず別行動、という事でむさくるしい男子部屋に行くと、大だい地ちをはじめとする男子生徒達に迫せまられた。

「なあ朝あさ井い。お前、唐沢様と結局どういう関係なんだ？」

「……あん？」

「いや、お前が唐沢様と、ってのは何となくノリで邪じや魔ましてるけど実際どうよ？　唐沢様に聞いても、こう、ちょっと曖あい昧まいな所があって……いや、あれは言いにくいだけか？　やっぱり朝井はストーカーで……」

　……まあ、確かに唐沢も答えにくいだろうな。敵です、とお嬢じよう様で明言する訳にもいかんし。

　ご想像にお任まかせする。そう答えて宿しゆく泊はく部屋を後にし、とりあえず他の男子と共に風ふ呂ろへ。露ろ天てん風呂ではあったが当然ながら女子側とは大きな岩に阻はばまれており、男のロマンを実行しようとした猛も者さ達は軽く跳はね返されて終しゆう了りようした。現実は女風呂を覗のぞけるほど甘あまくないらしい。

　その風ふ呂ろが終わって浴衣ゆかたに着き替がえ、親へのお土産みやげでも考えつつ一階ロビーを回る。それから少々風に当たろうと思い、ロビーから日本庭園風の中庭へ。

　中庭には春らしく綺き麗れいな夜桜が咲き、僅わずかな風に乗ってぱらぱらと落ちていた。その光景に見み惚とれつつ、視線を落とし――

「……う」

　息を、呑のんだ。

　傍そばのベンチに唐から沢さわが一人で腰掛け、気持ち良さそうに風に身をゆだねていた。

　湯上がり直後なのか顔が多少ほてっており、少し赤い。長い髪かみは後ろでまとめているものの、艶つややかな輝かがやきは相変わらず。着き込こんだ浴衣が周囲の和風な景色と見事にマッチし、ほんわりとした空気を醸かもし出していた。見ているだけで、寝ね息いきすら聞こえそうな……そんな、感じだ。

「ん……」

　俺おれの気配に感づいてか、唐沢が瞼まぶたを開く。薄うすい瞳ひとみで俺の姿を確認し、

「……あ、ご、ごめんなさい！　風が、気持ちよかったもので、つい……」

　と最初は顔を赤くしつつ上品な声をあげる唐沢。だがそこに居るのが俺だと気づき、俺の背後に少しだけ気を配ってから「朝あさ井いか……」と息を吐はいた。よく見ると、唐沢が僅かに緊きん張ちようしてる様子が見て取れる。……今まで気づかなかったが、お嬢じよう様の時はいつも気を使ってるのかもしれない。

「……あんたも涼すずむ？」

「あ、ああ」

　誘さそわれて、隣となりに座る。……なんか、随ずい分ぶんやりにくい。

　唐沢は中庭にある溜ため池いけを、遠目でじっと見つめていた。月明かりが反射し、その中を鯉こいか何かが泳いでいた。

「ねえ朝井。出し物会、どうする？」

「……ん？」

「一応、バイオリンは持ってきたけど……まだきちんとは決めてないのよね。テンポのいい曲なら幾いくつかあるし、あとはあんた次第だけど……どうする？」

「あ、ああ。えーと……すまん、すっかり忘れてた」

「……あんたねぇ。いつみを喜ばせるんでしょ？　決めてなかったあたしも悪いけど、ちょっとは考えてよ」

「そ、そうだな。悪い。……おぅ」

　慌あわてる俺の前で、唐沢が唇くちびるをへの字にする。鋭するどく睨にらまれたものの、視線を返す気が起きず。なんとなーく視線を逸そらした。

　が、唐沢は何な故ぜか俺を睨んで接近。少し苛いら立だっているようだ。……何だ。何かしたか、俺？

　唐沢が、顔をぐーっと近づけてくる。

「な、何だ、唐から沢さわ。俺おれに惚ほれたか？」

「馬ば鹿か。……っていうか、どうしたのよあんた。さっきから」

「……どうした、って言われても」

　唐沢が目を細める。何だよ。そんなに近づいて見るなよ。俺、何か変か？

　不思議そうに唐沢が頭を斜ななめに傾かたむけ、そのまま右手を挙あげる。そして、ひゅっと俺の顔面目め掛がけて軽くパンチ。「おぅ……！」と思わず目を瞑つぶったが、寸止めで終わった。でも、まだ唐沢は不満そうに。

「ねえ。もうちょっと言い返したらどうなの」

「はぁ？」

「お昼の時から大人おとなしいのよ、あんた。あたしがあの後バスでいつみと仲良く喋しやべってた時も、全然反応しないし。……今もよ。いつみを喜ばせるって言ってるのに、何で反応しないわけ」

　唐沢が両手を挙げて溜ため息いき。そのまま挑ちよう発はつするように、ふいっと背を向けて。

「……ま、あたしとしては、あんたがそうやって大人しくしてる間に、いつみをゲットして万ばん々ばん歳ざい、だからいいんだけどね別に」

「う……そ、そんなに上う手まくは行かせねー、けど……」

　何とか言い返す。が、駄だ目めだ。調子が出ない。

　その鈍にぶさが唐沢には気に入らないらしく。

「あんた本当、熱でもあるんじゃないの？　邪じや念ねんがあるとか」

「何だよ、邪念、って」

「いつみの事、好きなんでしょ？」

「お、おぅ。そりゃあ……もちろん」

「もちろん、って。それよ、それ。……普ふ段だんのあんたならもっとこう、当たり前だろ、って言い返してくるのに。何よ、その気のない返事」

「うっ」

　確かにそうだ。実にらしくない。どうした、俺。本来の強気で前向きすぎる紳しん士しの俺。

　……ま、本当はな。自分でも分かってるさ。唐沢の言う、邪念、の心当たりも。

　ただちょっと……どうしたらいいか分からない、っていうか。俺は確かに高たか倉くらさんが好きで、唐沢を出し抜ぬいて告白したい、とは思ってる。でも……別に唐沢を一人ぼっちにしたい訳ではない。他人を不幸にしてまでのし上がるような事は、俺はちょっと。

　もちろん俺の妄もう想そうで、唐沢は全然そんなこと気にも留とめてないかもしれない。でも――

「ねえ朝あさ井い。……当ててあげようか、あんたの考えてる事」

「あん？　俺の考えてる事？」

「あんた、いつみに何か聞いたでしょ」

「うっ……！」

　何な故ぜだ。鋭するどいなお前。っていうか、もしかして俺おれが分かりやすすぎる、のか？

　さっき考えてた事が、顔に出ていたとか……

「あんたホント、分かりやすい反応するわよね。……なんていうか騙だます気も無くなるわ」

「……悪かったな分かりやすくて。根が素直なんだよ、俺は」

「そ。で、何聞いたの？」

「……ああ。まあ、その」

「あたしの昔話？」

「何でそこまで分かるんだよお前は！」

「いや、今のはちょっと、カマかけたんだけど。本当にそうだったの？」

　ぬああっ、俺の馬ば鹿か！　っていうかこいつ腹立つな本当に！

　……ま、まあいいか。どうせ遠まわしに聞いてみよう、とは思ってた所だ。

「まあ、そうだよ。ちょっとその、高たか倉くらさんからお前との話聞いて……色々考えてたんだよ」

「ふぅん。何を？」

「……まあ、なんだ。家の事情を色々とな」

　適当に答える。だが唐から沢さわには十分伝わったようで「そう」と小声で答えた。そのままじっと、ロビーの方に視線を移す。中庭からガラス越しに見たホテルのロビーは、今はあまり人ひと気けが無く。随ずい分ぶんひっそりとした感じだ。草くさ地じ一いち高の生徒が見当たらないから、だろうか。

　曖あい昧まいな形で返事をしたが、唐沢はそれで納得したらしく。小さく頷うなずいた後、足元の小石を拾って投げ飛ばした。ぽちゃん、と溜ため池いけの水面を揺ゆらす。

「……まあ、ね。高校に入る前の話よ」

　口数少なく、唐沢が返事。そこでベンチから立ち上がり、俺に視線を送ってからとぼとぼと歩き出した。俺も、その背中を追いかけた。

　中庭の奥おくは露ろ天てん風ぶ呂ろ近くまで繋つながっているようで、進むにつれて水の流れが聞こえてくる。お風呂に入る男子の笑い声が微かすかに響ひびくが、何を話してるかまでは分からない。

「……いつみがね。あたしに、気付いてくれたのよ。無理にお嬢じよう様してるんだ、って。それで、あたしの手を取ってくれて。色々話して……その原因が、あたしのお父とう様にあるって知って。あたしのお父様に、訴うつたえてくれたのよ。……鈴すずの幸せは、鈴が決める。あんたの押おしつけなんて必要無い、って。もちろんお父様も言い返したけど、いつみは一歩も引かなくてさ」

　歩きながら、その時の事を思い出したのか。唐沢が淡あわい笑えみを浮うかべ、自分の身体からだをそっと抱だきしめた。

「結局、話し合いは喧けん嘩か別れに終わって、その後も色々あって今あたしはここに居るけど……でも話し合いの結果なんて、本当はどうでも良かったの。あたしはただ、いつみがあたしの為ために、そうやって頑がん張ばってくれたことが……すっごく、嬉うれしかった」

　……思い出すだけで、幸せになれる。そう言わん勢いで、唐沢が笑う。

　なんだよ。お前ってお嬢じよう様風じゃなくても、そんなに綺き麗れいに笑えたんだな。……高たか倉くらさんの事でなら。

「だから……お前は高倉さんの事が、好き、なんだな？」

「……うん」

　こくり、と頷うなずく唐から沢さわ。

「本当は、女の子がこんな事言ってもいいのかな、とか思ったり。いつみを何か別の……昔の何かと、ダブらせてるんじゃないかとか。……色々悩なやみもあるんだけどさ。でも、いつみに離はなれて欲しくない、っていう気持ちは本物だと、あたしは思う。……冗じよう談だんで言ってるけど、ガチ百ゆ合りって結構、社会的にもどうなのかな、とかね」

　きゅっと胸元を握にぎりしめ、唐沢。……もしかすると、こいつの抱かかえているハードルは、俺おれみたいに素直に告白する、なんてものより遥はるかに高い所にあるのだろうか。

「それで、結構色々悩んでさ。高校に入学してからも、告白するか……いつみときちんと話をしようか、とか考えて。でもあたしは女だし、いつみも女だし。……今の関係で、そんな事あたしが言って、変な事になったら……って、思ってたら……不安だし、やっぱり思い止とどまっちゃう所もあって」

「おう。そうだな。分かる」

「うん。でも、そしたら……」

　唐沢が、何な故ぜかそこで足を止めて、ぎろり、と俺を睨にらみ。

「あんたが突とつ然ぜん、湧わいて出てきてラブレター、なんていう馬ば鹿かげた事を……っ！」

「おおっ……！　そこで俺様の登場か！」

　なるほど。俺の登場は、なんというか。物もの凄すごく唐沢的に絶妙だったのか。

　唐沢が高倉さんに助けられて、そんな彼かの女じよに恋をして。

　春休みの間に、自らの百合具合と性格について悩みに悩み。

　そして同じ高校に入学し、いざ告白しようか迷ったその時。

　突とつ如じよ現れる邪じや魔ま者もの、俺！

　なんという空気の読めない男、俺！

「す、すまんかったな唐沢。それは確かに、かなりウザいタイミングだ……！」

「まあ事情を知らないあんたに怒おこるのは、筋すじ違ちがいだとは思うけど」

「おぅ……それは、そう言ってもらえるとまあ、助かるが……」

　そう、まさしく偶ぐう然ぜんだ。そこまで来れば最も早はや、神様の意地悪としか思えない。よりにもよって、このタイミングで唐沢と俺という、相対する二人を高倉さんと出会わせるとは。ったく。

「……神様の奴やつめ。俺の五百円を一体何に使ったんだ？　使えねぇ」

　舌打ちすると、隣となりで唐沢がぷっと笑った。

「なんだよ」

「別に。……でも案外その五百円のお陰かげで、変な縁えんが出来たのかも、って思ったのよ」

「何だそれ」

「独ひとり言ごと。気にしないで」

　言い返すと、唐から沢さわが笑う。意味が分からんが、こいつには何かしら思う所があるのだろう。

　その唐沢が、足を止めて俺おれの方に向き直り。

「ねえ朝あさ井い。もうちょっとだけ、真ま面じ目めな話していい？」

「……おぅ。いいけど。何だ？」

「うん。さっきの話の続き、だけど。いつみに何かしら、あたしの話を聞いた、って所」

「ああ。それが……？」

　聞き返す。その途と端たん、唐沢は足音もなく、俺に一歩近づき――

「その話は、さ。それはそれで、終わりにしない？」

　俺を見つめて、そう答えた。

　……暗くら闇やみの中でも、まっすぐに見定める唐沢の視線。中庭に灯ともる淡あわいランプに照らされた唐沢の顔は、至し極ごく真面目で。綺き麗れいなまつげがぴん、と立っている。

　唐沢の口が、ゆっくり動く。

「確かに、あたしは以前、いつみに助けられた。その時色々あったりしたし、今でもその事は感謝してる。でも……それはあくまで、それで終わり。今の話も、一度だけ。もうしない。第一、あんたには関係無い。……だから、さ。今の話や、あたしの昔の話を聞いて……その、なんて言うのかしら。変に気を使う、っていうのは無しにしない？」

　……俺の顔を、真正面から見つめて。唐沢が、そう言い切る。

　遠くでぽちゃん、と水の跳はねる音がした。

　唐沢は凛りんとした顔で俺を見つめ、挑ちよう発はつめいた笑えみを浮うかべた。

「いい？　あたしとあんたは敵同士。高たか倉くらいつみに恋こいする敵。だったら普ふ通つう、あたしの心配とか、あたしに遠えん慮りよとかは一切、しないはずでしょ？」

「……遠慮？」

「そう。あのね？　あんたってこう、馬ば鹿かなくせに変な所でお人ひと好よしだったりするでしょ？　恋こい敵がたきのくせに、妙みようにあたしの心配したり。昨日の夜だって……実はあんまり覚えてないんだけど、あたしなんとなーく、あんたに励はげまされた気がするし……」

　唐沢が、ちょっと顔を赤くしつつ言う。って、覚えてないのかよお前。

「でも、さ。あたしは……自分のそういう、不幸チックな所につけ込こんで、とか。そういう部分を見せてどうこう、っていうのはしたくないし、あたしが気に入らないのよ。本当に、純じゆん粋すいにいつみの事を好きになって、いつみ自身にあたしや、あんたの事を知って貰もらうなり何なりして。そのうえで……きちっと。正々堂々、やりたい」

　一度、そこで唐沢が言葉をしぼませて。小さな声で。

「あたしも、その方が……のしい、と思うから」

　最後の言葉が、よく聞き取れない。

「だから、いつみの件に限っては正々堂々やりましょ？　でないと、あんたもあたしも、もやもやする。あたしも、あんたの同情誘さそって、とか。そういうのは……嫌いやだからさ」

　そこまで言って、唐から沢さわが笑う。

　……その時に、唐沢が見せた顔は。本当に、清すが々すがしい程ほどの笑え顔がおだった。

　勿もち論ろんそれは、普ふ段だん高たか倉くらさんが持つ可愛かわいらしさとか。そういうものとは全然、全く質が違ちがう、のだけれども。何というか、こう。人として、と言うべきか。

　実にストレートで率直な、まぶしさを持つ笑顔だった。

　敵てきと認めたからには真正面から挑いどみ、対決する。しかも相手が妙みような心配をするようだったら、わざわざ気にして発はつ破ぱをかける。その清々しさを、こうも前面に。しかも恋敵に向かって表明する。

　それは、ある意味では馬ば鹿か代表。だけど。

　……それって。実は、凄すごい事なんじゃないか？

　唐沢が首を傾かしげ「？」と眉まゆをひそめる。

「どしたの。ぼーっとして」

「え？　あ、いや。何でも」
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　いかん。何か、変な事を考えてたような……

　おぅ。そ、そうだな。まあ唐から沢さわが言うなら、ここは素直に認めてもいい。その方が俺おれもやりやすいし。そう、今少し間があったのは、その。

「……まあ、ちょっと感心してたんだよ。お前の男らしさにな」

「あたし一応、女の子なんだけど」

「どっちでもいいだろ。細かいことは気にするな」

「よくないわよ。……まあ、あたし自分が男の子だったらなぁ、って思った事はあるけど」

　唐沢が怒る。その様子に思わず吹ふいた。本当にありそうで困る。ガチ百ゆ合りでも悩なやまんしな。

「笑わないでよ、馬ば鹿か」

「おぅ、すまん」

　そうだな。笑う所じゃ無いな。でも、つい面おも白しろくて。

　っていうか、お前って。本当……

　変な奴やつ。

「なあ唐沢」

「ん？」

　声をかけつつ、小さくもう一度笑ってから。俺も唐沢を見つめて、

「俺――言っとくけど、お前に高たか倉くらさん渡わたしたりしないからな」

　きっちりと、そう言い返した。

　唐沢がそう望むのなら、俺だって受けてやるぜ。この場できっちり、言い返す。

　一いつ般ぱん的てきな恋こいの形や、恋敵がたきがどうやって勝負をつけるのか俺は知らない。人によっては甘あまい言葉を囁ささやいたり、相手を蹴け落おとそうとしたり色々方法があるんだろう。でも、これが俺達のやり方だ。

　可愛かわいい高倉さんに告白するため。真正面から、お前を倒たおす！

　俺の台詞せりふを、唐沢ももちろん意図を理解し、唇くちびるを綻ほころばせる。それから、軽く。

「ま、容よう赦しやも遠えん慮りよもなくても、あんたはあたしに勝てないけどね」

「……言ったな？　後こう悔かいすんなよ？」

「しないわよ。負けないもの」

「けっ。言ってろバーカ」

　いつものように言い返し、唐沢もそれに応じて、ふん、と鼻で笑いやがった。

　それは実に、可愛くない。正直、全然可愛くない。全然可愛くないが――格好いい。

　そういう奴なんだ、きっとこいつは。

　小さく溜ため息いき。唐沢がそこで何となく茶化すように両手を挙あげて、あーあ、と馬鹿っぽく言った。真ま面じ目めはここまで、あとはおふざけ。はいはい、真面目にしましたね、みたいな。

　その方が俺も楽だ。今の話は、これでお仕し舞まい。

　ふぅ、と唐から沢さわが一息。そのまま軽く手を挙あげて。もう一度、俺おれを茶化そうと口を開き。

「でもね、朝あさ井い。あたし、意外とあんたのそういうところ、気――」

　そう、何か言いかけた所で。

　唐沢の浴衣ゆかたの袂たもとから、うるさい携けい帯たい音おんが鳴り始めた。
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　けたたましい電話の音が、俺達の間に流れていく。思わず溜ため息いきを吐はいて、空を見上げた。

　……ちょっと良い感じだったのに、と思ったが。まあ電話なら仕方が無い。

　ピリリリリ。

　ピリリリリ。

　……？

「電話、鳴ってるぞ」

　唐沢に話を振ふると、あいつは何な故ぜか携帯を手にしたまま硬こう直ちよくしていた。その顔は僅わずかに青ざめ、震ふるえる手で携帯を凝ぎよう視ししている……って、どうした？

「唐沢。電話、鳴ってるぞ？」

「え？　あ、う、うん」

　声をかけると、唐沢は慌あわてて「ん、ん……」と喉のどを鳴らし、もう十回ぐらい鳴り続くコールをようやく拾った。流れるような動作で耳元に当てつつ、一度瞼まぶたを閉じ。

　静かに開いた時にはもう、綺き麗れいな笑え顔がおを整えていた。

「はい。……こんばんは、お父とう様」

　抑よく揚ようの無い感じで、切り出す。直後、びくっ、と頬ほおを引きつらせた。

　――お父様？

「ご、ごめんなさい……はい。はい……ちょっと、席を外はずしていたもので」

　唐沢が電話越しに頭を下げる。にわかに信じがたいが、あの唐沢が、だ。

　彼かの女じよは完かん璧ぺきなお嬢じよう様モードのまま電話に集中。はい、はい、と丁てい寧ねいに頷うなずきながら中庭の合間をうろうろした。落ち着き無くサンダルの音が響ひびき、なんともせわしない。

　……まあ、邪じや魔まするのも悪いか。そう思って唐沢に背中を向け――

「……朝あさ井い、さん？」

　何故か、俺の名前が聞こえた。

　振ふり返る。

　唐沢は携帯に手を当てたまま、俺の顔を見つめていた。

　その時の唐沢は、何故か酷ひどく呆ぼう然ぜんとしていて。泣きそうな感じに口元をへの字に曲げて、ただぼんやりと俺を見て。でも、すぐに「あ……」と声を上げて。

　小さく、笑った。

　物もの凄すごく引っかかる笑い方だった。

　唐から沢さわが背を向ける。

　小声で話し込こむ声はもう聞こえず、見えるのは僅わずかに背をかがめた唐沢と、春風に揺ゆられてガサガサと音を鳴らす木々。それと、唐沢の傍そばで揺れる水面だけ。

　……今のは、何だ？

　ゆっくりと、唐沢が通話を切った。携けい帯たいを閉じ、袂たもとに戻もどす。

　声をかけた方がいいだろうか。心配は要いらないと言われたが、それは俺おれ達の勝負の話。それ以外では、別に、な。

「どうした、唐沢。お前、また何か言われ」

「ひゃっ」

　声をかけた瞬しゆん間かん、唐沢がバランスを崩くずしてそのまま池に――

「危なっ」

　危あやうくぎりぎりの所で袖そでを掴つかみ、手前に引っ張る。危ない。

「……ったく、お前ってこう、なんか時々ドジで――」

　思わず言い返しつつ唐沢を見ると。唐沢がぴくん、と眉まゆ根ねを上げた。

　どうした。何だ。

　……そんなに、俺をじーっと見て。

「唐沢。おい、唐沢？」

　目の前で手を振ふる。唐沢が意識を取り戻もどし、その口元をぎりっと噛かみしめ、

「……だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶよ。あたしは、絶対負けないんだから……！」

　首をぶんぶん振る。先さき程ほどの表情は風のように一瞬で消え、唐沢が俺の身体からだから手を離はなした。

　もう一度見た時には、もう普ふ通つうの唐沢。

　でも……今のは？

「おい、唐沢。何だ今の」

「何でも無いわよ」

「……何でもなくはねーだろ」

「……まあ、うん」

　詰つめ寄ると、頷うなずく唐沢。そのまま静かに立ち上がり、一息ついて。右手でその長い髪かみをかき上げ、猫ねこのように視線を細めて俺を見た。そして、

「ねえ朝あさ井い」

「あん？」

「今さっき……あたしとあんたで正々堂々と勝負する、って言ったわよね？」

「お、おぅ。それが？」

　何だ突とつ然ぜん。そう思いながら唐から沢さわに聞き返すと、唐沢はきつく俺おれを睨にらみ返し。

「だったらさ。その言葉通り、一度……あたしと、本気で勝負しない？」

　鋭するどく、俺に向かって言い切った。

　……かさかさと、木々が揺ゆれる。夜桜の花びらが一枚、俺達の足元に落ちていく。








　―― 幕間　三 ――





　サッカー禁止。ゲーム禁止。友達と遊ぶのも、相手を選ぶ。男の子は全部禁止。お嬢じよう様は、そんな風に暴あばれません。

　勉強は一日四時間以上。時間の合間に習い事。ピアノ、バイオリン、茶道その他いろいろと。

　――なんて楽しくない毎日。




「ねえ、まっちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？　……サッカー、しよう？」

　学校に行くと、遠とお野のちゃんがあたしの事を誘さそってくれる。突とつ然ぜん大人おとなしくなったあたしを、遠野ちゃんは懸けん命めいに誘ってくれた。

　小学生なんて飽あきっぽいもの。もう他の子はあたしがお嬢様になったものだと信じて誘おうともしない。でも彼かの女じよだけは今でも根気強く、何度もあたしに声をかけてくれる。

　そのことは。本当は、凄すごく嬉うれしい。

　……でも。

　今のあたしは、もう町まち本もとじゃない。唐から沢さわという、大きな大きな家の人。

「……ごめんね、遠野ちゃん。あたし、出来ない」

「おうちが変わったから？　お嬢様だから？」

　そう言われると、上う手まく返事すら出来ない。

　別にあたしは、お嬢様になんて拘こだわってない。そんなものは、気にしてない。

　あたしが気にしてるのは、ただ一つ。

「……友達と遊ぶとね。お父とう様に、怒おこられるの」

　あたしのお父様。唐沢家の父親。あの人は……あたしに、色々と押おし付けてくる。

　もちろん、あたしだって負けはしない。あたしは町本鈴すず。その事は、ずっと心に誓ちかってる。

　でもやっぱり、ただの小学生が逆さからうなんて限界があって。あたしは一人じゃ生きられないし、大人に逆らう術すべも知らない。どうすればいいか分からない。だから、ここに居るしかない。

　……でも。こうして、遠野ちゃんとも遊べない。大人しく縮ちぢこまってるしか出来ない。

　人形のように過ごしているなんて。あたしには。

「お父さんなんて気にしなくて大丈夫だって！」

「……でも、遠野ちゃん」

「だって、お父さんなんでしょ？　そんなのおかしいよ！」

　遠野ちゃんが言い切った。彼女の話によると、普ふ通つうの『お父さん』は、そういう事をしないらしい。あたしには今まで父親が居なかったし、あたしの全すべてはお母かあさんだったから今ひとつ……よく分からないけれど。

「大だい丈じよう夫ぶ！　遊ぼうよまっちゃん！　っていうか、遊ばないと子供は死んじゃうんだよ！」

　遠とお野のちゃんが変なことを口にする。でも本当に、もう部屋の中に閉とじこもるのは嫌いやだ。誘さそわれるなら、すぐに飛んででも行きたい。

　でも。でも、でも……また怒おこられるのは怖こわいし、それに――

「あの……そういう事は、止やめてください」

　遠野ちゃんが言いかけた所で、横から邪じや魔まが入った。

「お嬢じよう様に、さわらないで下さい、って。主あるじ様から言われてますから……」

　そう言ってあたしの目の前に立つのは、少し身長の高い女の子。あたしが唐から沢さわ家に入った後に、召めし使つかいとしてつけられた、冬ふゆ野のさんという女の子。

　でも本当は、彼かの女じよは召し使いなんかじゃないと思う。この人は、あたしの見張り役。あたしが変な事をしないか。唐沢家にふさわしいか。多分、きちっと目を光らせている。

　だからあたしは、この人も……本当は、あんまり好きじゃない。

「何よ、あんた。邪魔！　どいてよ！」

「いけません。そういう事を言う人は、近づけては駄だ目め、と……」

「うるさい！　まっちゃんが泣いてるのに放っておけないよ！」

　遠野ちゃんが冬野さんに言い返した瞬しゆん間かん、びくっ、と彼女が震ふるえる。でも……と言い返しかけた冬野さんを押おしのけ、遠野ちゃんがあたしの腕うでを掴つかんだ。

「大丈夫だって、まっちゃん。あたしね？　そんなまっちゃんの顔、見たくない！」

「……遠野ちゃん」

「まっちゃんはいつだって笑ってるんだもん！　だから、遊ぼ！」

　力強く、彼女が引っ張る。たじろいだ冬野さんを睨にらみつけ、あたしをぐっと立ち上がらせた。みんな本当は待ってるよ、と。まっちゃんに声かけ辛づらくなっただけで、本当はみんな遊びたい。いつでも待ってる。すぐに来て。

「……本当？」

「もち！　大丈夫だって。もし何かあったら、あたしが守るよ！」

　拳こぶしを握にぎる遠野ちゃん。そして、笑え顔がおで。

「ね？」

「う、うん……」

　その誘いに、あたしはおどおどしながら頷うなずいて。そのまま、彼女の手を握り締しめた。

　――あたしの名前は、町まち本もと鈴すず。唐沢家の言いなりなんか、絶対、イヤ！






　―― 第四章 ――
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　出し物会の会場裏に、ざわざわと生徒達の声が響ひびいてくる。俺おれは前のクラスの出し物が終わるのを待ちつつ、浴衣ゆかた姿のままプラスチック椅い子すに腰こし掛かけていた。舞ぶ台たい裏うらは物置代わりに使用されているのか、中ちゆう途と半はん端ぱにぶら下げられた黒カーテンが地面にぶらーんと垂たれている。表舞台の華はなやかさとは裏腹に、あまり整理されてないのかもしれない。

「うーん……」

　椅子に座りつつ、腕うで組ぐみ。それから少し、考えた。

　――唐から沢さわの言う、勝負。その中身は実にシンプルなものだ。

　今から行う舞台の上で、真ん中に高たか倉くらさんを置いて、二人で対決。

　一応は皆みなを楽しませる出し物を兼かねてなので、高倉さんにお姫ひめ様の衣装を着せ、その高倉姫を巡めぐって朝あさ井い王子と唐沢王子が激げき突とつする。そういうストーリー演出はするが……舞台の上で、俺と唐沢がガチ勝負するのは変わらない。

　どちらが勝つか、決めてないのだ。本気の全力で唐沢と真まっ向こう勝負。

　手段は問わず。ただし、正々堂々挑いどむこと。それを――舞台の上で。

　……唐沢の発案だ。

「勝負。唐沢と、勝負か……」

　呟つぶやいてはみるものの、特に悩なやむことは無い。正々堂々だの何だの言ったが、結局のところ俺達は敵同士。いつかは必ず、勝負する時が来る。それが例たとえば今日であっても、俺的にはなんら問題無い。むしろ高倉さんにスムーズに告白出来る日が近づき、喜ぶべき事なのだ。

　ただ……何だろう。何て言うか。そう、いきなりのことでびっくりした、というか。

　もちろん、勝負を挑まれれば受けて立つさ。俺と唐沢は敵同士。会えば、戦う。

　んだが……何だか。こう、違い和わ感かんがある、というか……唐沢ときちっと勝負をつけるなら、もうちょっと選ばれた場所があるだろう、とも思うような……

「ええい、よく分からん」

　もやもやする気持ちを吹ふき飛ばし、唐沢に渡わたされた衣装を掴つかむ。唐沢と冬ふゆ野のさんが予あらかじめ用意していた王子様風の衣装だ。ちなみに元々はバイオリン＆ダンス作戦用にと準備していた物らしい。幾いくつか持ってきたうちの一つで、偶ぐう然ぜん流用出来た奴やつだった。

　まずは浴衣を脱ぬぎ捨てパンツ一枚に。それから王子服の上を、

「ねえ朝あさ井い」

　と、そこに唐から沢さわが入ってきた。

　唐沢は勇ましいお嬢じよう様風をイメージしたのか、ドレス等などでは無く鎖くさり帷かた子びらのような戦せん闘とう衣装。その右手には片手剣けんを握にぎり、無む駄だに綺き麗れいで、よく似合っていた。ちょっと勇者っぽい姿。

　しかし、対する俺おれはパンツ一枚！

　いや、これもある意味勇者であろう。今の俺を超こえる男が居るなら出てくるがいい！

　って、何を考えてるんだ俺は……！

「っ……くあ……！」

　唐沢が意味不明な呟つぶやきを漏もらし、顔を真っ赤にして離り脱だつ。対する俺も、

「す、すまん！」

　と答え慌あわてて着き替がえ、準備が整った頃ころに唐沢が戻もどってきた。唐沢はまだ少々顔色が赤く、今にもはじけそうな程ほど。動どう揺ようを落ち着けるよう袖そでで顔をぬぐい、改めて俺を見る。

「……ち、ちょっと出鼻を……っていうか、正直かなりくじかれたけど。朝井。さっきのあたしの言葉、覚えてる？」

　改めて問われて、おぅ……と頷うなずく。確かに雰ふん囲い気き台無しだが、覚えてるぜ。

　さっきの話の後。こう、唐沢が言い切った。

　全力で、勝負をしよう。

　しかも――この、舞ぶ台たいの上で。

「……なあ、さっきの言葉、本気……だよな？」

　何となく聞き返す。

「そうよ。あたしは、本気。……いつかは、勝負を決めないと駄目なんだもの」

「それはまあ……そうだが」

「大体、あんたとあたしがこんな風に仲良くしてる事自体、変なのよ」

　唐沢が腰に携たずさえた玩具おもちやの片手剣に、手を当てる。

「正々堂々。それは、あんたとあたしの間で決めたルールよ。だけど、だからって仲良くしたい訳じゃ無い。……昨日の準備だって、あくまでいつみを喜ばせようと思っただけでしょ？　あんたと楽しく親しん睦ぼく会かいとか、そういうのじゃないのよ」

「そりゃあ、そうだけど……」

「だったらグダグダ言ってないで、あたしの勝負を受けなさい」

「……いや、でも」

「勘かん違ちがいしないで。――あんたは、あたしの敵。そうでしょう？」

　唐沢が右手で剣を引き抜き、その先せん端たんをぴたりと俺に向けた。玩具の剣が顔面に迫せまり、ピリピリと殺気が伝わってくる。

　……そこまで言い切られてしまうと、俺には反論する余地が無い。

　事実、その通りなのだ。俺おれと唐から沢さわは友達じゃない。可愛かわいい高たか倉くらさんを巡めぐって火花を散らす恋こい敵がたき。一種の奇き怪かいな連帯感こそあったものの、その根本は何一つ変わらない。

　唐沢の言っていることは、全すべて正しい。

「手加減は無しよ。そんな事したらあたし、あんたを恨うらむから」

　そう答え。唐沢が、訝いぶかしむ俺の前で一言、小さく。

「あんたは……あたしが唯ゆい一いつ、全力を出せる相手なんだからね」

　俺の前で告げた。

　その瞳ひとみに映るのは、俺に対する明確な敵意と。そして、挑ちよう戦せん……だと思う。

　……分かってはいるさ。唐沢は、俺の敵。正々堂々、きちっと勝負をつけるべき相手。

　唐沢がこうして俺に発はつ破ぱをかけるのも……ある意味、当然と言えば当然かもしれない。

　多分あいつは、俺が微び妙みように戸と惑まどってる事に気づいてる。それで、こうしてわざわざ俺の所に挑発に来たのだ。正々堂々、を忠実にこなすために。……らしいと言えば、そうだろう。

「……そうだな。悪かった」

　軽く首を振ふり、余計な事は考えまい、と思った。さっき決めた事だ。俺は唐沢を撃げき墜ついした上できっちり高倉さんに告白する。だって俺は高倉さんのあの可愛い笑え顔がおと元気な所に恋こい焦こがれ、ラブレターも書き、そして……今でも顔を見ると、ドキドキする。

　その気持ちは俺も唐沢も変わらない。対等にしてイーブン。……その同じ想いを抱かかえている者同士として――唐沢と、戦う。

「……おぅ。分かったぜ。お前がそれでいいなら、受けて立つ」

　俺の衣装にも付属していた玩具おもちやの剣けんを引き抜ぬき、唐沢に向ける。玩具といっても竹刀しないの子供みたいな感じで、掴つかむと相応に硬かたい。その切っ先を唐沢に向けると、あいつも薄うすく笑って剣を握にぎり。

　パチン、と互たがいに切っ先をぶつけた。

「勝負よ、朝あさ井い。是ぜ非ひ、本気で」

「おうよ。お前も本気でやるんだろ？　唐沢」

　そう尋たずね、返事を待った所で――背中の方から、何やら戸と棚だなを叩たたくような物音がした。

　振り返ると舞ぶ台たい裏うらの入り口、ドアの付近からガタガタと音が響ひびき「押おすな、馬ば鹿か！」「今いい所なんだから！」と小声で何やら人の気配が。……というか、具体的に言えばうちのクラスっぽい連中の声が。

　……おい。聞こえてるぞ。ったく。

　心の突つっ込こみと同時にドアが壊こわれた。奥おくから大だい地ちを先頭に男女問わず数名ほど雪崩なだれの如ごとく室内に倒たおれ、一番後ろに居た冬ふゆ野のさんがこっそり溜ため息いき。が、連中はそんな彼かの女じよの憂うれいも、そして俺達の雰ふん囲い気きにも当然気付かず、起き上がった大地が早さつ速そく俺に迫せまってきた。そして、

「朝井。お前に一つ聞きたい！」

「あん？」

　首を傾かしげると、大だい地ちが慌あわてて俺おれの耳をぐいと引っ張り、

「いててっ」

「お前は本当の所、唐から沢さわ様の何なんだ？　つーか、仲悪いんだよな？　本当だよな？」

　耳元でごそごそと大地が呟つぶやく。

　仲が悪い、ね。確かに俺と唐沢は敵同士だ。仲が良い訳では無いのも事実。

　……でも。今は、どうだろう。言葉にしにくいんだが、唐沢は案外――

「いや、言わなくても分かるぞ朝あさ井い。英えい子この話を聞いてようやく分かった。お前、唐沢様にアタックしてふられたんだな？　それでお前はこうして唐沢様のストーカーになったんだな？」

　人の話聞けよお前は。何の話だ。誰だれだありもしない尾ひれをつけたのは。

「あの、唐沢様！　今日の出し物は、一体何を……？」

　騒さわがしい大地の隣となりで、これまた複数の女子が唐沢に迫せまる。もちろん唐沢は既すでにお嬢じよう様モードへ戻もどり、皆みなににっこりと微ほほ笑えみ、

「ええ。私、朝井さんと一勝負する事になりました」

「……勝負？」

「はい。舞ぶ台たいの上で彼かれと少々。……決着をつけなければ、ならない事がありますので」

　唐沢が勝負を公言。って、言っていいのか？　お嬢様なのに？

　いや、それとも……俺に対して手加減をしたくないから、あえて言ったのか。お嬢様かぶりを捨ててでも勝負に挑いどむという、唐沢の意い気き込ごみと覚かく悟ごなのか。

「天てん誅ちゆうをかますんですね！　普ふ段だんの不届きな彼の行こう為いを、ついに唐沢様自身が裁さばく！」

　だから話を聞けよお前らは。と内心突つっ込む俺の目の前で、唐沢がこちらを向いた。その顔つきはやんわりとした笑顔ながら、しかし俺を見み据すえた一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみにちりりと炎ほのおが灯ともる。

　――本気だ。周まわりはともかく、唐沢自身はそのお嬢様ぶりを捨てても構かまわない、と言わん勢いで挑いどんでくる。……あいつが、来る。

「では、また後のちほど」

　唐沢が背を向け、舞台裏から颯さつ爽そうと去る。その後ろ姿を「唐沢様、王子様風味も素敵！」だの何だのキャーキャー言いながら女子が追い、一部男子も「天誅なら許す！　死んで来い朝井」とか言ってようやく俺を解放してくれた。舞台の上では音楽が鳴り止やみ、隣となりのクラスである一―三男子が破れかぶれに行った男ダンス祭りが終しゆう了りよう。会場の空気が熱を帯びる。

　唐沢とは敵同士。何を言おうと――あとはきっちり、やるのみだった。

　それがおそらく、唐沢に対する最大の礼れい儀ぎなのだろう、と俺は思う。
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「さあさあ二組の出し物はぁ、私、高たか倉くらいつみ姫ひめを救う王子様の物語！」

　舞ぶ台たいの上で、お姫様のドレスを着き込こんだ高倉さんが声をあげる。お姫様なのにマイクを持って手をあげ「じゃじゃーん！」と盛り上がる姿は元気いっぱい、相変わらず眩まぶしい姿……！

　ここで雰ふん囲い気きぶち壊こわし、とか言ってはいけない。あれこそが俺おれ達の目指す太陽、高倉さんなのだ。

　白いドレスが舞台の上で元気に跳はね、そのマイクを持った高倉さんがノリノリで語り出す。そのまま「ストーリー解説！」と叫さけび、俺もその美しい姿を凝ぎよう視し。そういえば俺も設定をまだ知らない。俺ってどういう王子様なんだ？

「さあ、簡単なストーリーの中身は……っと。カンペタイムね。ええと……うん。貧困の国に住む貧民王子の朝あさ井い正まさ也やは、遺い産さん目的の為ためにあたし、高倉姫との結婚を画かく策さくしたのであった！　しかし、その悪意ある牙きばからこのあたしを守るべく、立ち上がったのは勇ゆう敢かんなる唐から沢さわ王子！」

　ちょっと待て何だその設定！　明らかに、俺が悪役！

　考えたのは唐沢だな……！

「その二人は城で会う度たび火花を散らし、大切なのは愛か金かと言葉を交まじえ、そしてついに戦いの火ぶたが……！　って、え？　闘たたかうの？　それも愛情？　まいっか、じゃあレッツゴー！」

　手を挙あげて、高倉さんが事前に決めていた入場の合図として片手を振ふる。よし、と玩具おもちやの剣けんと、ついでに即そく席せきで作った盾たてを握にぎりしめ、勢いよく舞台に登った。さあ高倉さん、今から貴女あなたの為に戦います。その勇姿、とくとその目で見ていてください。

　そして、唐沢。お前が望んだ通り、今日こそお前を倒たおす！

「さあ唐沢王子、今日こそお前に引いん導どうを……！」

　そう台詞せりふを呟つぶやき、ぐっと剣を握りしめ、同じく反対側から登ってきた唐沢を睨にらみ。

　ついでに、何な故ぜか一いつ緒しよに出てきた冬ふゆ野のさんと大だい地ちを……って、大地。何故お前までいるんだ？　つーか冬野さんも……って。

　ま、まさか！

「なっ……ま、待てや唐沢！　てめ、一対一じゃねーのかよ！」

「ごめんなさい。私の元に、勝手に義勇軍が集まってしまいまして……それに私、一対一でやるとは一言も言ってませんでしたので……」

　人前のせいか、唐沢はお嬢じよう様モードでやんわりと。が、冬野さんはともかく大地の方は明らかに俺を殺やる気でいやがった。普ふ段だんはやんちゃ顔ともいえる大地が今は極ごく悪あく面づらの犯罪者にしか見えず、その片手にはどこから用意したのか玩具の片手剣まで標準装備。

「くそ、なんて卑ひ怯きような奴やつめ……！」

「……ええと、でも卑ひ怯きよう、というのは朝あさ井いさんもひけを取らないと思うのですが……」

「はあぁ？　俺おれのどこが卑怯だよ」

「いえ、その……盾たてが、大きいような……」

　唐から沢さわが呟つぶやく。何を言う。そんなに大きいことは無いだろう。サイズ的にはそうだな、強しいて言えば機動隊の持つ『ＰＯＬＩＣＥ』とか書かれてるアレぐらいの大きさだ。ちなみに盾といっても要はベニヤ板に少々紐ひもを巻き、取っ手をつけただけの簡素なもの。だが玩具おもちやの剣けん程度は軽く跳はね返せるに違ちがいない。唐沢の身長とリーチを考えれば、俺の圧勝！

　……だ、だって唐沢がまともに勝負する訳ねーし！　だから慌あわてて用意したんだよ！

　そうとも、この程度の準備は俺だって考えた。でも三人がかりはさすがに卑怯すぎる……！

　そう思う俺の隣となりで、観客たちも同じ印象を持ったのか。皆みなで大きく声を荒あららげ、

「その盾卑怯だぞ朝井いいいいいい！」

「帰れえええええええ！」

「ブーイング俺かよ！」

　何な故ぜだ。どう見ても俺が明らかに不利っていうかおかしいだろ！

「な、なんだお前ら！　なんで俺に文句を言う！　つーか普ふ通つうに唐沢の方が卑怯じゃねーか！」

「唐沢様を呼び捨てにしてる時点でお前に人権なんかねーよ！」

　な……なんという、数の暴力！　くそ、唐沢の奴やつ、何でもアリとは思っていたが、まさかの一年生全員VS俺！

「み、みんな朝井君の敵なんだ……」

　高たか倉くらさんが驚おどろく。彼かの女じよだけが唯一真ん中で俺を見つめている。

　だ、大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫だ朝井正まさ也や。高倉さんなら、きっと。この弱よわい者もの虐いじめ的な状じよう況きようを見て間違いなく俺に味方を、

「頑がん張ばれ鈴すずーっ！」

　ずるっと滑すべった。何故だ。何故……っ！

　高倉さんを見ると、彼女も俺に気づき、えへっ、と軽く舌を出して。

「いやぁ、空気は読まないとね！」

　高倉さんが楽しそうに、唐沢の方に寄ってしまった。これは酷ひどい……！

　いやまあ、高倉さんが笑ってる所を見ると、冗じよう談だん半分に違いない。これはあくまで出し物だ。それに高倉さんが笑っている、という事はこの出し物の成功をも意味している。が。

　俺にとっては高倉いつみを巡めぐり、絶対に負けられないというもう一つの意味が！　ここで空気を読んで俺が倒たおされ大団円、なんて絶対認めない……！

「天てん誅ちゆうあらば俺も手伝います唐沢様！　っていうかお前は女の子に囲まれすぎだ！　昼間のモテっぷりごと後こう悔かいさせてやる！」

　大だい地ちが無む駄だにハイテンションなまま俺を見つめ、楽しそうに軽くジャンプ。その様子に唐沢も後ろで「よろしくお願いしますね？」と微ほほ笑えみつつ、俺おれにニヤリ。

　だが負ける訳には。ここで負けたら、俺の高たか倉くらさんが。

　ええい、見てろ。こうなったら、どんな卑ひ怯きような手でも使ってやる……！

　高倉さんが唐から沢さわから距きよ離りをとり、再びマイクを手に。そして、

「さあさあ並び揃そろった役者たち、明らかに一対三ですが皆みな様さまの応おう援えんは唐沢様！　この状じよう況きように唐沢様は何を思うか！　さ、ここで一言是ぜ非ひお願いします！」

「え？」

「さあ鈴すずっち、今こそ朝あさ井い君に対する想いを！」

　高倉さんが突とつ然ぜん唐沢にマイクを向けた。この話は予定に無かったのか、唐沢が面食らう。その様子に「おっ？」と大だい地ちが振ふり向き、「え、ええと」と唐沢がどもり、高倉さんが「さあ鈴っち、今こそ本音を！　鈴っちの朝井君に対する本音の想いを！」とか何とか。そこに、

「不意打ちシールドアタァ――――――――――ック！」

　盾たてを構かまえて俺の突とつ撃げき！

　最初に反応したのは冬ふゆ野のさん。お嬢じよう様！　と唐沢を庇かばって咄とつ嗟さに退たい避ひ。しかし唐沢を見ていて背中丸出しの大地は反応できず、あいつが振り向いた隙すきに、

「俺様を甘あまく見るなあああっ！」

　盾でズドン、と正面から全力で吹ふっ飛ばす。哀あわれ大地の身体からだは「ぐほあっ」とかいかにも雑ざ魚こキャラっぽい声を出しつつ舞ぶ台たい裏うらに撃げき沈ちん。男に手加減は不要！　よし、まずは一人！

「ふっ……」

　さすがは俺。やれば、出来る！

「卑怯だぞ朝井、会話中に攻こう撃げきすんなあああ！」

「黙だまれお前ら！　世の中勝てばいいんだよ勝てば！」

　会場から「帰れ朝井空気読めー！」と文句が飛ぶ。うるせえよ俺は必死なんだよ！

　そう言い返したい所だが、その俺の背後から死角を突つくように冬野さんが迫せまる。早い！

「ふんっ！」

　盾を放り、冬野さんの剣に合わせ激突。カチカチと互たがいの剣が音を立て、

「お嬢様を守るのが、私の役目です……！」

「悪いが冬野さん、俺だって負けられないんだよ！」

　力ちから技わざで、冬野さんの剣を右に流す。彼女がもたついた所を狙ねらい、軽くプッシュ。紳しん士しとして冬野さんを優しく舞台から落とす。冬野さんはそこまで本気じゃなかったのか、意外にも軽く押おし出せた。とすれば、残るは唐沢。そう思って前を向き――

　いない。

　ぞくり、と背後に殺気。振り返ると薄うすく微笑む唐沢が、大上段に剣を構かまえていた。しまった。今の冬野さんは俺への攻撃ではなく、俺の背中を取るための唐沢の罠わな。

　俺おれ目め掛がけ、唐から沢さわが容よう赦しやなく振ふり下おろす。ダメだ、直ちよく撃げき！

　だが諦あきらめる訳にはいかない！

「うおおっ！」

　気合いで右にダイブ。身をかがめ、せいいっぱいの横っ飛び。

　それが功を奏したのか、完かん璧ぺきに入ったと思われた一撃は俺に当たらず、代わりに聞こえたのは唐沢の小さな悲鳴。振り上げた剣けんが空を切る。

「あ……っぶね！」

　避よけれたのは、ほぼ奇き跡せきに近かった。我われに返って慌あわてて地べたを這はい回り、立ち上がる。油断大敵。今のは俺のジャンプが無かったら、確実にやられていた。九死に一生という奴やつだ。

「な、なかなかやるじゃねーか唐沢……！」

「……まだまだ。これからよ！」

　唐沢の纏まとう空気が変わる。剣を手元に掲かかげ、その後にぐっと下へ。股またを開き、お嬢じよう様らしからぬ下段の構かまえ。既すでにその姿からは野や獣じゆうの気配がにじみ出てるのだが、周囲の連中はそんな唐沢様のお姿に「唐沢様、格好いい……！」って、お前らどんだけ目が節ふし穴あななんだよ！

「取り巻きはもう居ないぜ唐沢。ここからが本番だな！」

　俺の挑ちよう発はつに、唐沢は無言で返す。お嬢様モードのせいか、あまり極きよく端たんに表情は出さないが……その瞳ひとみは真剣だ。

　唐沢が唇くちびるを噛かみしめ、何を決断したのか。足を一歩踏ふみ込こみ、姿勢を更さらに低くして。

「行くわよ、朝あさ井い」

　俺にだけ聞こえるよう、小声で呟つぶやき。俯うつむき気味に素早く、足元に滑すべり込むように接近。唐沢が斬きり上げる。その一撃を横に回かい避ひし、俺もカウンター気味に振り下ろす。唐沢が身をよじって避け、そのまま俺と距きよ離りをとった後――なんと地を蹴けり、空中ジャンプ！

「おわっ……！」

　唐沢が剣をバットのように振りかぶる。体重と力の差を埋うめる強きよう烈れつなぶん回しを受けた瞬しゆん間かん、手に痺しびれが走った。周囲から「唐沢様すげええええええ！」との大だい声せい援えん。お前ら、あれを見て何な故ぜ未いまだにお嬢様だと……！

「どうしたの、朝井。その程度？」

　唐沢が着地し、俺を挑発。いかにも唐沢らしいとも思うが、その表情は口く調ちように反して抑おさえ気味だ。冷静に、俺の出方を窺うかがってるのか。或あるいは微び妙みように、何か思うところがあるのか。

「もっとかかって来なさいよ。そんなものじゃないでしょ？」

「ちっ……言いやがって！」

　唐沢へ迫せまる。目の前で、がつん、と剣が衝しよう突とつ。再度のつばぜり合いに持ち込み、しかし勢いに力負けした唐沢が表情を曇くもらせ引く。当然だ。正面からではさすがに俺に分ぶがある。

「くっ」

「お前こそ、その調子だと俺おれに負けるぜ？」

「……っ！」

　唐から沢さわが俺を睨にらむ。額に汗あせを流し、その表情は真しん剣けんそのもの。「唐沢様ファイトー！」と外野から声せい援えんが聞こえてくるが、そんなのはもう耳に入らない。今はただ、こいつと戦う。それだけ！

「――あんたは、会った時から気に入らなかったわ」

「何？」

「いつもいつも、あたしの邪じや魔まして……」

　剣を交まじえながら、唐沢が小声で喋しやべる。力を込こめつつも僅わずかに俯うつむき、今ひとつ表情が窺うかがえない。

　……唐沢？

「でも。……悪くは無かったわ」

「あん？」

「――ていっ！」

　唐沢が素早く足払いを仕し掛かけ、おもいっきりこけた。でも即そく座ざにごろごろ転がり、追つい撃げきを避よけながら起きる。格好悪い？　そんな事はどうでもいい。手をついて這はい上がる。

「……っ。さすがだな、唐沢。喋りながら不意打ちかよ！」

「アンタに言われたくないわ……！」

　唐沢が吐はき捨て、迫せまる。気合いと共に撃うたれる一撃は女の子のくせにスピードがあり、気を抜ぬけば確実に、やられる。だが俺とてそう易やす々やすとは踏ふみ込ませず反撃。

　剣を振る度たびに、心が躍おどる。唐沢が目の前で跳はねるたびに、小さな汗が散っていく。

　そして――何な故ぜか自然と、口元がにやけた。理由なんて特に無い。

　だけど、楽しい。今こうして唐沢と、真剣に打ち合っている。本気でやれる、という事に心が躍る。ガチで戦える。やり合える。何も考えずに剣を振る。

　お前はどうだ、唐沢。……お前も、そう思うか？

「くぅ……」

　何度か打ち合った所で唐沢が顔をしかめ、二歩、三歩と背後に下がった。さすがに運動量が多いのか、ぜーぜーと息を切らし始める。思っていたより早い。体格の差か、男女の差。次第に、唐沢の動きが鈍にぶくなる。身体からだの方は誤ご魔ま化かせない。

「そろそろ決めるか、唐沢」

「……っ。もう、少し」

「うん？」

　唐沢が一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよするように声を上げる。が、すぐに首を振ふり。

「いえ……いいわ。次で、決める」

　珍めずらしく言い直す。僅かなためらいの後に、唐沢が最後の力と言わんばかりに両手でしっかり握にぎりしめ。俺おれを一直線に睨にらんできた。肩かたで荒く息をしつつ、鋭するどく。

　普ふ段だんなら間ま違ちがいなく、それを合図に俺も構かまえただろう、と思う。だけど。

　その時だけ、本当に一いつ瞬しゆん――唐から沢さわが、悔くやしそうに顔を歪ゆがめたのが見えた、その時だけは。

「……どうした、唐沢。何か心残りでもあるか？」

　つい尋たずねると、唐沢は一瞬だけ眉まゆ根ねを上げた。だが、冷静に。吐はき捨てるように。

「――そんなものは、無いわよ。心残りなんて、別に……」

「そうか」

　まあ仮にあっても言えまい。そう思う。

　俺だって本当は……少しだけ、名残なごり惜おしい。唐沢と決着をつけてしまう、という事は。

　悪くは無かった。唐沢の言う通りだ。お前が幾いくら敵であろうと……悪くは、無かったのだ。色々あったが、むしろ楽しかった事もある。

　でも。唐沢が言ってた通り、俺達が相対する限りは必ずつけなきゃいけない勝負。

　唐沢の方から、それを申し込こんできて。そして、俺はそれを受けた。

　だとしたら。せめて、悔くいの無いように！

「行くわよ、朝あさ井い！」

　唐沢が一度、足をぐっと後ろに引く。来いよ、と答えた瞬間、唐沢の足が地を蹴けった。声を荒あらげ、唐沢の身体からだがぐんと加速。

　……本当、悪くは無かった。それだけを、内に留とどめ。

「てやあああっ！」

「はああああっ！」

　強く叫さけび、あいつの持つ輝かがやきを瞼まぶたにしっかり焼き付けながら。唐沢の小こ手て目め掛がけ、力の限りを剣けんに込めた。

　あいつも負けじと俺を睨み。その剣を――振ふり下ろす。





　　　　３．





　出し物会も終わり、歓かん談だん時間の残りも程ほど々ほどの所で、会場を抜ぬけ出した。あとは気楽なフリータイム、本来なら夜のお楽しみ時間といった所。これから男子どもは夜よる遅おそくまで暴あばれ回り、女子なら室内でヒソヒソ話タイムに突とつ入にゆうするという、旅行で最もつとも楽しい時間帯の始まりだ。

　その様子を、少し遠巻きに聞きながら。俺は何となく唐沢の姿を捜さがしていた。

　あの勝負の後、唐沢はやんわりと大人おとなしいお嬢じよう様モードに戻もどり、盛り上がっていた周囲にいつものように声をかけ。そして俺が気付いたとき、あいつは姿を消していた。その唐沢を捜し求め、ホテル内を回る。元々ばかでかいホテルだ、当てもなく捜したところで見つからないか……とも思ったが。意外と、すぐに見つかった。

　唐から沢さわは先さき程ほどと同じロビーの奥おく、中庭のベンチにぽつんと一人で座っていた。疲つかれているのだろうか。夜桜の下、風に揺ゆられた姿は今まで見たどれよりも小さく、肩かたを落としている。

　まあ、気持ちは……分かるけど。

　中庭に出ると空はすっかり夜になり、綺き麗れいな満月が輝かがやいていた。鈍にぶい光が唐沢の座るベンチを照らし、幻げん想そう的てきな空気を作り出している。

　……無言で、唐沢の隣となりに座る。声をかけようかと思ったけど、何となく野や暮ぼな気がして止やめた。ちょっと格好つけてみようかな、なんて思った訳じゃないけど。

　唐沢も俺おれに気づき。一いつ瞬しゆん物言いたげな顔をしたが、すぐにふくれっ面つらに戻もどり。

「……なによ。負けた人を、馬ば鹿かにしに来たわけ……？」

「……馬鹿になんかしねーよ」

　唐沢の文句に言い返す。あれを見て、馬鹿にする奴やつがいるなら出てきやがれ。俺が殴なぐる。

　勝負は、偶ぐう然ぜんの重なり。俺の最初の不意打ちが、唐沢にヒットしていれば。唐沢が俺の背後を取った時、俺が避よけきれなかったら。ジャンプアタックが命中してれば。そして――あの時。勝負を決した瞬間。

「……力、入れすぎたわ……」

　唐沢が、自分の手のひらを見つめて、呟つぶやく。

　最後の一いち撃げきを交まじえる瞬間――唐沢は、ほんの僅わずかだが、つんのめった。予想以上に疲ひ労ろうが溜たまっていたのか、或あるいは力を込こめすぎたせいか。

　それは、ミスと言えばミスだろう。……が、言い換かえれば唐沢の想いが強すぎたのかも、とも俺は思う。絶対に負けないと考えすぎるあまり、身体からだが硬こう直ちよくしてしまった。それを時の運と呼ぶべきかどうかは、分からないが。

「まあ、勝負は勝負。言い訳なんて見苦しいわ」

「……別に、いいぞ。言い訳」

「よくないわよ。あたし、そういうのしない主義だもん……」

　唐沢が拳こぶしを握にぎる。と同時に少し顔をしかめたのを見て、唐沢を捜さがしていた理由を思い出した。

「手、見せてみろよ。お前、さっき怪け我がしたろ。俺、おもいっきり打ったし」

「別に、そんなの」

「いいから」

　強ごう引いんに唐沢の左手首を掴つかみ、引き寄せる。先程の勝負で最後に打ち付けた手首を見ると、少し赤くなっていた。

「……悪い。ここまでするつもりは無かったんだけどな。女の子相手に本気ってのも」

「いいわよ、それで。真しん剣けん勝負なんだもの。あんたに手加減されるよりはマシよ」

　言いつつ、手を引っ込める唐沢。でも強引に手を掴んで引っ張り、持ってきた湿しつ布ぷを貼はった。

　……本当は、女の子に怪我なんかさせちゃ駄だ目めなんだぞ。な？

　とりあえず包帯でぐるぐる巻きにする。綺き麗れいに手当してやろう、とちょっと格好つけようとしたが全然上う手まくいかなかった。

「あんた、巻き方へたくそね……」

「うるせ。ちょっと湿しつ布ぷ臭くさいけど、我が慢まんしろよ。湿布とか大だい丈じよう夫ぶか？　カブれたりとか」

「大丈夫よ。生なま傷きずなら慣なれてるし」

「……それもどうかと思うけど」

　包帯を巻いてる間、唐から沢さわは借りてきた猫ねこのように大人おとなしかった。素直に伸ばした指先に触ふれると、あのパワフルさがどこから来るのかと疑うほどに柔やわらかい。淡あわく発光するランプに照らされ、その白い肌はだがよく見える。

　手当が終わり、そっと手を離はなそうとして。

　パシン、と唐沢にその手で腕うでを掴つかまれた。

　一いつ瞬しゆん、見合う。

　唐沢の瞳ひとみに俺おれの姿が映り、その奥おくに唐沢の姿が見えた気がした。鏡写しのように輝かがやくそれに、自然と視線が吸い込こまれていく。深く、深く、唐沢の瞳に……

「……なん、だ？」

「……なんでも、ない」

　……今の間は、何だろう。分からない。唐沢が自分の手首に視線を落とし、何か呟つぶやく。上手く聞こえない。耳を澄すませようと近づくと、唐沢が左手を上げて「やっぱりへたくそね」と、ぼそりと呟いた。

「あんたってさ。時々、意味わかんないけど。でも時々……優しい、わよね」

「……ん？　俺を褒ほめても何にも無いぞ？」

　なんだ突とつ然ぜん。唐沢が、俺に優しいとか。らしくもない。それとも単に聞き間ま違ちがえか？

「……たまには、いいじゃない。褒めても」

「まあ確かに俺は優しいからな。女の子限定だが」

　言い返すと、唐沢が小さく笑った。……なんでだよ。

「あんた、自分で優しいとか言うの？　……馬ば鹿かね、ホント」

「ば、馬鹿ってお前、本当だろうが。一応俺は紳しん士しなんだぜ？　女の子には優しいんだ」

「自じ称しようよね、どう見ても。あんたが優しいとか、ありえないわよ。……言ったあたしも……馬鹿、だったわ……」

「言ってろ、勝手に。大体お前……」

　どうせいつもの茶化し合い。そう思いつつ、またお前は、みたいなノリで言い返そうとして。その言葉を、飲みこんだ。

　……唐沢は相変わらず、ちょっと笑いながら俺を見て、だからあんたって、とか何とかぶつぶつ言っている。中身はいつもの罵ば詈り雑ぞう言ごん。そんなのはもう聞き慣れてる。

　別に、そんなものに驚おどろいた訳じゃ無い。そうじゃなくて。

　喋しやべる唐から沢さわの、顔に。何な故ぜか……ぽろぽろと――

「な……なんでお前、泣いてるんだ……？」

「うるさいわね……ほっといてよ！」

　唐沢が叫さけぶ。でもその目からは止まる事無く涙なみだが溢あふれ、ついには顔を伏ふせてしまった。なんだ。何故だ。紳しん士したる俺おれが、女の子を泣かせただと……！

　駄だ目めだ理由が分からない。唐沢は何でいきなり泣いてんだ。俺、何か悪いことしたか？

　俺が女の子を泣かすなんてありえない。たとえ相手が唐沢でも。いや、だけど。

　唐沢が首を振ふり、自分の身体からだをぎゅっと抱だきしめる。どうした。理由を言ってくれ。頼たのむ泣くな、俺の前で泣くんじゃない。

「も、もしかして、さっきの手、そんなに痛かったか？　きつく巻きすぎたか？　いや、い、幾いくらお前でも、そんな事で泣いたり……する、かも……」

　そうだ、唐沢だって痛みで泣くことぐらいある。唐沢だって女の子、痛けりゃ泣く。

　唐沢が首を振る。違ちがう、とその動作で否定。瞼まぶたを僅わずかに閉じ、歯を食いしばる表情は何か酷ひどく悔くやしそうで。長い髪かみが揺ゆれ、その唐沢の姿は今にも消えて無くなりそうな。

　……それって……俺のせい、だよな？　そうだよな。俺が来てから泣いたんだから、俺のせいに違いない。じゃあ何だ。俺は唐沢に何をした。思い出せ。つい今まで話をして、手当をして。その前は、こいつと決けつ闘とうして、高たか倉くらさんを……
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「あ……そ、そうか……」

　少し考え、理由がようやく思い当たった。

　考えてみれば当然だ。唐から沢さわが泣き出す理由なんて、それこそ一つしかない。

「そう、だよな……うん」

　俺おれと唐沢は、勝負をしたのだ。高倉さんを巡めぐって。

　それはたとえ、どんなに正々堂々とした決闘であっても。俺が勝ち、唐沢が負けた。

　勝者と敗者。その差は、どんなに高潔かつ真正面からやったとしても、俺達の前に存在する。禍か根こんを残さず気持ちよくやろうとはしたが……本質はやはり高倉さんの奪うばい合い、なのだ。

　そして、唐沢は負けた。

「……やっぱり、俺に高倉さん取られるのが嫌いや、なのか……？」

　聞きにくい事を尋たずねつつ、確信。それ以外に泣き出す理由が無い。あれだけ大切にしていた高倉さんの争そう奪だつ戦で、唐沢は負けた。しかも最大の原因が、自分自身のミス。……それは、幾いくら強がったって、な。

「そ、そんなに泣くなよ唐沢……いや、その、これは勝負だし、ええと」

　きっちり正々堂々やったんだから、そういう風に泣かないでくれ――とは、言えない。勝負は勝負、結果は結果だ。素直に納得出来る事じゃない。もちろんこいつの事だ、一度決めた事には筋を通すだろうが、だからって悔くやしいものは悔しいのは当然で……

「あー……っと。あのな、唐沢」

　何とか言葉を口にする。……でも。

　俺なんかが、ここで何言えばいいんだ？

　俺が励はげますってのもおかしな話だ。いくら体面で取り繕つくろおうと、俺と唐沢、勝負をすればどちらかが負ける。この勝負に引き分け、なんて言葉はない。

　……だけど。

　物もの凄すごくアホな事を言ってるかもしれないが、それでも唐沢には泣かれたくなかった。人様を泣かすのは俺の趣しゆ味みじゃない。こういう結果も十分想像出来た筈はずで、俺は負けるつもりも無かったが――それでも。

「なあ唐沢。えっと……な？　ええと。……まあ、何だ。確かに俺は勝ったし、お前は負けた。でもさ。でも、だぞ？　まだ俺だって上う手まく告白できた訳じゃないし、あくまでこれは、お前が俺の邪じや魔まをしない、っていうだけの話なんだ。……だろ？　だから、もしかしたら……今から俺が高倉さんに告白して、ふられる可能性だって。そしたら、お前にもチャンスがある訳だよ。だから、まだ諦あきらめるなっていうか！　な？　泣くほど絶望的じゃないだろ？　って」

　物凄い言い訳だ。俺が勝ったのに、唐沢に諦めるなっていう。明らかに矛む盾じゆんしてる。でも唐沢には泣き止やんで欲しいし、言ってる事も事実だ。

　唐から沢さわに勝つのは、あくまで第一段階。これからが本番だし、それに……

　俺おれは、別に唐沢のことは。嫌きらいじゃ、無い。

　だから、その……

「……っ」

　唐沢が、何か言う。何事かと思って耳を澄すますと。彼かの女じよは小声で、

「……あんた、馬ば鹿かじゃないの……？」

「な、なにぃ……！」

「だってあんた……勝っといて、あたしの心配って……くくっ」

　唐沢が、鼻をすすりながら笑う。って、

「な、なんだよお前さっきから騒さわがしいな！　泣いたり笑ったり！」

「ごめん。ちょっと、あんたがあんまりにもおかしかったから……！」

　余よ程ほど何かツボにはまったのか、唐沢は泣きながら咳せき込こんで大笑い。意味分からん。

　そのままひとしきり声を上げて笑った後、唐沢が浴衣ゆかたの袖そでで涙なみだを払い、含ふくみ笑いをしつつ。

「っていうかあんた、本当馬鹿じゃないの？　あたし励はげましてどうするのよ」

「いや、でも」

　だってお前に泣かれると……嫌いやなんだよ。やっぱり。

　だが、そんな俺の心配もよそに唐沢は髪かみを払い。

「あたしなら大だい丈じよう夫ぶよ。ごめん、変な心配かけて」

「……いや、っていうかお前今おもいっきり泣いてたじゃ」

「違ちがうの。勘かん違いさせちゃったみたいだけど」

　唐沢が、俺の前で首を振ふる。夜の冷たい空気を胸いっぱいに吸い込こみ、それを綺き麗れいに吐はき出して。

「あたしはね？　今の勝負が悪かったとか、悔くやしいとかはこれっぽっちも思ってない。あんたがいつみに告白するから、って泣いた訳じゃないの」

「は？　じゃあ何で泣くんだよ」

　尋たずね返すと、唐沢はしょげ込んだまま髪をいじり。少し、恥はずかしそうに。

「……楽しいな、って思って」

「楽しい？」

「そう。楽しい、のよ」

　唐沢が、頬ほおを緩ゆるめて笑う。

「あたしね。中学に入ってずっとお嬢じよう様やってたから、こんなに暴あばれたの久しぶりで。だから……凄すごく、楽しくてさ。昨日の料理の時も、今さっきもアホみたいに暴れて……あんたには普ふ通つうかもしれないけど、あたしにはもう何年も無かった感かん触しよくなの。あたし、多分普通の女の子とちょっと違う所があるから……こういうのって本当は凄く、好きで、嬉うれしくって……」

　そこまで言って。唐から沢さわが鼻をすすり、照れたように頬ほおを掻かいた。

「しかもあんた、何かあたしを励はげましてくるし」

「そ、そりゃあ……だって、泣かれたら、俺おれだって……」

　放っておけない。女の子が相手だし、同時にお前が……唐沢だから、か？

　そう答えると、唐沢はありがとうと言いつつ、もう大だい丈じよう夫ぶと首を振ふる。

「あたしは大丈夫だから。……別に、いつみと友達じゃなくなる訳でも無いし。それに、勝負は勝負だから。そういう吹ふっ切り方は、出来る。きちんと、遠えん慮りよ無くやってくれたしね」

　唐沢が、からっとした声で言う。涙なみだを払い、気き丈じような態度で。

　……なんつーか。お前って、ホント――

「ねえ朝あさ井い」

　唐沢が僅わずかに俺に近づき、その唇くちびるを開く。

「もし上う手まくいったらの話だけど。いつみの事、大事にしなさいよ。泣かせたらマジ殺す」

「あ、当たり前だろ。俺が泣かすような事するかよ」

「絶対よ」

「おぅ。絶対だ。絶対、しない」

　当然だ。今日のはそれを確かめるための勝負でも、あったし。

　こいつに勝てる程ほどの気き迫はくがあるなら、高たか倉くらさんへの情熱も、本物。こいつなら、今いま更さらそんな事を言わなくても多分、分かってくれると思う。だってあの可愛かわいくて面おも白しろい高倉さんだぜ？

　……上手くいく自信は、無いけど。それでも……楽しく、ドキドキしながら。な。

「まあ、あんたなら大丈夫よね。いつみの好みかどうかは別として」

　唐沢が、溜ため息いき。それから僅かに表情を歪ゆがめ、俺から視線を散らす。

　見み逃のがさなかった。唐沢が、手のひらをきゅっと小さく……握にぎりしめたことに。

「っ……」

「唐沢？」

「あんたと、一度でいいから。……してみたかったわ」

「うん？」

「なんでもない」

　唐沢は首を振って、その言葉を封ふう印いんする。かすかに聞こえた気がしたが……結局、よく分からなかった。

　まあ……何かあるなら、また今度。別にこれで、俺と唐沢の縁えんが完全に切れた訳ではない。同じクラス、隣となりの席にいる限り唐沢とはまた顔を合わせる。また、その時に聞けばいい。

　唐沢が顔を上げて、満月を見上げる。そのまま力を抜ぬくように下を向き、俺から顔を隠かくしてしまった。その、普段とは比べることすら出来なさそうな、小さな小さな様子を見て。

　まあ……今だけだ。ちょっとだけ……

「まあ、その……色々あると思うけど。大変だろうけど頑がん張ばれよ」

　特に深い意味は無い。何を頑張れ、というあれも。俺おれが言う台詞せりふとしては、無責任かもしれないが……それでも、唐から沢さわを励はげましたかった。

　その台詞を、あいつがどう捉とらえたかは分からないが。

　唐沢は暫しばらく黙だまり込こんだ後、ただ一言「うん」と頷うなずき。その手を下ろし、ベンチの脇わきに置いた。その横顔は、まさに深く沈しずむ……女の子。

　唐沢との距きよ離りは、約一センチ。今にも伸ばせば届くところに、唐沢の手がある。

　……ほんのちょっとだけ右手を伸ばし。その手を、そっと重ねる。唐沢が一いつ瞬しゆんぴくりと震ふるえたが、でもただ大人おとなしく、拳こぶしを握にぎったままだった。

　天上には綺き麗れいな満月。夜の風が、隙すき間まをゆるゆると抜けていく。





　―― 幕間　四 ――





「遠とお野のちゃんは？」

「……転校された、そうです。お嬢じよう様」

「…………………………………………………………なん、で？」

　あたしが聞くと、冬ふゆ野のさんは視線を逸そらし。静かに告げた。

「お父とう様を怒おこらせたから、じゃないでしょうか……？」






　―― 第五章 ――







　　　　１．





　あの親しん睦ぼく会かいから帰った土日、俺おれは家に帰るなり見事に風か邪ぜでダウンしてしまった。……ちなみに風邪を引いた一番の原因は寝ね不ぶ足そくだ。唐から沢さわと別れた後、部屋に戻もどると大だい地ちをはじめとしたやかましい男子達にワラワラと……そもそも勝負の結果で俺が勝ったこと自体、連中からすれば空気が読めてない事なのだ。実際には勝負の後に俺も唐沢もフォローしたが、それでもあそこは負けておくべきだの何のかんの。お陰かげで全く眠ねむれなかった。

　もちろん唐沢はそんな俺の事情など知る由よしもなく、翌日の帰りのバスではスヤスヤと気持ちよさそうに熟じゆく睡すいしていた。高たか倉くらさんがこっそり写メを撮とってたしな。全く、いい気分である。

　そんな憂ゆう鬱うつな土日を過ごした事もあり、月曜日になっても学校に出るのが多少億おつ劫くう――なんて事は、全然無かった。むしろ待ち遠しかった程ほどだ。確かに身体からだこそ重いが、精神的な意味では心こころ躍おどる状態。

　何な故ぜなら今日こそ、俺は高倉さんにラブレターを、出す！

　つい先日、その最大の障しよう害がいが取り除のぞかれた。唐沢に、一応ながら認めて貰もらったのだ。こうなったら改めて高倉さんに告白する手はずを考え、そして先日のような無ぶ様ざまな失敗を二度としないよう注意しつつ実行に移すだけ。その事を考えれば、自然と心躍るというもの。

　あの高倉さんに、今日こそ。今度こそ！

　……とはいえ、唐沢の前で大々的にやるのも、あいつにはちょっと辛つらいか……という心配もある。まあ、唐沢も勝負は勝負と認めてくれた以上、コソコソするのも逆に悪いか？

　そんな期待と不安を抱かかえたまま教室へ。高倉さんの席はまだ空白。まあ暫しばらくすれば来るだろう、なんて思いつつ期待に胸を膨ふくらませてた所で、

「朝あさ井いが来たぞー！」

　教室の入り口で、大地が叫さけんだ。何だ？　と思った瞬しゆん間かんこぞって他のクラスメイトが十人ほど現れ俺の両りよう脇わきをがっちり捕ほ獲かく。って、

「うおお？　敵てき襲しゆうか？　モンスターハウスか！　ええいお前ら、私し怨えんもいい加減に」

「まあまあ落ち着いて朝井君。風邪引いたって聞いたけど大だい丈じよう夫ぶ？　まあとりあえず座って座って。さあさあさあ！」

　何故か英えい子こさんに促うながされ、自分の席に座る。その先頭には今しがた話した英子さん、並んで大地の二人を筆頭に、名前も知らない男子数人と、女の子の白しら樺かばさんやら杉すぎ山やまさんとか。どうした、そんなに唐とう突とつに俺おれの前に並んで。また妙みようちくりんな噂うわさか何かか？

　……ま、今いま更さらお前らが何を言おうと、俺と唐から沢さわの勝負はもうついたのだ。あいつとは今後も多少の付き合いはあるだろうが、今までみたいに明確な喧けん嘩か腰ごし、というのはもう無いはず。だから正直、これ以上は迫せまられても期待するような事は無いと思うんだが。

「で、ええと。何だ？」

　とりあえず尋たずねると、連中を代表してか大だい地ちがダン、と机を叩たたき、

「朝あさ井い。素直に白状すれば、罪を軽くしてもいい」

「いや、まず言ってる意味が分からな――」

「現状だと死し刑けいだぜ！　さあ白状するんだ！」

　名探偵よろしく指を突つきつけてくる大地。しかし相変わらず意味不明。日本語でＯＫ、とりあえずお前は文脈を整理しろ。主語を言え。

「唐沢さんがね。転校する、っていう話が出てるんだよ」

　そこで隣となりの英えい子こさんが、分かりやすく説明。

　……なるほど。転校。それは確かに大おお騒さわぎにも……って。

　はい？

　……唐沢が？

「転校？」

「なんだお前。知らなかったのかよ」

「知らねーよ！　いつの話だよ！」

「いや、昨日から掲けい示じ板ばんに……」

　と、大地が携けい帯たいを開く。トップページに唐沢様転校のお知らせ、というド派手な色しき彩さいと共に唐沢が今日引っ越すことが書かれ、その下には他の生徒達による阿あ鼻び叫きよう喚かんの書き込こみ。……ついでに、その続きには転校の原因＝俺みたいな、どう見ても当てつけです的な書き込みが。

　まあ確かに……もし、もし何かあるとすれば、原因の一いつ端たんは俺にもあるかもしれないが。

　でも、いきなり転校？　唐沢が？

　まさか。……あいつが、高たか倉くらさんの傍そば以外に、どこに行くんだ？

「り、理由は？　理由は何だ？」

　そう質問をした途と端たん、英子さんと大地が顔を見合わせた。大地が腕うでを組んだと思えば、英子さんも「やっぱり誰だれも知らないのー？」と言いつつ周囲を見み渡わたす。なるほど、つまりお前ら理由が分からないから俺が原因だと勝手に思った訳だな？　全くなんつー奴やつらだ。

　……でも。もしかしたら本当に、あの一件が『理由』だったら……？

　いや、いや。唐沢が幾いくらショックだからって、自分から転校するような事は。それに唐沢自身だって気にするな、って言ってたし。でも可能性ぐらいは……

「……フツーに、親の都つ合ごう、とかじゃないのかな。転校って大体そうだよね？」

　俺おれの傍そばで、こそっと誰だれかが呟つぶやく。まあ確かに、リアルな理由としては一番妥だ当とうかもしれない。

　ただ――それならそれで、また気になる話だ。……話を聞く限り、唐から沢さわの親って俺の中ではかなりの悪印象。少なくとも唐沢にとって、嬉うれしい事では……

　って、いかん。何で俺は即そく座ざに唐沢の心配してんだ。もう決着がついたし、別にあいつが転校したって、別に。するなら勝手にすればいい、っていうか。

　……いや、でも。放っておくと高たか倉くらさんが悲しむ、か……？

　溜ため息いきをついて席を立ち、とりあえず、と思って冬ふゆ野のさんを捜さがした。が、居ない。そういえば唐沢が引っ越すなら冬野さんも――

「あ、おはよ朝あさ井い君」

「おぅ……！　た、高倉さん」

　そこに高倉さんが入ってくる。背筋を反射的に伸ばして対応。俺の心はやはり、彼かの女じよの顔を前にするといつでも勝手に飛び跳はねる。その彼女に今日こそ俺のラブレターを……！

　いや、だけど先に、まずは一応唐沢の話をすっきりさせてから、か？

　……そうだな。何となく、このもやもやする感じを残したままにはしたくない。

「ん？　どうかしたの？」

「あ、えっと……高倉さん。唐沢が転校する、って話知ってます？」

　友達の高倉さんなら、何か知ってるかも。そんな軽い気持ちで尋たずねると――

　すぅ、っと。高倉さんの目が横に細められた。

「それ。ちょっと、詳くわしく教えて貰もらってもいいかな？」

「いや、あの……た、高倉さん？」

　彼女が薄うすく、俺に微ほほ笑えむ。が、普ふ段だんの彼女の笑顔を太陽と例たとえるなら、今の高倉さんはまさに皆かい既き日食のような笑みだった。輝かがやいてはいるのだが本来の輝きというよりは、黒いなにかが疼うずくような、寒さむ気けのする笑い方。……つまり、重いのである。

　もちろん分かるさ。毎日高倉さんの笑顔を観察してきた俺だもの。

「あ、高倉さん高倉さん！　唐沢様が転校するって本当？　なんかうちらの話だと、お父とうさんの都つ合ごうかな、って……こと……に……？」

　冷ひや汗あせをかく俺の隣となりで、空気を読まない英えい子こさんが登場。が、その彼女ですら硬こう直ちよく。高倉さんを中心に渦うず巻まくどす黒い気配に、その本能が気付いたのか。

「あれー？　……えっと、あたし、何かした……かな？　あはっ」

　貼はり付いた笑顔で答える英子さん。その様子に高倉さんが、自分の鞄かばんについた紐ひも付きクマさんアクセサリーをブツッ、と引きちぎり。「あ」と声をあげて手元を見た。

「あれれ!?　こ、壊こわれちゃった……っと、ごめん。ちょっと用事出来たから、またね！」

　そう告げて、俺に両手を合わせて教室を出て行く高倉さん。その口調自体は、随ずい分ぶん明るく聞こえたが……い、今のは……明らかに、怒おこってた……よな？

「ね、ねねねねえ朝あさ井い君、いい、今の、何……？　高たか倉くらさん、マジギレしてたよね……？」

　隣となりの英えい子こさんがビビリ率百パーセントで俺おれに聞く。俺も「いや……」としか答えられない。

　っていうか、単なる噂うわさ、じゃないのか？　高倉さんだけ心配で、真まに受けてしまっただけで、本当は転校話も誰だれかが流したデマ、とか。

「……つーか、あいつが転校なんて」

　よく考えれば、それ自体がありえない。唐から沢さわが、高倉さんから進んで離はなれるなんて、天地がひっくり返っても絶対に。唐沢が学校に来てないのは、今日たまたま遅ち刻こくしただけ。或あるいは風か邪ぜで寝ね込こんでいる。その程度に違ちがいない、はず。

　……でも。もしかしたら俺の件も絡からんでいたり。或いは、唐沢の父親が絡んでいるとか……

　いやいや、考えすぎか？　だけど――

　気がつくと、何な故ぜか俺は席を立っていた。机の脇わきに引っかけた鞄かばんを、手に取る。

「朝井。どこ行く？　もう始まるぜ？」

「おぅ、大だい地ち。……やっぱちょっと、風邪の調子が悪くてな。今日は休もうかな、って」

「とか言って唐沢様の家に行こうとしてんだろ、お前」

「……。……な、何で俺があいつの家に行くんだよ」

　別に、唐沢なんて心配しなくてもいいし。高倉さんも今さっき向かっただろうから、俺が行く必要も無い。っていうかあいつは友達じゃねーし。

　そう内心で突つっ込こむ俺の声も当然聞こえず、大地は何を勘かん違ちがいしたのか俺の両りよう肩かたを掴つかみ。

「お前は行くな。つーかお前は唐沢様に手を出しすぎだ！」

「ちげーよ！　っていうか元々俺だって出したくて出した訳じゃねーよ！」

　最初はあっちが襲おそいかかってきたんだよ！　俺のラブレターも破いて、何かと俺と高倉さんの恋こい路じを邪じや魔まして、酒入りの味み噌そ汁しるなんていう毒どく物ぶつ食わせて、あいつは、あいつは本当……！

「くっ」

　きっと幾いくら言ったって大地は信じないに違いない。唐沢鈴すずはお転てん婆ばで凶きよう暴ぼう、本当はやんちゃでガチ百ゆ合り、料理が壊かい滅めつ的てきに下へ手たなうえに口が悪い！

　そう言った所で、誰一人として信じないのさ。全部真実なのにも拘かかわらずな。

「ったく……」

　眉まゆ根ねを押おさえて頭を振ふる。その様子が本当に風邪っぽかったのか、大地は「何だお前、本当に調子悪いのかよ」と一応俺の健康に気を使ってくれた。が、ちゃっかり、

「唐沢様には手を出すんじゃねーぞ！」

「だから俺から出したんじゃ無い、っつーの……！」

　思わず切り返しつつ、教室を出た。

　全く。あいつは本当、何なんだ？　居たら居たで迷めい惑わくなのに、居ないと更さらに大迷惑。しかもさっき見た掲けい示じ板ばんの勢いだと、このまま放置すれば本気で俺が唐沢を虐いじめてる、みたいな様子になりかねん。そうなったら俺おれの平和な学園生活、および高たか倉くらさんとの恋こい物語に危機が。

「……ええい」

　どこまでも、手のかかる。そう思いつつ学校からこっそり抜ぬけ出し、自転車にまたがった。

　本当に転校なんて事は無いだろう。が、一応あいつの顔を拝おがんでやる。それから休んだ理由を聞いて、もし風か邪ぜとか普ふ通つうの理由だったら一発頭を叩たたいてやろう。それから、それから。

　……まあ、本当に風邪だったらプリンの一つぐらい買ってやるさ。





　　　　２．





　自転車で約三十分。道順は以前冬ふゆ野のさんが車を走らせた時に大体覚えていたが、途と中ちゆうで少しだけ迷ってしまった。……自転車で走り回っていたせいか、身体からだが重い。

　俺が病やみ上がりというのは本当で、体力も消しよう耗もう気味なのだ。更さらには無む駄だにペースを上げて走り回ったせいか、かなり身体がしんどい。もう少しペースを落とせば良かった。何な故ぜこんなにも焦あせっているのか分からない。

　制服のまま汗あせをぬぐい、鞄かばんを自転車のかごに置いて唐から沢さわ家の敷しき地ちに止める。ドアに近づきブザー、オン。ブー、と音が鳴り、暫しばらく待つ。だが中からの反応は全く無し。

「……唐沢？　居ないのか？」

　首を傾かしげ、唐沢家を見上げてみる。一人で住むには豪ごう華かすぎる二階建てマイホームには、まだ人ひと気けが感じられた。ピンク色のカーテンが半開きになっているし、庭には唐沢の自転車らしい、妙みようにサドルの低い奴やつが置かれている。車で出ていなければ、誰だれかがいる証しよう拠こだ。

　もう一度ノックをする。やはり反応が無いのでドアノブをひねると、綺き麗れいに開いた。

「って、あいつ家に鍵かぎかけてないのか……？」

　今のご時世、お金持ちのお嬢じよう様で家に鍵をかけないなんて。

　おかしいと思いつつ室内に入り。そのまま……またも、立ち止まる。

　玄げん関かんを抜けた先には先日と同じ、広々としたダイニング。リビングやキッチンまで足せば、学校の教室一クラス分以上になるかもしれない。でも、それ自体は問題じゃない。

　幾いくつか、家具が消えていた。

　先日密ひそかにすげぇと思ったプラズマテレビとか、いかにも的な観葉植物とかが消えている。俺と唐沢が以前パソコンを広げて座ったテーブルとソファー、食器棚だななど一部の家具こそ残っているものの……何故か、室内はこの前以上に広々としているのだ。

　まるで、引っ越しの準備を中ちゆう途と半はん端ぱにこなしたような……

　いや、でもまさか。あいつが、高倉さんを放り出して、どこかへ行く？

　そんな筈はずは。そんな馬ば鹿かな。

「なあ、唐沢。いる、んだよな？　唐沢」

　リビングから声をかけつつ、反応が無いので階段脇わきの廊ろう下かの方へ。その途と端たん、奥おくから足早に誰だれかが歩いてくる音が聞こえた。唐から沢さわかと思って覗のぞき込こむと、俯うつむきがちに出てきたのは、

「高たか倉くらさん？」

　唐沢の大親友にして俺おれの未来の嫁よめ。

　彼かの女じよは俺の呼びかけに足を止め、顔を上げて――

「朝あさ井い君」

　……そのか細い声に、呼吸が止まった。

　その頬ほおには、高倉さんらしからぬ涙なみだの跡あと。普ふ段だん見せる屈くつ託たくのない表情には、笑え顔がおの代わりに涙を溜ため。鼻を小さくすする姿は、普段の煌きらめきも可愛かわいらしさも台無しで。

「たたた、高倉さん、どうしたんですか……！」

　つい、声が空から回まわり。いやだって、あの、高倉さんが、泣いている。

　俺が今日、ラブレターを渡わたそうと思ってた高倉さんが！

「あ、あああの、これ、良かったら！」

　慌あわてて鞄かばんからティッシュを取り出し、渡す。彼女はそれで一度鼻をかみ、だけどそのティッシュを握にぎりしめてまた小さく嗚お咽えつ。

「な、泣かないで下さい高倉さん！　た、高倉さんが泣いたら俺は、俺は……っ！」

　俺は、その涙で死んでしまいます！　リアルに、ええ本気で！

「唐沢に何か言われたんですか！　っていうか、唐沢、ですよね？　いやでも」

　そんな馬ば鹿かな。あいつが、高倉さんを……泣かせる？

　百パーセントありえない。絶対に――

「朝井君」

「は、はい」

　唐沢ですか。それとも他の何か？　ええと、例たとえば唐沢の部屋に、アナコンダが居たとか！

「鈴すずは……あたしには、話して、くれないの」

「ええと……な、何をです？」

　聞き返す俺の前で、高倉さんが首を振ふる。分からない。あいつが、何で、高倉さんを？

「朝井君」

「はい」

「鈴を……お願いだよ」

「お、俺？　でも俺が、唐沢を、って」

「あたしには分からない何かが……朝井君にはある。朝井君は、鈴の声を聞けるでしょ？」

「いや、でも」

「だから、お願いだよ。あたしに代わってさ……っ！」

　高倉さんが悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ、俺の前から離はなれた。つい伸ばした俺の手を弾はじき、リビングを突つき抜ぬけパタン、と玄げん関かんのドアを叩たたきつけて姿を消す。

　……何か。何かって、何だ？　俺おれと唐から沢さわにある何か、って……なんだ？

　いや。今はそんな事は後回しだ。まずは高たか倉くらさんを追いかけるべき。

　――でも。

　あの、高倉さんが大好きな、唐沢が……？

　音の消えた廊ろう下かに佇たたずんだまま、後ろを向く。

　唐沢の部屋は、リビングから伸びた廊下の奥おく。俺が以前唐沢をベッドに運んだ部屋が、そこにある。高倉さんが出て行った時の衝しよう撃げきか、ドアはほんの少しだけ開いていた。

「唐沢の奴やつ、ホントにどうしたんだ……？」

　呟つぶやきながら、近づいた。

　冷静に考えれば……順番的に、こっちの方が正しいはず。まずは唐沢に会い、事情を聞いて。そして高倉さんを泣かせる原因があるのなら、それを解消。それで高倉さんに大喜びして貰もらってハッピーエンド。……それで、全すべて問題無いだろ？

　ドアの前に立つ。僅わずかに開いてはいるが、改めてノックすべきか暫しばらし悩なやんだ。が、まずはこっそり中を覗のぞく。正直、そこに本当に唐沢がいるのかどうか、自信が無かったのだ。

　だが、そこには俺のほぼ予想通り……唐沢は長い髪かみを垂たらし、じっと締しめ切られたピンク色のカーテンを見つめていた。全く微び動どうだにせず、あいつは……何を見てるんだ？

「唐沢」

　ドアをそっと開いて声をかけると、彼女の背がぴくんと反応。そのまま、硬こう直ちよく。

「家に居たんだな。……っと、悪い。勝手に入って」

　とりあえず、声をかける。唐沢からは反応なし。

「なあ唐沢。転校って……いきなり、なんだ？　冗じよう談だん、だよな？」

　ここまで来て冗談だったら、本気で頭を一発叩たたいてやる。そう願いつつもう一歩近づくと、唐沢がようやく俺の方を向いた。そして、

「……心配かけてすいません」

　申し訳なさそうに、ぺこり、と頭を下げた。

「もっと前に、お話ししてれば良かったのですが……急な話だったせいで、高倉さんとも言い争いになってしまいました。本当に、ごめんなさい」

　長い髪を垂らしながら、唐沢。その表情はお嬢じよう様風の、教室で見せる笑え顔がおに近い。

　が、あくまで近いだけ。よく見ればその笑顔は相当強こわばっており、何ていうかこう、貼はり付いた仮面のように硬直している。

「こういう事で、喧けん嘩かになってしまうのは……本当は、辛つらい、んですけど……でも」

　唐沢が、何とか、といった感じに続ける。が、もうその時点でボロボロだ。お嬢様が出来ていない。しかも相手は、別に本音を出してもいい俺だ。無理にお嬢様言葉なんか使わなくても。

「どうしたんだよ唐から沢さわ。お前……普ふ通つうじゃないぞ？」

　まず突つっ込こむと、唐沢が唇くちびるを歪ゆがめて奥おく歯ばを噛かんだ。

「私は……普通、ですよ朝あさ井いさん」

「いやいや、どう見ても普通じゃねーよ。お前分かってんのか？　自分がどういう顔してるか。鏡見ろよ」

「……っ」

　唐沢が俺おれを睨にらむ。が、その気配も一いつ瞬しゆん。唐沢は自分の顔を隠かくすように俯うつむき、その両りよう頬ほおを強く、パン、と気合いを入れるように弾はじいて顔を上げた。

　……ぞくり、ときた。

　先さき程ほどまで残っていた唐沢らしさは全すべて消え。今度こそ完全無欠、普段教室でよく見る完かん璧ぺきなお嬢じよう様が立っていた。

「失礼しました、朝井さん。少々、高たか倉くらさんの事で動どう揺ようしてしまったようで」

「動揺、ってお前。……大体、高倉さんに何したんだ。喧けん嘩かって、お前が？　あと転校って」

　一気に聞くと、唐沢は「ええと」と少し戸と惑まどい。

「転校というのは本当です。非常に急なのですが今日、空港でお父とう様と待ち合わせて、一いつ緒しよに飛行機に乗る予定で……朝井さん、今まで色々お世話になりました。親しん睦ぼく会かいとか……」

「世話してねーし。あと、そのお嬢様言葉は俺の前では止やめろって。普通に喋しやべろうぜ。な？」

「あの、すいません。ですから私はこれが普通で」

「唐沢」

　近づき、唐沢の肩かたを握にぎる。唐沢が怯おびえ、でも瞳ひとみを潤うるませつつ懇こん願がんするように見つめてきた。少女漫まん画がの一ページにありそうな、心に強く訴うつたえるような、涙なみだの瞳。

　その様子に一瞬くらりと来たが――やっぱり、違ちがう。

　こいつがお嬢様の皮を被かぶっている時は、大体の場合において嘘うそを言ってる時だ。周囲を騙だまし、自分を隠す時に頭から被る、綺き麗れいな偽いつわりの姿。俺が初めて会った時からそうだった。

　そう。全ては、嘘。つまり。

「唐沢。もしかして……俺にも、言えない事なのか？　何か隠したい事が、あるのか？」

「わ、私は隠し事なんて一つも」

「嘘つくなって。お前がお嬢様の時は大体全部嘘だろ？」

　更さらに一歩詰つめ寄ると唐沢は視線を逸そらし、後ろ手でピンク色のカーテンを握りしめた。窓を背中に張り付き、これ以上逃にげれないと知りつつ、あくまで俺から視線を逸らす。

　なんというか、もう嘘をつこうとしてるというより――嘘ついてるのもバレてる上で、それでも話したくない事があるみたいな感じだ。意地でも話すものか、と無言で語るような。

　……それって、やっぱり。あの勝負の事、だろうか。

　俺に話しにくくて、一番の転校の理由になりそうな。

「なあ唐から沢さわ。お前、やっぱりあの勝負の結果、気にしてるのか？」

「……え？　あ」

「俺おれが勝ったからお前、自分から身を引こうとか。もしくはその……俺が高たか倉くらさんに告白するのが、どうしても辛つらい、とか……」

　言いながら、正直困った。本当にそうだったら、俺はどうすればいい？

　ここまで来て高倉さんには告白しません、とも言えないし、高倉さんを巡めぐって争う以上、唐沢と気まずくなる時があるのは分かる。

　でも、こんな喧けん嘩か別れみたいな形は嫌いやだ。勝手な話だとは思うが、そこは出し物会の後に唐沢と話をした時と同じ。こういう形で誰だれかと喧嘩したり、気まずいまま距きよ離りを取ってしまうのは。俺は、幾いくら唐沢が相手でも――

「ち、違ちがうわ。あの勝負は、あたしは気にしてない！」

　意外にも、唐沢が声を荒あらげた。お嬢じよう様モードを捨てて、そこは絶対に違う、と。

　しかし唐沢が動どう揺ようして声を上げるほど、俺には、

「なんだよ。そこだけ妙みように反応するな、唐沢。やっぱお前」

　本当は気にして、

「違うの。あれは本当に違うの。勘かん違ちがいしないで」

「……でも他に」

　きっ、と唐沢が睨にらむ。そこだけは疑うな、と。

　でも、だったら――

「じゃあ何だよ」

「っ……」

　言い返すと、やっぱり唐沢は口を閉ざす。

　が……それから、小さく。本当に、絞しぼりきった音量で。

「……あたしに、だって……」

「うん？」

「あたしにだって本当は、よく分かんないのよ……」

「は……？」

　分からない？

　理由が？　お前自身にも？

　唐沢が続ける。

「最初は別に、どうなってもいいって思ってたのよ」

　何だそれ。……待て。それは、何の話だ？

「最初はね。本当に、どうでも良かったの。別にどうなろうと、あたしは何も困らない。クラスの連中に何か言っても、みんなあたしの言う事聞くに決まってる。お父とう様にばれたって……別に関係無い、って。切り捨てても全然、痛くもかゆくもない、って思ってた。……だから、ただ邪じや魔まだったから、本音を出したの」

　そこまで言ってから。唐から沢さわは、軽く首を振ふって。

「……途と中ちゆうから、どうでもよく、ならなくなる、なんて。卑ひ怯きよよ」

「なあ唐沢。それ、何の話だ？」

　分からない。何で唐とう突とつに、そんな話を。

「……あんたには関係無い話。もう二度と言わない」

　唐沢がそう言い切り。大きく……息を、吐はいて。

　そして俺おれに向き直った。

　感情を打ち切ったかのように表情を消し、ただ冷ひややかに俺を見る。

「転校の理由なんて、別に何でもいいじゃない。親の都つ合ごうよ。仕方が無いの」

　喋しやべる声は、酷ひどく低音。そのことに背筋がぞくりと来たが……言い返さない、訳にはいかない。

「そのさ、親の都合って」

「あんたには関係無い」

「……関係なくはねーだろ。だって」

「ねえ。あたし、さっきから聞こうと思ってたんだけど」

「何だよ」

「さっきから色々言ってくるけど。……あんたは、あたしの何なの？」

　何？

　何って、何だ？

「友達だから、あたしを止めに来てるわけ？　それとも単なるお節せつ介かい？　あたしに一々そうやって口出ししてくる理由は、何？」

「理由？　いや、理由って、」

　唐沢は、俺の……？

　何だろうか。そう聞かれると、正直。いや、でも――そう。

「と、とにかくお前が居ないと、俺が迷めい惑わくなんだよ。俺が何かしたんじゃないか、ってクラスの連中に言われて」

「だったら後で、あたしが吉よし名な先生に手紙でも送っておく。あたしとあんたは関係無い。ちょっとした知り合いで、少しお話ししただけです、って」

「いや、そんなので納得するような奴やつらじゃ」

「あたしが言えば、納得するでしょ、みんな」

「……ま、まあそれは」

　その通りだ。唐沢の一言は、まさに天の一声。本人が言い切れば噂うわさなんて一いつ瞬しゆんで立ち消えるに違ちがいない。問題は解決だ。

　いや、でも。クラスの問題はそれで解決しても、そう、肝かん心じんの高たか倉くらさんが！

「でもお前が転校したら、高倉さんが悲しむだろ？　そんなの」

「そこは、あんたがフォローすればいいじゃない。……告白、するんでしょ？」

「それは、するけど。……でもほら、お前は友達だろ？　居なくなったらやっぱ高倉さん寂さびしがるし、さっきだって泣いて」

「朝あさ井い。あんたは学校で友達が転校するとき、隣となりの誰だれ々だれさんが悲しむから止やめて、って言うわけ？　それで転校止めました、なんていう理由が通じると思う？」

「い、いや、それは……」

　通じない。普ふ通つうは、仕方が無いと割り切るしかないのだ。そう、親の都つ合ごうなら。

　……そうだ、親の理由――

「でも親って、ほら。お前が色々嫌いやがってた、あの親だろ？　なのにそれで転校って、実は」

「あんたは一々、人の家庭事情にまで口を出すの？」

　唐から沢さわがぶった切る。これも駄だ目めだ。他に理由が無い。何か。ええと。

　お前は、俺おれの、俺の――

　そうだ。お前は俺の……俺の、敵！　恋こい敵がたき！

　あの夜の教室で対たい峙じした時から、お前は俺が倒たおすべき相手！

「そうだ唐沢！　お前は恋敵だろ？　俺とお前で、高倉さんを巡めぐっての。なのにお前、高倉さん諦あきらめてどっかに行くのかよ！　そんなの、無しっていうか」

　そうさ唐沢、お前は俺を残して勝手にどっかに行くなんて、絶対に俺は許さん！

　そうだよな、唐沢――

「あんた、馬ば鹿かでしょ」

「なっ……ば、馬鹿ってまたお前」

「その恋敵としての勝負を――この前の親しん睦ぼく会かいで、きちっとつけたんでしょ。あんたと」

「……あ」

　そうだった。あの親睦会の劇の時に、俺は唐沢に勝負を挑いどまれ、それを受けて。

　唐沢を、倒した。

　もう、決着はついたのだ。

「あたしは、あの勝敗を恨うらんだりはしてない。勝負はあれで、きちんとついた。あんたの勝ちで、あたしの負け。……転校の理由とは違ちがうけど、それであたしは潔いさぎよく身を引く。あんたはそのまま、いつみと一いつ緒しよにハッピーエンド」

「っ……ぐ」

「それで、問題あるの？」

「……も、問題は……」

　つい、呻うめいてしまった。

　問題は……全く無い。それどころか、ほぼ理想的な流れに、近い。

　邪じや魔ま者ものである唐から沢さわを倒たおし、唐沢は潔いさぎよく負けを認めた。後でクラスの皆みなに誤解を解くとも伝え、俺おれと高たか倉くらさんを邪魔する奴やつも、クラス内での評判も、全すべて綺き麗れいに解消する。そして後は、俺が高倉さんに告白。……それが上う手まく行くかはまだ分からないが、もし上手く行けばそれこそ全て、理想的な形。綺麗にエンディングを迎むかえるのだ。

　そして唐沢は転校する。

　去り間ま際ぎわに、俺はこいつにこう言うかもしれない。『お前も案外、悪くなかったぜ』と。それに唐沢も頷うなずき、あんたもね、みたいな捨て台詞ぜりふ。少し仲良くなって、それで、さよなら。

　俺達は恋こい敵がたきとして戦いはしたが、決して嫌きらいではなく。そうやって綺麗に別れて。それで十分、終わる。

　終われて、しまう。……それの、何が悪いんだ？

「朝あさ井い」

　唐沢が一歩、前に出る。綺麗で鋭するどい顔が、俺に迫せまる。

「あんたとあたしはもう、恋敵じゃない。……元々、友達でも無い。だから今のあたしとあんたは、単なるクラスメイトの一人。あんたとの接点は、もう無いの。違ちがう？」

　違わない。唐沢の言う通りだ。

　俺と唐沢を繋つないでいた勝負は、終わった。それと同時に、俺と唐沢との糸は。ちょっと本音を知っている気心知れた相手、という程度以上の何物でも無く、ぷっつりと切れてしまった。

「だったらあたしがどうなろうと、あたしの家の事情がどうであろうと、あたしの考えがどうであろうと、あんたには一切関係ない。あたしの個人的な事情に立ち入る資格もない。そうでしょう？」

「だ、だけど」

「あんたには、迷めい惑わくもかけない。だったらこれ以上、あんたがあたしに関かかわる理由も無ければ――この部屋にいる理由も無い」

　そう、唐沢が切り捨てて。ゆっくり、俺の方を指さした。その先にあるのは俺の姿ではなく、その背中にある開いたドア。唐沢の私室と、それ以外を別わけ隔へだててしまう、大きなドア。

「……分かったら、出て行って」

　そう呟つぶやき、唐沢がにこりと笑い。

「さようなら、朝井さん。……また、いつか」

　お嬢じよう様に戻もどってそう告げた。

　……何も無かった。

　俺には、こいつを止める理由が。

　最初から、何一つとして無かったのだ。
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　重い溜ため息いきをつくと、室内の重さが増した気がした。唐から沢さわ家のリビングはがらんとしており、目の前には例のテーブルとソファーが残っているだけ。そのソファーに腰こし掛かけ、力を抜ぬく。

　――本当は、帰ってしまおうかと思っていた。

　唐沢が、転校する。俺おれは結局理由を知らないが、あいつが言いたくないなら聞き出せない。

　胸の奥おく底そこにちりちりとした焦しよう燥そう感かんだけが疼うずき、だけど、それを外に出す術すべがない。別に、あいつに声が届かない訳でも、会えない訳でも無い。廊ろう下かを歩いて約十秒。それだけで、まだ部屋に引きこもってる唐沢にはすぐ会える。

　でも。会って話す事が無いし、それに何より。

　無い。

「……何だよ、ったく」

　がりがり頭を掻かき、辺あたりを見み渡わたす。親しん睦ぼく会かいの前日に大おお騒さわぎした部屋は、以前と今で大きく違ちがう。隣となりに並んでパソコンを弄いじり、意味不明の味み噌そ汁しると焦こげ料理をわんさか出したあの部屋だった筈はずなのに、今はキッチンも綺き麗れいに磨みがかれ、狂きよう乱らんの影は欠片かけらも無い。

　――あたしの負け。あんたの勝ち。

　――だから、いつみは仕方がないけど、あんたに譲ゆずる。

　だから、もう。何をしても俺達が競きそい合う事も無い。唐沢との接点も残ってない。

　綺麗に、片付く。塵ちり一つとして残らない。

　残らない……筈なのに。何かが……足りない。

「くぁ……っ！」

　思わず机に頭突つきをかまし、ズドン、と大地が揺ゆれた。俺は人様の家の机に頭突きを喰くらわせるほど非常識では無かったはずだが、とにかく一発何かにかましたかった。

　だって。何が分からないのかが、分からないのだ。分からないから動きようがなく、動けないのに身体からだは疼く。何かをしなければ、と訴うつたえる。でも分からない。

　だから、机に頭突きをかますだけ。

　らしくない。俺らしくない。こんなの、こんなのは全然――

「ええい、俺は何を悩なやんでるんだ……！」

　考えれば考えるほどドツボに嵌はまる。身体がずしりと重くなり、その事に溜息をまた吐はいた。

　よく考えてもみろ。冷静になるんだ。そもそも今日の俺は風か邪ぜっ引きなのだ。そのせいで頭が上う手まく働かず、先さき程ほどから寒さむ気けで時々身体が疼く。熱がぶり返してきたかもしれない。病人は家に帰って寝ねるべき。そうだろう？

　そうとも実に妥だ当とうな判断だ。おそらく十人中十人がそれでＯＫと言うに違いない。俺はさっさと寝るべきで、唐から沢さわ自身が必要無いと言うなら素直に家に帰るのが妥だ当とう。大体、唐沢とは生しよう涯がい二度と会えなくなる訳でもないし、困ったら電話なり手紙なりすればいい。だろう？

　なのに。もう少し、と後ろ髪がみを引く何かがある。

　身体からだが知っているのだ。唐沢と、あれだけ刃やいばを交まじえた男として。なにかが引っかかっているのか、それとも――

「……くそっ」

　ソファーに大きく寝ね転ころんだ。……正直、風か邪ぜで疲つかれているのは事実だった。身体が重い。

　ここに居れば、唐沢の顔をもう一度ぐらい見れる。だから、何だという訳では無いけど……別れの言葉ぐらい、言えるかもしれない。その時までには、何か閃ひらめいているかもしれない。

　もしあいつが出てきたら、なんて言ってやろうか。今まで色々ありがとう？　お前はそんなに悪い奴やつじゃなかったぜ？　格好良すぎだ。そんなんじゃない。唐沢に言う挨あい拶さつ。

　……あいつに言う言葉？

　そうだな。

　そんなの……
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　薄うすら明るい、夕暮れ時の空だった。

　熱くも寒くもない風が吹ふき、木々の掠かすれる音が聞こえてくる。物音に交まじって水の弾はじける音や、時に誰だれかの小さな声。……それに、僅わずかに人の気配がする。大自然の中のような、或あるいは小さな箱庭のような。

　気がつくと、俺は一人でベンチに座っていた。周囲には桜色の霧きりが被かぶさり、視界が僅かにグラグラと揺ゆれ動く。先さき程ほどから、何な故ぜか視線が定まらない。

　顔を上げると、空には綺き麗れいな満月が輝かがやいていた。……いや、少し違ちがう。

　空に浮うかんでいたのは丸い球状、というより円えん盤ばんのような物体だった。目を細めて見ると何やら表に大きな葉っぱの絵が描かかれており、鈍にぶい光こう沢たくを放っている。満月のように輝くそれをじっと睨にらむと、その円盤はぐるりと俺の目の前で回転した。

　それは、巨きよ大だいな……五百円玉？

「ねえ、朝あさ井い」

　声をかけられ隣となりを見ると、いつの間にか唐沢が隣に座っていた。

　彼かの女じよがゆっくり、口を開く。

「もし上う手まくいったらの話だけど。いつみの事、大事にしなさいよ。泣かせたらマジ殺す」

「あ、当たり前だろ。俺が泣かすような事するかよ」

　自然と、俺の口も動く。……あれ？

　この会話は、確か、

「まあ、あんたなら大だい丈じよう夫ぶよね。いつみの好みかどうかは別として」

　唐から沢さわが、溜ため息いき。それから僅わずかに表情を歪ゆがめ、俺おれから視線を逸そらした。そして……唐沢は自分の手のひらを、きゅっと小さく握にぎり締しめる。

「あんたと、一度でいいから。……してみたかったわ」

　唐沢が首を振ふって、続きの言葉。かすかに聞こえた気がしたが……結局、その言葉は霞かすみのように消えた。よく、分からなかった。

　……本当に？

　いや。今思えば本当は、微かすかに、聞こえた筈はずだ。また会えるから大丈夫。そう思って俺は結局、聞き返そうとしなかったけれど。

　唐沢は確かにあの時、言ったのだ。俺に。

　あんたと、一度でいいから。……してみたかった。




　一度でいいから。

　――本気で、
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　パチッ、と目が覚さめた時には、背中にべったりと汗あせが張り付いていた。軽く拭ぬぐうと、手のひらにへばりつく。慌あわてて携けい帯たいを取り出し時間を見ると、まだ十分ぐらいしか経っていなかった。窓の外は相変わらず朝の日差しが照りつけ、眩まばゆく輝かがやいている。桜色の霧きりも、揺ゆれるベンチも、五百円の太陽もそこには無い。

「……なんだ、今の」

　変な夢を見た気がした。内容は……何だかぼんやりしていて、もう思い出せない。

　だけど、最後の一言だけは今も耳に残っていた。

　……本気で？

　そういえば、唐沢はあの時、俺にそう言ったような。

　小さな声だったけれど。呟つぶやくように耳元で、そっと――

「……あの。朝あさ井いさ」

「うおっ！　って、おわあっ」

　突とつ然ぜん声をかけられ。ソファーから落ちかけた。バランスを取ろうと現れた冬ふゆ野のさんに掴つかまり、

「ひうぁ……っ！　朝井様、どこ触さわってるんですか！」

「うぇ？　うわっ！　わ、悪い！」

　手を離はなす。ずどん、とそのまま床ゆかに墜つい落らく。どこに掴つかまったかは聞くな。紳しん士しとして、やってはならない一線を超こえてしまった気がする。いや、一いつ瞬しゆんだったからよく分からなかったけど！

　と、とりあえず……冷静に、冷静に、落ち着いて。呼吸を整えて。よし。確かに小ぶりではあったが柔やわらかかった。小さいとは思ったが普ふ段だんは服に隠かくれてるだけで、意外とＢぐらいは……って違ちがうだろ俺おれ！

　顔を上げると、冬ふゆ野のさんは顔を真っ赤にしながら俺を睨にらんでいた。今日は珍めずらしく私服姿で、眼め鏡がねの奥おくの視線をキリキリと吊つり上げている。怒おこってる。間違いない。これはビンタ一発ぐらい覚かく悟ごするか。そう思い「すいませんでした……っ！」と言って目を瞑つぶる。そこに被かぶさる、冬野さんの低い声。

「――朝あさ井い様」

「はいぃ……っ！　な、なんでしょう冬野様。すいません。ごめんなさい。もうしません」

「……それはいいです。事故、のようですし。……それより、私より折り入ってのお願いがあるのですが」

「はい……なんでしょう……何でも聞きます……」

　これは何を言われても仕方が無い。そう覚悟を決めた俺の前で、冬野さんが瞳ひとみを細め――

「もう一度、お嬢じよう様を説得して頂けませんでしょうか」

「……へ？」

　飛んでくるのはてっきりお叱しかりの言葉だと思っていたが……予想外といえば、予想外なことを言われた。顔を上げる。

「唐から沢さわを、ですか？」

「はい」

　頷うなずく冬野さん。その目には、彼かの女じよにしては珍しく力がある。

「今回の転校は、お嬢様の本意ではありません。ですので朝井様に、もう一度お嬢様の気持ちを押おしとどめて頂けないかと。……私は立場上、どうしても面と向かって物を言えない所があります。ですが朝井様なら私と違い……お嬢様にも、言えると思いますので」

　一瞬、冬野さんが薄うすく瞼まぶたを下ろす。思うところがあるのかもしれない。

　……だけど。

「いや。そう言われても……」

　予想外の提てい案あんながらも返答に困り、つい誤ご魔ま化かそうと頭を掻かいてそっぽを向いた。

　それは正直、さっきから俺だって考えてはいるのだ。でも。

「あいつは、もう俺には関係ない、って」

　唐沢に、そう言い切られた。言われた以上、あいつに俺から何を言えばいい？

　何を言ったって聞いてくれる訳が無い。だって俺は、あいつとはもう縁えんが無いと――

「安心して下さい、朝あさ井い様。それは、嘘うそですから」

「……嘘？」

　聞き返すと、冬ふゆ野のさんはじっと俺おれの両目を覗のぞき込こんで。こう、答えた。

「お嬢じよう様が転校する原因は、朝井様にあるのです」

　俺。俺が、原因？
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　正直、未いまだ意味が分からない俺の前で冬野さんが口を開く。

「少々話が遡さかのぼりますが。お嬢様は実は以前から、主あるじ様と約束されている事があります」

「約束？」

「学校で目立つような形で暴あばれたり、人目につく事を禁ずる。要は、お嬢様をしておくこと」

「ああ。まあ、それは知ってるけど。それが何か――」

「それを破ったら。高たか倉くら様を、お嬢様の元から強ごう引いんに引きはがす、と言われております」

「……は？」

　引きはがす？　高倉さんと、唐から沢さわを？

　ちょっと待て。何だそれ。つまり、あれか？

　ええと……唐沢が大人おとなしくお嬢様をしていないと、唐沢本人じゃなく高倉さんを、引きはがす。……引きはがす、って何だ？

「高倉様が、お嬢様のために喧けん嘩かをなされた、という話はもうご存じだと思いますが……その時、主様は高倉様の態度が相当頭に来たらしく、彼女を強引にお嬢様から遠ざけようとされました。……主様は、お嬢様がお嬢様らしく過ごす事こそ幸せだと考えておられるので、中々そういう話を理解しようとされないのです。私達がまだ、高校生の子供だという事もありますが」

「ちょっと待ってくれ冬野さん。その前に気になるんですけど、引きはがす、って何ですか？」

「平たく言えば、強引に転校させる、という事で」

「……他の家の女の子を？」

「はい」

　あっさり頷うなずく冬野さん。

「私の主様は俗ぞくに言う、お偉えらい方々と繋つながりがありまして。財力と権力だけは多分にお持ちになっています。それら相応のパイプを使い、主様はお嬢様にとって教育上邪じや魔まだと思われる人を、無理やり転校させてしまうのです」

「いやいや、無理やりって……学校に圧力とか？　それとも高倉さんに転校しろ、って？」

「いえ。その……要は本人ではなく、親に圧力をかければ良い訳です。つまり高倉様の場合、高たか倉くら様の親に権力なり金なりを行使して圧力をかける、とか」

「なっ……ちょっと待て。そいつは汚きたねえぞ！」

　高倉さんに直接、ではなく親かよ。そんなの、そんなの――逆さからいようが無いじゃないか。

「もちろん頻ひん繁ぱんにではありませんし、誰だれでも、という訳にはいきません。が、お嬢じよう様はその辺あたりの事を非常によくご存じですし、色々と経験もなされています。ですので……その話が出た時、お嬢様は必死に主あるじ様を説得し、高倉様を守りました。具体的には、主様は高倉様に手を出させない代わり、お嬢様は草くさ地じ一いち高校でもお嬢様として過ごす事。勉強もする、習い事もする、その他幾いくつかの条件と……それに加えて高校三年が過ぎたら、必ず唐から沢さわ家に従属する事」

「じゃ、じゃあ唐沢と高倉さんって」

「最初から、お嬢様は高校三年間のみのお付き合いをされるつもりでした」

「なっ……あいつ……！」

　あんなに必死に、俺おれとやりあってたのに。あいつ自身は、三年限りのつもりだったのか。

　しかも、あいつがお嬢様をしてたのは……結局、お父とう様が怖こわいとか、クラス内での見み栄えとか。そんな事は全然関係なく。

　自分を助けてくれた高倉さんを、守るため？

「冬ふゆ野のさん。高倉さんは、その話は」

「もちろんご存じありません。そんな話をもしされれば、今度こそ高倉様は激げき怒どされて、色々と」

「……だよな」

　そうだろう。高倉さんの事だ、真っ先に飛んでいくに違ちがいない。唐沢が転校騒さわぎをしただけで、あの勢いだ。唐沢は、隠かくし通すに決まってる。

　しかもその事を、今まで誰にも。高倉さんを互たがいに競きそってる俺にも、一切言わず……！

「あの、馬ば鹿か……！」

　愚ぐ痴ちる。と同時に、頭の中に言葉が過よぎった。

　――エセお嬢様。俺があいつに、何度言ったことか。

「……くそ。ったく、あいつ。なんで俺に相談しないんだよ……！」

　そういう事情ならお嬢様のフリぐらい、手伝ってやっても良かったのに。俺に教えてさえ、くれれば。

　それとも俺は、唐沢にとってはその程度の奴やつなのか？

　確かに唐沢と俺は友達じゃないさ。むしろ敵同士だ。でも高倉さんの為ためになら、協力できる相手でもあった筈はずだ。この部屋で、あんなに険悪だったあいつと一いつ緒しよに頑がん張ばったのだって……高倉さんの為に、っていう目標があったから。

　今だって、そうだろう？

　高倉さんに言えない事でも、俺になら別に。幾ら俺と関係無い、っていっても、相談ぐらい！

「朝あさ井い様」

「ったく、あいつは、本当……！」

「あの。実はここからが、本題でして」

「……は？　って、まだあるんですか！」

　あいつどんだけ隠かくし事してんだよ！　裏設定ありすぎだろ！

　……って、いかん。冬ふゆ野のさんに言っても仕方が無い。言うなら唐から沢さわにだ。反省するのも後。とりあえず、全部聞いてからだ。

　覚かく悟ごを決めて冬野さんを見つめると、彼かの女じよはこくり、と頷うなずき。

「実は今回のお嬢じよう様の転校は、それが主な理由ではないのです。……主あるじ様は厳きびしい性格ですが、交かわした約束は必ず守る方です。ですので、今回の転校は別件でして」

　そこまで言った所で、冬野さんが俺おれを見つめ――

「実は、お嬢様は……朝井様を庇かばっておられるのです」

　俺を見つつ、そう告げた。

　……朝井様を、庇っている。

　……朝井様？

　朝井様、って誰だれだ？

　高たか倉くらさんと同じぐらい、唐沢が守らなきゃいけない奴やつなのか？

　って、

「はあぁ？　俺かよ！」

　そこで、俺？

「はい。主様はどうも、朝井様の存在がお嬢様に悪あく影えい響きようを与えていると判断されたらしく、それで今度は朝井様を……でもお嬢様はそれを嫌きらって、自分から転校する、と」

「なっ」

「そう思ったからこそ、お嬢様は先刻の勝負でも朝井様を挑ちよう発はつして……その。わざと、負けるよう仕向けたようでして」

「……ななっ」

「大だい地ちさんは本気だったかもしれませんが、少なくとも私とお嬢様は――」

「わ……わわ、わざとおおおおお!?」

　待ってくれ。わざと負けた？　俺を庇って？　あいつが？　なんで？　っていうか、わざと？　俺とあいつは真しん剣けん勝負をしたはずだろ？　手加減？　……唐沢が？

　それこそ意味が分からない。なんで、そんな事を。だって、あいつは俺の敵で、俺が倒たおすべき相手で、なのに、手加減――

「くっ……」

　駄だ目めだ、一気に色々ありすぎて混乱する。落ち着け。冷静になるんだ俺。冷静に、一番最初から考えるんだ。唐から沢さわが手加減した？　どうして？　あいつ、本気で来いって言ったよな？

　とりあえず、始まりはどこだ。最初の始まりは……あれだ。俺おれが、唐沢に悪あく影えい響きようを与える、とあいつの父親に思われた。そこが全すべての始まりだ。

　俺の名前が出てくるのは、まだ分かる。俺と唐沢は確かに派手に暴あばれたし、それがばれれば……お嬢じよう様を良しとする父親が怒おこるのは、理解出来る。

　でも。どうしてあいつが、そこで俺を庇かばう？

　だって唐沢としては俺なんかどう脅おどされたって、引っ越されたって関係ない。むしろ引っ越してくれた方が万ばん々ばん歳ざいの大喜び。俺は倒たおすべき相手のはず。駄だ目めだ、もうそこから分からない。

「……なんで、俺？　っていうか、俺？　……それ、唐沢の勘かん違ちがいじゃ」

「お嬢様はさすがに勘違いで転校するほど馬ば鹿かではありません」

「で、でも……」

　唐沢自身が言ってたじゃないか。俺と唐沢を繋つなぐものは、恋こい敵がたきという言葉以外に何一つ無い。ただの隣となり同士のクラスメイト。

　どう考えても筋が通らない。言ってみればメインヒロインが困ってるのに、それを無視して脇わき役やくを助けてるような。三流どころか物語として成立してない程ほどに、全く見当外はずれな――

「まあ、お嬢様は昔から、不器用なところがありましたから……そういう方法しか」

「不器用って問題じゃねーだろ！　なんで唐沢が俺を庇うんだよ。そんなの、どう見ても……」

　おかしい、だろう？

「……へ？」

「あいつ的には俺が引っ越したって、別にどうでもいい筈はずです。唐沢が言ったんですよ。俺とはもう、関係無い、って。そもそも俺を倒すために唐沢は頑がん張ばってるんですよ？」

　そう呟つぶやき、冬ふゆ野のさんに同意を求める。が、彼かの女じよは何な故ぜかビミョーな顔で首を傾かたむけてしまい。

「あの。もしかして朝あさ井い様、お嬢様が庇う理由に、心当たりがありませんか……？」

「ねーよ！　あったらこんなに驚おどろくかよ！」

「え……ええ？」

　冬野さんが逆に驚く。なんで、と聞こうとした俺の前で、彼女が続けて。

「ではどうして、お嬢様の事でこんなに悩なやまれていたのですか？　随ずい分ぶんうなされておられましたが」

「あん？　そんなの、だって……ええと」

　それは、別に悩んでた訳じゃ無い。ただ、その。えーと、そう。

「あいつが居なくなると、えっと、まず高たか倉くらさんが悲しむだろ？　唐沢は大だい丈じよう夫ぶって言ってるけど、やっぱり友達だしさ。それにあいつが居ないと教室での俺の評判も悪くなるし、それに今の話だと唐沢だって自分の本意じゃ無いだろ？　つーかあいつ、ハッキリ言って居たら迷めい惑わくなくせに居ないともっと迷惑だから仕方無くっていうか！　っていうかあの野郎、わざと負けたって何だよ！　そんなの絶対認めねーし……と、とにかく理由なんて山ほど」

「朝あさ井い様」

「おぅ！　……って、何ですかその視線」

　物もの凄すごいジト目で冬ふゆ野のさんが俺おれを見つめている。何だ。俺が何をした？

「朝井様は……本っ当に、駄だ目めな人ですね！」

「はい？」

「なんでもありません。暴ぼう言げんを失礼しました」

　しれっと冬野さんが答え、顔を背そむけてしまった。俺の発言に何か問題でもあっただろうか。……でも真実だよな？　俺は、嘘うそはついてないぞ？

「とにかく。お嬢じよう様の事を、どうかよろしくお願いします」

「え、ええ。分かりました。っていうか、そこまで言われたら俺だって……！」

　改めて頷うなずく。今の話は後回しでも十分だ。

　……あいつを説得する理由が無い？　俺と唐から沢さわはただのクラスメイト？　今考えれば、とんでもない馬ば鹿か話。理由なんて、最初から腐くさるほどあったのだ。

　俺は唐沢に庇かばわれている。そのせいで転校します、だなんて。そんなの。

　俺は絶対に、認めない……！

　叩たたきつけるように床ゆかを踏ふみしめ立ち上がる。早足で歩くと冬野さんが後を追い、十秒とかけず唐沢の部屋へ。入り口のドアを睨にらんだ瞬しゆん間かん、頬ほおが熱くなった。

　――行かせるものか。絶対に、あいつを。

「唐沢。話がある。……もう一回、いいか？」

　今はまだ、怒いかりを押おし殺し。ドアノブに手をかけ、回す。

　どうせ開かないだろう。そう思いつつ力を込こめたが、

「……ん？」

　ドアは音も無く、綺き麗れいに開いた。

「唐沢？」

　そっと、中を覗のぞく。

　唐沢の寝しん室しつだけは、引っ越し直前までそのままだったのか。大きなベッドとクマさん人形、あとは勉強机だけが残っている。奥おくには唐沢の握にぎりしめていたピンク色のカーテンがはためき、その後ろの窓は綺き麗れいに開け放たれていた。脇わきに、小さなメモが一つ。

　拾う。




『冬野へ　先に空港に行ってます　鈴すず』




「くあ……っ！」

　つい、声をあげてしまった。ばたばたとなびくカーテン目め掛がけ、手にしたメモをぶん投げる。

　……あいつの事だ。俺おれと会った事で決断が鈍にぶる前に、とか考えたのかも知れない。

　唐から沢さわは意地っ張りで暴ぼう言げんも多いとんでも女だが、でも本当は親の事とかで、人に迷めい惑わくかける事が嫌きらいな奴やつだ。高たか倉くらさんが以前少しだけ言ってた通り、あいつは……そういう奴、なんだ。

　でも。

　あいつは……俺が本当に、それで諦あきらめると思うのか？

　あれだけ会話をして、あれだけ刃やいばを交まじえた俺なのに。こんな形で決着をつけて――俺が黙だまっていると、本気で思っているのか。

　窓まど枠わくを殴なぐりつけ、外を睨にらむ。空に燦さん然ぜんと輝かがやく太陽を睨むと、光がチリチリと照りつける。

　……まだだ。まだ大だい丈じよう夫ぶだ。まだ間に合う。そうだろう？

「追いかけましょう、冬ふゆ野のさん。唐沢の奴やつだってそんなに早く出た訳じゃないはずです」

　冬野さんに頷うなずき、慌あわてて部屋を飛び出した。格好なんかつけてる暇は無い。一分でも一秒でも、ただ早く。

　待ってろ、唐沢。今すぐお前に追いついて。その小さな身体からだを捕つかまえて。

　それから……あいつに言ってやるのだ。

　お前との勝負で、こんな結果。俺が納得してない事を。

　そして――今度こそ。俺と本気で勝負しろ、と。

　……あいつを連れ戻もどす理由なんて、そうさ。それだけで十分だろう？





　―― 幕間　五 ――





　あたしが強くても、他の人が駄だ目めになる。遠とお野のちゃんは、もう居ない。

　あの日から春が終わり、夏が過ぎ。秋が流れて冬が来る。季節を追うごとに成長し、やがて本当のあたしを知る人も居なくなる。

　残念ながら、あたしは表向きはお嬢じよう様で、誰だれも本当のあたしに気付かない。

　お父とう様はあたしの幸せの為ためにと言うけれど……あたしは別に、お金持ちとか、将来素敵な、とか。そんな事には興味がない。ただ、今をもっともっと楽しみたい。

　でも、それも駄目だという。あたしは、こうでなきゃ駄目だという。

　……だったら、あたしは。町まち本もと鈴すず、っていうあたしは。何ど処こに、

「ねえねえ、唐から沢さわさん。ちょっといい？」

　物思いにふけっていた所に、声をかけられた。慌あわててお嬢様に戻もどり、振ふり返る。

　相手を見て――誰だろう、と最初に思った。あたしのクラスメイトじゃない。名前も知らない。でもあたしは学校では有名人で、向こうはあたしの事を知っている。……知っている、つもりになっている。よくある事。

　そして勝手に、あたしをいい人、素敵な人、と勘かん違ちがいしているのだ。……きっと、今も。

「はい。私に……何か？」

　心の内で溜ため息いきを吐はきつつ問い返すと、彼かの女じよはあたしの前で何な故ぜかくるりと一回転。そして、

「困ってる人は放っておかない！　何事にも全力で首を突つっ込こみ、光を与える救世主！」

　足をぴたりと止め。彼女はあたしに、その小さな手を差し伸べて。

「あたし、高たか倉くらいつみ。よろしく！」

「……へ？」

　……この人、何？

「いや、ごめん。あのさあ唐沢さん。最近こう、何だかこっそり疲つかれた顔してるからね？　お困りごとや悩なやみ事。何かありませんか、と思って。……何ていうか、あたしの電波が反応したの。こう、ビビッ！　と」

　うんうん、と頷うなずく彼女。その様子を見つつ、完全に固まったあたしの前で「ん？」と呟つぶやき。

「どうかな？」

　そう、誘さそってくれた。




　最初の印象は……変な人。だけど。
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　どういう訳か知らないけれど。彼かの女じよは初めて、あたしに気付いてくれた。

　町まち本もと鈴すず、という今や隠かくれたあたしの存在に。







　―― 第六章 ――







　　　　１．





　勢いよく唐から沢さわ家の玄げん関かんドアを開くと、入り口に立っていた高たか倉くらさんを思いっきりどついてしまった。わわっ、と高倉さんが手を振ふり回して踏ふん張り、俺おれの方に振り返る。何てことだ、幾いくら気持ちが高ぶってたとはいえ、愛いとしの高倉さんをぶっ飛ばしてしまうとは。

「たた、高倉さんマジすいませんっ！」

「いや、それはいいけど……」

　高倉さんは現れた俺の顔をじっと見つめ、どうだった、と無言で問う。彼女はあの後ずっと玄関先で悩なやんでいたのか、その頬ほおには汗あせが一筋流れていた。

「朝あさ井い君。鈴すずの様子、どう？」

「え？　ええと、唐沢は……その。すいません、逃にげられました」

「逃げた？　……鈴が？」

　驚おどろく高倉さん。本当にすまない。でも――

「はい。ですので、今から追いかけます！　今度は絶対、連れ戻もどしますから」

「……大だい丈じよう夫ぶそう？」

「ええ。いけます」

　即そく座ざに頷うなずく。自信というより殆ほとんど自己満足の感じだったが、唐沢の奴やつを連れ戻そうとする気持ちは、しっかりある。それに一応は高倉さんの手前、いい所を見せたい。

　だからここは、びしっ、と「大丈夫！」と。

「ですので、任まかせてください！」

「……そう」

　きっちり自信ありげに答えたつもりだったが、何な故ぜか高倉さんはしょげてしまった。何故だ。俺の『任せて』って、あんまり信用されてないのか。

「朝井様。……高倉様。お待たせしました」

　俺と高倉さんの前に、先回りしていた冬ふゆ野のさんが例のベンツで玄関前に登場。運転席から彼かの女じよが顔を出し、後部座席を開く。唐沢がどんな交通機関を使う気かは知らないが、最終的には空港に行くはず。先回り出来れば。そう思って車を用意して貰もらった。

　その車に飛び乗ったところで、

「後部座席でもシートベルトは忘れずにお願いします。私、逮たい捕ほされたくありませんので」

「おぅ！　でも冬ふゆ野のさんって普ふ通つうに年ねん齢れい違い反はんじゃ」

「飛ばします」

　冬野さんが一気にアクセルを踏ふみ、ロケットよろしく車が発進。

「うおおっ！」

「ひゃっ」

　早い。早いぜ冬野さん。そう叫さけぶ暇ひまもない。高たか倉くらさんとぶつかりそうになり、慌あわてて支える。傾かたむいた身体からだから冬野さんの運転席が見えた。速度計がガンガン上昇、公道に入ってからは八十キロ近く出している。殆ほとんどノンストップのまま高速道路へ滑すべり込こみ、更さらにアクセルを踏み込む。

「申し訳ありません。私かなり焦あせってますので」

　無表情で答える冬野さん。その視線は前方をしっかり睨にらみ、ハンドルをぎりぎり握にぎりしめてレーサーのように真しん剣けんそのもの。ちょっと格好いい。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶなの冬野さん。スピード」

「私とて、ただ黙だまっているだけの召めし使つかいにはございませんので」

「……そう」

　意味深に呟つぶやき、高たか倉くらさんが俺おれを注視。……これは、俺を頼たよりにしてるという事か？

「でも……説得の切り札は朝あさ井い君、なんだよ……ね？」

「ええ。任まかせて下さい。今度こそ」

　根こん拠きよは無いが、自信はある。それに、高倉さんにも冬野さんにも俺が不安を見せる訳にはいかないのだ。女の子を不安にさせるのは男として三流だしな。

　その返事に冬野さんは微ほほ笑えんだのだが、高倉さんはまたも溜ため息いき。何な故ぜ。

「……あの、高倉さん。もしかして俺って信用されてません？　さっきから、こう……」

「へ？　あ、ううん。違ちがうの。何ていうか、なんであたしじゃなくて朝井君なのかなぁ、って」

　首を振ふる高倉さん。

「だってさ。鈴すずは、あたしには何も話さない。相談もしてくれない。朝井君は、説得する自信があるって言うけど、あたしには全く無い。……それってさ。あたしは結局何なんだろう、みたいな。何も出来てないじゃん、みたいな。へこむ所じゃない、ってのは分かってるんだけど」

「そ、それは、その……」

「なんか、ちょっと仲間はずれな感じなんだよ。今考えることじゃない、って思うけどね」

　溜息をつく高倉さん。でも――それは正直、仕方の無いことだと俺は思う。

　別に俺も唐沢も、彼女に隠かくし事をしたい訳では無いのだ。

　理由なんて、たった一つ。俺も唐沢も、とても高倉さんラブであり。その高倉さんに『あなたのせいで唐沢が』なんて絶対に言いたくないし、唐沢の考えてる通り家の事情にもあまり巻き込こみたくない。

　でも、それは仲間はずれとは違ちがう。それに高たか倉くらさんは何も事情を知らなくても、俺おれ達と一いつ緒しよに来てくれる。だから、仲間はずれなんかではなく、むしろ――

「あの。高倉さんには、多分、その。唐から沢さわは……何があっても笑ってて欲しい、って思ってるからだと思います」

「……ん？」

　そう。それは俺と唐沢の持つ、実に単純な答えの一つ。

「これは、もちろん俺も、なんですけど……唐沢は多分、高倉さんの事が本当に好きなんです。高倉さんを誰だれよりも一番に守りたいっていうか。迷めい惑わくかけたくないっていうか……だから、高倉さんには何も言わないんです。愛情の、裏返しなんです。太陽を曇くもらせたくないと言いますか、その」

　……ええい、恥はずかしい。くそ。というか、なんで俺が唐沢の代弁をせねばいかんのか。むしろ俺が言いたいぐらいだよ！　あなたは俺の太陽だ、って！

　でも、俺だからこそ代弁できるんだ。

　俺も同じで、唐沢も高倉さんの事が超ちよう好きだから。多分だが、唐沢が思ってるのはこういう事じゃないのか、と。

「とにかく、唐沢は高倉さんの事が大切、なんです。本当に大切で、大切すぎるから、過か剰じように守ろうとしたり……何も言わないんです。だから、仲間はずれではないんです」

「……そう、かな」

　高倉さんはどことなく、不安そう。でも大だい丈じよう夫ぶ。それに関しては百パーセント以上の自信がある。だって、あの唐沢だぞ？　あいつが高倉さんの元以外、一体何ど処こに行くというのか。

「あの。どうしても不安だったら、その……もし唐沢が戻もどってきた時、なんですけど」

　言いながら次の台詞せりふを考え、くっ、と唸うなる。唐沢め、こんな所でも俺に、こんな台詞を言わせるのか。いや、でも仕方が無い。今は高倉さんを励はげますため。だから、仕方無く……！

「もし会ったら唐沢を、おもいっきり、む……くっ。むぎゅー、ってしてあげてください」

「……むぎゅー？」

「ええ。むぎゅー、です。多分あいつ、それが一番喜びます。下へ手たするとそれで万事解決、かもしれません」

　愛は地球を救う、ならぬ唐沢を救う。それで高倉さんが喜ぶならそれで良し、唐沢だって抱だきしめられれば少しぐらい気が変わる筈はずだ。

　あとは、俺があいつに――

「着きました！」

「よっしゃあ行くぜ！　あの馬ば鹿かを、連れ戻す！」

　車から飛び降り、拳こぶしを天に突つき刺し握にぎりしめる。空はまだまだ朝の半ば、太陽が眩まぶしく輝かがやく時間帯。俺おれにはこれ位が丁ちよう度どいい。そうさ、俺達には月より太陽の方が似合っている。

　まずは、あいつを止める。でなきゃ俺に明日は無い。高たか倉くらさんが悲しむわ、俺の学校の平へい穏おんも危あやういわ、といい所がなさ過ぎる。そして何より、俺自身が納得出来ない。

　そう。唐から沢さわの為ためという以上に、これは――俺のためでもあるのだ。あいつときちっと話をつけたい、という俺自身の自己満足！

「高倉さん、冬ふゆ野のさん、急ぎましょう！　さあ行くぜ唐沢、首を洗って待ってやが――」

「そっちは国際線です朝あさ井い様！　どこに行くつもりですか！」

「え？　っていうか、すまん、俺空港って初めてでよく分からないっていうか……」

「こっちだよ」

　高倉さんに案内されつつ反対側に走り出す。自動ドアを抜ぬけた瞬しゆん間かん、だだっぴろい空間に一瞬目がくらんだ。目の前から、キャリーバッグを引きずりながら私服姿の客が数人歩いてくる。あっちか。いや、おもいっきり『到着口』とか書かれてる。違ちがう。

　他の二人は俺より冷静らしく、すぐ脇わきにエスカレーターを発見してかけ上がる。その背を慌あわてて追い、二階へ。唐沢はどこだ。駄だ目めだ見つからない。どうする。

「唐沢の奴やつ、もしかしてもう」

「いえ、それは無いと思います。とりあえずは大だい丈じよう夫ぶでは、と……」

「へ？」

　慌てる俺の隣となりで、何な故ぜか辺あたりを見み渡わたしつつほっとする冬野さん。

「いや、大丈夫って何がですか」

「ええ。おそらくですが、お嬢じよう様はまだ、空港に着いてないのではと思います。……私が飛ばした甲か斐いがあった、というもので」

「あ」

　そうか。公共機関を使うなら、バスだろうが何だろうが待ち時間もあるし、それに唐沢にだって移動時間がある。対して、俺達は猛もうスピードで車でぶっ飛ばしてきたのだ。……途と中ちゆうで追い抜いてしまった可能性は、確かに高い。

　なら、あとは待てばいいだけ。大丈夫。焦あせる必要は無い。唐沢は、必ず来る。

「ですので朝井様。あとは暫しばらく、お嬢様にかける言葉を考えて――」

　俺の隣で、冬野さんがそう言いかけ。途中で……ぴしり、と身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　まるで、何か恐おそろしいものを見つけたかのように。……どうした？

「冬野さん？」

　高倉さんも近寄り、冬野さんの視線を追って前へ。その高倉さんが今度は「あ」と呟つぶやき。猫ねこのように目を細めた。俺も、それに倣ならって前を向く。

　人だかりの左程ほど無い空港のロビー。冬野さんと高倉さんが見つめる先には、空港のカウンター。その入り口で一人、背広を着た背の高い男が搭とう乗じよう手続きを進めていた。両りよう腕うでを組み、なにやら険悪そうな雰ふん囲い気きだ。

「主あるじ、様……」

　そう呟つぶやく、冬ふゆ野のさんの声が男にも聞こえた――という事は無いだろうけれど。男がそこで振ふり返り、俺おれ達に気がついた。太い眉まゆ根ねを寄せ、何となく柄がらの悪そうな男がこちらを睨にらむ。身長はおそらく百八十センチ近くあり、見ているだけで謎なぞのプレッシャーが肌はだに来る。

　カウンターでチケットを受け取り、ゆっくりと俺達三人に迫せまってきた。俺との身長差は、頭一つ分ぐらい。見上げなければならない程ほどに、大きい。

「冬野。もう来たのか。……鈴すずはどうした？」

「え……あ……」

　石のように冬野さんが硬こう直ちよく。カタカタと震ふるえだす。……冬野さんも、怖こわいのか。

　その冬野さんの前に一歩、高たか倉くらさんが勇み出る。あいつが睨む。

「……またお前か」

「悪かったね。あたしは鈴の友達なの。黙だまって放っておくのはあたしの趣しゆ味みじゃないの！」

　高倉さんが啖たん呵かを切り、続いて俺も前に出た。悪いが今回の相手は高倉さんじゃない。俺だ。

　いい機会だと思った。一度はこいつと話をしておきたいと思っていたのだ。人様を勝手に知らない所で脅きよう迫はくしやがって、今まで姿を見せなかった……こいつ。考えてみれば好こう都つ合ごうだ。唐沢が来る前に話をつけてやる。そして唐沢を連れ戻もどす。完かん璧ぺきだろう？

　あいつが現れた俺を見つめ、首を傾かしげる。その次の台詞せりふは――

「で、君は誰だれだ？　睨む前に名乗ったらどうだ」

「っ……あんた、脅迫する奴やつの顔ぐらい覚えとけよ。俺が朝あさ井いだ」

「……ああ。君か。うちの鈴の邪じや魔まをしてるという男は」

「おうよ。っていうか、邪魔されてるのは俺の方だけどな。ったく、あいつは……」

　本当、勘かん弁べんして欲しいものだ。居ても困るが、居なくなるともっと困る。その上、何で俺がこんな所まで……いや、そんな話をこいつにする意味は無い。

「鈴はうちの娘だ。教育方針は私が決める。あまり邪魔しないで貰もらいたい」

「けっ。無理やりお嬢じよう様させて、教室で笑わせて？　そんな嘘うそくせえお嬢様作って、それが教育かよ。姿すがた形かたちだけ変えたって上う手まくいくもんじゃないだろーが」

「……高校生には分からんだろうな。見た目を変えれば、大たい抵ていのことは上手く行く。学校では習わんだろうが、人間は何事も見た目だ。……鈴は高校で慕したわれているだろう？」

　ああ。その事ならよく知ってるさ。本当は暴あばれん坊なのに、学校では学園一のお嬢様。皆に愛される可愛かわいい女の子。『学園の宝石』。確かにな。見た目の効果は認めるよ。

　でもな。それだと唐沢本人の気持ちはどうなる？　あの高倉さんに対する熱い情熱は？

「あいつが嫌いやがってる事ぐらい、知ってるよな。それでもお嬢様させるのかよ」

「そう思うのは今だけだ。いずれ、鈴もお前も分かる。お前達の言う建前のお嬢様像が、どれほど社会で有用か――」

「その将来の為ために、あいつが今物もの凄すごく大変なんだぞ！　知っててやってんのかよ！」

「もちろんだ」

　意外にも、あいつはあっさり認めた。が、

「確かに、鈴すずは今は大変だろう。だが、それは必ず後の唐から沢さわ家の為ために、ひいては鈴自身の為になる。鈴には才能もあれば実力もある。後はその見た目と自らの性格をきちんと正せば、鈴は必ず表おもて舞ぶ台たいに立てる人間になる」

　ふん、と鼻を鳴らす。

「いいか？　高校は人生の将来を決める大切な時期だ。その時期にお前のように遊び呆ほうけるか、それとも鈴のように実力を高めていくか――その差は必ず、一生の差として、出る。その将来のための指針を示すのは、親として当然の事だろう？」

　あいつが続ける。……なるほど。その主張はまだ分からなくも無いさ。でもな。

「将来も大切だけど、今だって大切なんだよ！　あいつにはもっと大切なものがあるんだよ！」

「それは要いらん道草だな。人生を腐くさらせる悪いリンゴだ」

「けっ。悪いかどうかは、食ってみてから考えろってんだ」

　売り言葉に買い言葉。完かん璧ぺきに平行線。駄だ目めだ。根本的に、やはりこいつとは話が合わない。どれだけお偉えらいさんで育ってきたかは知らないが、今の俺おれには間ま違ちがってるようにしか見えない。

　将来とか未来とか。そんな事より、俺には今が大切なんだ。あいつと刃やいばを交まじえて、会話をしたあの瞬しゆん間かんこそが。

「お前がどう言おうと、鈴が戻もどればそれでいい。私は他人の人生に干かん渉しようする気は無い」

「唐沢が戻るのは、お前が脅きよう迫はくしてるからだろ？　最悪だな」

「教育の一いつ環かん。それが鈴の為だ。……あいつを今まで放り出していた分も含ふくめて、世話をするのも親の役目だからな」

　そう言いつつ、一瞬、あいつが唇くちびるを歪ゆがめる。……言葉は全然似合わないが、もしかしたら、こいつもこいつなりに唐沢に対する見解があるのかもしれない。

　でも、やり方が間違ってる。

　だってお前は――唐沢がどれだけ高たか倉くらさんを好きか、知らないからだ。

　あいつが鼻を鳴らす。唐沢は自分には絶対逆さからえない。そういう自信があるんだろう。でも悪いが、俺だって引き下がれない。

　俺と唐沢は恋こい敵がたき。だからこそ、俺は唐沢と、一生懸けん命めい戦った。その時の気持ちを――こんな独どく善ぜん的な奴やつの考えに邪じや魔まされてたまるものか。いや、誰だれにも邪魔なんかさせちゃいけない。

　あれは、俺と唐沢の勝負だから――

「まだ言いたいことがあるか？」

　あいつが俺おれに尋たずねてくる。言いたいことなら、それこそ、

「山ほどあるぜ！」

「そうか。……まあ、続きは鈴すずに直接言ってみる事だ」

　あいつがそう告げ、エスカレーターに目を向ける。俺もそちらを向くと、そこには小さな鞄かばんを持った唐から沢さわが、俺達を見たまま呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。





　　　　２．





　唐沢は目の前で何が起きてるのか把は握あく出来なかったらしく、俺達を見て完全に硬こう直ちよくしていた。無言のまま『何で朝あさ井いがここにいるの』みたいな顔で俺を見る。

　……全く、お前は。

　何で来たかぐらい、心当たりあるだろう？

「鈴。お友達に挨あい拶さつをしてから来なさい」

　あいつが余よ裕ゆうたっぷりに唐沢へ声をかけ、その声に唐沢が背筋を立てる。唐沢の奴やつは余よ程ほどあいつの怖こわさを知っているのか……その硬直から解かれた後、一度頭を下げ。俯うつむき気味にこちらへとゆっくり歩いてきた。

「――朝井君。……あとは、お願い」

「お嬢じよう様を、どうか」

　後ろから、高たか倉くらさんと冬ふゆ野のさんが俺に声せい援えんを送る。その言葉をしっかり受け止め、唐沢の方へと向かった。あいつの表情は未いまだ俯きがちでよく見えないが、でも顔なんて見なくても考えてる事ぐらい、俺でも分かる。

「……唐沢」

　お前は、本当は、嫌いやなんだろう？

　高倉さんと離はなれる事も。転校する事も。

「色々、ありがとうございました。お見送りまで来て頂いて」

　抑よく揚よう無く、丁てい寧ねいに俺に頭を下げる唐沢。そのまま俺の横を通り過ぎようとした所で、ぐいっ、とその手首を掴つかんだ。――行かせるものか。

「お見送り、じゃなくてお迎むかえだ」

「……朝井さん。私はもう行かないと」

「お前が行きたいなら別だけどな。違ちがうだろ？」

　聞かせろよ。なあ唐沢。

「――鈴。行くぞ」

　あいつが再度声をあげ、唐沢が劇げき的てきに反応。力ちから技わざで俺の腕うでを強ごう引いんに振ふり払う。

「……ありがとう、ございました」

　と言って背を向けたところで、

「逃にげんな！」

　唐から沢さわの肩かたを後ろから掴つかんだ。うぐっ、と唐沢が一いつ瞬しゆん詰つまった声をあげ、その足を止めた所で引き寄せた。あからさまな力ちから技わざに焦あせったのか、唐沢が慌あわてて俺おれの腕うでを掴む。

「ち、ちょっとあんた、力技はせこ」

「負け逃にげか？　お前、悔くやしくないのかよ。負けず嫌ぎらいの唐沢が、尻しつ尾ぽ巻いて逃げるのか？」

「っ……」

「いつもみたいに、俺にかかってくればいいだけだ。だろう？」

　その耳元でそっと囁ささやいてやると、唇くちびるを噛かむ唐沢。

　それを見て、少しだけ安心した。こいつの魂たましいにはまだ、炎ほのおの輝かがやきが残ってる。こいつは完全に屈くつしてる訳じゃ無い。そりゃあそうさ、相手はあの唐沢鈴すず。そう簡単に折れる筈はずが無いのだ。

　だったら後は――

「おい。鈴を離はなせ」

　あいつが文句をつけてくる。当然だ。力で抑おさえてるんだからな。

　でも。こいつには、聞いて貰もらわなきゃいけない事がある。

「あと五分で終わる」

「必要な――」

「あと五分！」

　あいつに大声で突つっ返し、唐沢の肩を掴んでぐるりと俺の方へと向けさせた。

　その瞳ひとみを眼がん前ぜんに、しっかりと目の前に見み据すえて、伝える。

　唐沢は、未いまだにお嬢じよう様モードのまま。だけど、その嘘うそはもう俺には通じない。

「なあ唐沢。もう一度俺と、勝負しよう」

「……もう一度？」

「そうだ。もう一回、再戦だ。今度こそ、お前と、きっちり正々堂々と、な」

　伝えると、唐沢が困ったように視線を逸そらす。

「ですが、勝負は既すでに――」

「ついてない。……お前、わざと負けたんだってな」

　即そく座ざに核かく心しんを突くと、唐沢の頬ほおが、ひくっ、と小さく反応した。

　当然だ。こいつはまだ、俺にばれてないと思ってる。でも悪いが全部、冬ふゆ野のさんから聞いた。

　……あの勝負の真実も。そして、その前に俺と唐沢が二人でいた時、何が起きたかも。

「お前、あの親から電話受けたの、親しん睦ぼく会かいのあの時だったろ？　……俺もよく覚えてる。俺とお前が、一いつ緒しよにベンチで休んでた時だ。今考えたらとんでもない話だぜ。俺がぼけーっと立ってる目の前で、お前はあいつと、俺を脅おどすだどうだ、っていう話をしてたんだよ。……ったく、その時俺がもうちょっと……いや、いい」

　今さら言っても仕方が無い。それよりも。

「お前、あの時に言ったよな。俺おれと勝負するって」

「……そ、そうでしたか？　私、実はよく覚えてな――」

「正々堂々、勝負する、って言ったよな？」

「……」

「言ったよな？」

「……い、言ったような、気も……しなくも……」

　答えつつ、唐から沢さわが視線を逸そらす。

「お前、俺の顔見て言えよ……！」

「ど、どっちを向いてお答えしても、お返事はお返事です……！」

「お前って奴やつは……」

　問い詰つめられた時の嘘うそはとことん下へ手たなくせに、本当に意地っ張りだな！

　いや確かに、気づかなかった俺も俺だ。

　あの時は、本当に勝負に熱中してたから気づかなかった。でも、今思えば妙みようだった。

　力りきみすぎてつんのめった、なんて。そんなの――あからさまに、不自然。

　全力で来ると思い込こんでいたから、俺が全く気づかなかっただけなのだ。唐沢の自作自演。俺に勝たせて、俺に高たか倉くらさんを預あずけて自分は引く、という前準備。だから勝負を焦あせり、俺を焚きつけ、これ以上は無理――と、手を引こうとした。

　……そんなの。俺は絶対、認めない。

「なあ唐沢。俺とお前の正々堂々は、そんなもんだったのか？」

　唐沢に言ってやる。畳たたみ掛かけろ、朝あさ井い正まさ也や。

「違ちがうだろ？　俺とお前で約束した正々堂々ってのは。お前も言ってたじゃないか。相手の心配なんかしないで、心置きなく本気でやって欲しい、って」

　そうとも。親の事情とかお前の事情とか、確かに色々ある。でも、俺に遠えん慮りよすることは無い。

　唐沢の表情が、歪ゆがむ。苦しそうに。

「俺な。今だから言うけど、お前の事少しだけすげぇって思う事があった。あの出し物会の前にさ。俺、ちょっと考え込んでただろ？　そこにお前、自分の事は気にするな、って言ってさ。本当はこう、俺の事なんか別にどうなってもいい筈はずなのに。……だからあれ、結構凄すごいって思ったんだよ。そうそう言えるものじゃない、って」

　勇ましく笑った時の、唐沢の表情を思い出す。俺が一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけ――唐沢に、人として見み惚とれた時。

「でもさ。それなら、俺だって同じだろ？　俺の事は気にするな。人の事情なんか気にせず、本気でやれっていうのは、俺も同じだ。……だからさ。あの勝負をもう一回、俺と本気でやろう、唐沢。今度こそきちんと、俺と勝負しようぜ。でないと、やっぱり俺も納得出来ないし。だから――」

「っ……！」

　そこまで伝えた所で、唐から沢さわが慌あわてて俺おれの腕うでを払った。駄だ目めか。まだ足りないか。そう思ったが、唐沢は俺に見えないよう、その表情を伏ふせ――

「……嫌いや、よ」

　唐沢の声が……お嬢じよう様が。そこで、揺ゆらいだ。

　……それは本当に、枯かれ木の枝のような弱さだった。普ふ段だんの唐沢なら絶対に見せないはずの、あいつが抱かかえている恐きよう怖ふか。今まで見えなかったそれが……顔を、見せる。

「そんなの、嫌よ。……だって。だって……！」

　唐沢が拳こぶしを震ふるわせ、それでもなお、抑おさえたように俯うつむき、喋しやべる。

「あんたの場合とは……だって、意味が違ちがうもの。あんたには、気にしなくていいって言えばいいだけよ。あんたにとっては、気持ちの問題だけだもの。でも、でもあたしの場合は……本気で、本当に、まずい。だって、だって……！」

　唐沢の声が掠かすれ、そこで消えた。後はただ、小さく震えるのみ。

　――その気持ちは、分かる。冬ふゆ野のさんから聞いた。

　誰だれかが消える。唐沢にとってそれは……何よりも、怖こわい事なのだろう。

　だけど。その心配は、俺に限っては必要ない。

　……なんでかって？

「唐沢。それなら安心しろ」

「……安心、ってあんた、人の気も事情も知らないで、そんな」

「あのな、唐沢。お前はまず、そこが間違ってると、俺は思う」

「……え？」

「よく考えてみろ唐沢。そもそも俺は、お前に心配されるような奴やつか？」

　俺が言い返すも、意味が分からない、という感じで唐沢が瞬まばたき。それを見て、小さく笑う。

「なあ唐沢。そりゃあ相手が高たか倉くらさんなら心配してもいいさ。友達だし、その……大切な人だし。でも……俺は、お前の友達じゃないだろう？　お前が言ってた通り、赤の他人。俺とお前は友達じゃなくて、ただ高倉さんを好きっていうだけ。だから唐沢は俺の心配なんかしないで、高倉さんにアタックしてればいい。そうだろう？」

「そ、そんなの、でも」

「でももちろん、簡単にはいかないぜ？　だって、俺が絶対に邪じや魔まするからだ。そう、必ず、お前の邪魔をするからだ」

　わざと繰くり返し、唐沢に伝える。

　……俺の言いたい事が、分かるか？

　俺はお前の邪魔をする。その意味が、伝わるか？

「いいか唐から沢さわ。これから先、たとえ何があったって、俺おれは必ずお前の邪じや魔まをする。そしてお前に必ず、俺の方が高たか倉くらさんに相応ふさわしいって認めさせてやる。それまでは何があったって、絶対、ぜええええええったい、お前の前から居なくなったりしない！」

　そこで言葉を切り、一度、唐沢の顔を見る。あいつは俺を見て、何でそこまでするの、という疑問の交まじった顔をしていた。

「変だと思うか？　でも、俺は普ふ通つうだと思うぜ。だって――」

　そこで、一いつ拍ぱくを置き。この台詞せりふだけは、唐沢をじっと見み据すえて言ってやろう。

　そう思い、唐沢を見つめ――




「お前は……俺のライバルだから。……そうだろう？」




　実は、ずっと考えていた。唐沢とは友達じゃない。じゃあ一体何なのか。

　どうして唐沢の事が、こんなにも気になるのか。

　……これが多分、今の俺には一番しっくりくる答えじゃないかと、思う。

「唐沢。お前は絶対に、俺が真っ正面から、正々堂々、完かん膚ぷ無なきまでに倒たおしてやる。そして俺の方が高倉さんに相応しいって事を、認めさせてやる」

　それは俺達があの日、ホテルの中庭で〝互たがいに〟誓ちかった言葉そのもの。
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「そして次こそお前が言った通り、正々堂々と、だ。……もしその勝負の邪じや魔まをする、お前の親みたいな奴やつがいるなら、その時は俺おれに言え。その時は、俺が全力でお前を守ってやる。お前が俺ときちんと勝負できる場所にまで、必ず連れ戻もどしてやる」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からない。そんな感じで、唐から沢さわが戸と惑まどう。

「俺の心配なんかしなくていい。俺はお前と決着をつけるまで勝手に転校したり、どっかに行ったりもしない。約束してやる。っていうか高たか倉くらさん的な意味でも約束する。大体さ、俺が高倉さんを放り出してどっかに行くと思うか？　幾いくら親にどう言われたって、この俺がだぞ？」

　そうとも。俺があの高倉さんを置いて？　どこかへ？　ありえないね。絶対に。

　唐沢が震ふるえる。信用ならない。そう無言で伝えている。でも、お前が信用ならないと言ってる相手はこの俺だぞ？　お前と大おお喧げん嘩かをして、一歩も引かなかったこの朝あさ井い正まさ也やその人だ。

「なあ唐沢。俺の事、お前はどう見るよ」

「……どう、って」

「図書室で本を奪うばい合って、箒ほうきでガチンコ対決した俺だぞ？　料理勝負だってあんなクソ不ま味ずい味み噌そ汁しる食って、それでも意地張って言い返す俺だぞ？　お前にあんだけガーガー言われて、足踏ふまれて、でも俺は一歩でも身を引いたか？」

　唐沢が、顔を上げる。

「唐沢の負けず嫌ぎらいは筋金入りだ。俺が認める。でもな、俺だってお前に負ける気は無い。少なくとも、勝負だけならお前と張り合える自信がある。そんな俺が相手だぞ？　そうさ、脅きよう迫はくぐらいで負ける訳が無い。お前が負けないなら、俺だって負ける訳がない。……だから、お前が俺の恋こい敵がたきとして居るなら、俺だって絶対お前の傍そばに居る。別に居たくて居る訳じゃ無いんだが、とりあえず、そう、仕方無く、やむを得ず、何があっても、だ」

　そこで、くすりと笑ってみせた。

　俺達は今、対等な立場にいる。そして、拳こぶしを交まじえる者同士。だから絶対、お前を置いてどこかに行ったりしない。絶対だ。だから――

「俺を信用しろって訳じゃ無くてさ。ライバル、っていう俺を信じろ。な？　……お前は頑がん張ばってると思うけど、でもな。俺だってその頑張ってるお前と張り合ってるんだぜ？　そこを――俺と交えた拳で、信用しろ。そしてしっかり、俺がお前に勝つのを見届けろ。な？」

　そう、唐沢に伝えた。

　そうして――互たがいに睨にらみ合うこと……十秒。面と向き合うあいつの顔を、じっと見る。

　本当か？　と唐沢が視線で聞いた。本当だ、と力強い瞳ひとみで返す。頼たのむ。通じろ。通じてくれ――唐沢。

　祈る俺の前で……唐沢が、何な故ぜか小さく鼻をすする。その目元にじわり、と涙なみだが浮うかび……って、

「おま、ちょ、泣くなああああ！　なんで泣くんだお前！　そこ泣く所じゃねーし！」

「だ、だって……あんた、結構それ卑ひ怯きよう、っていうか」

「だって本当の事だろ！　いや、やっぱ俺おれ、嫌いやなんだよ！　その、そういう中ちゆう途と半はん端ぱな勝負っていうかさ。つーか今だから言うけど、その、お前と色々やってるのも結構楽しかったっていうか……ああ、いやいや。そんな事は無い、無いぞ……っ！」

　しまった、何言ってんだ俺。というか唐から沢さわ、お前そこで泣くなよ頼たのむから……！

　確かに柄がらにもなく変な事を言った気はする。でも違ちがうのだ。そう、やっぱり俺は唐沢を倒たおさないと納得出来ない、っていうか。こういう理不ふ尽じんな事には頷うなずけないだけで。

　唐沢がぐすっ、と小さく鼻をすすって笑う。その笑え顔がおはお嬢じよう様のものじゃない。素で見せる、唐沢の微ほほ笑えみだ。

「――本当に。どっかに勝手に行ったり、しないわよね」

「おうよ。俺を甘あまく見るな、って言ったろ？」

「本当に本当……？」

「ああ。だ、だから泣くなって……か、かか、可愛かわいい顔が台無しだろが！」

　ちょっと涙なみだでぐしゃぐしゃすんな。頼むから。そういう戦法は苦にが手てなんだよ俺は。勘かん弁べんしてくれ、お願いだからそれだけは。

「……そう」

　そんな俺を見てか、唐沢が笑った。

　そこに、

「……もういいか。五分は過ぎたぞ」

　あいつが、声をかけてきた。一応ながら、俺達の別れを待っていたらしい。それはあいつの見せる余よ裕ゆうなのかもしれないが、でも。……その時間が、命取り。

　唐沢は薄うすく流していた涙を払はらい、息を吐はく。そして次に見た瞬しゆん間かん――

　いつもの、勝気な笑みを浮うかべた。

　今まで見せた涙は何ど処こへやら。もう既すでに、この瞬間から、俺と刃やいばを交まじえる敵同士。

「……ねえ、朝あさ井い」

「何だ？」

「今の話。一つだけ……訂正させて」

　何だ。まだ何かあるのか。

　そう思っていたら、あいつは力強く笑みを浮かべ。

「俺の勝ちを見届けろ、なんて台詞せりふはあたしに勝ってから言いなさい」

　……おぅ。何言うかと思ったら、今ここで突つっ込こむのはそこかよ、お前は。

「さっきはあんた、自分が勝つのが当たり前、みたいに言ってたけど。そんなの絶対許さない」

　あいつが言い返す。その姿はまさに、唐から沢さわ鈴すずそのもの。……こいつの、本質。

　そんな態度に、俺おれは勿もち論ろん。

「上等。いつでも来いよ」

　そう答えた俺に、あいつは薄うすく笑い。ポケットからそっと航空券を取り出し、

「ふんっ！」

　と。いつぞやのラブレターのように粉こな々ごなに破き、床ゆかに放り投げた。そして、

「五分、待ってて。お父とう様と、話をつけてくる」

　そう言い捨て、あいつの方に振ふり返った。

　その姿は――もう、見るまでもない。

　あいつなら大だい丈じよう夫ぶ。そう、小さな背中が無言で語る。

「頑がん張ばれよ。……負けんなよ」

　一応、その背中に最後のエールを送り届け。ついでにトン、と背中を軽く押おしてやった。

　唐沢は少しよろめき、ちょっと、と文句を言いつつ俺を睨にらむ。だが軽く笑い返してやると、唐沢は拳こぶしを握にぎって頷うなずき、あいつへと振ふり返った。

　あとは――もう、見るまでも無い。唐沢鈴は俺が知る限り、最悪にして最強の女の子。あいつに言葉で立ち向かう姿を見届けるのみだった。




　……全く。世話かけさせやがって。なあ？







　―― 終章 ――






　そして――、その事件から一日が経たち――




「お騒さわがせして大変申し訳ありませんでした。どうもお父とう様の手て違ちがいがあった模様で……」

　唐から沢さわは、実に何事も無かったかのように、しれっとした顔で教室へと戻もどってきた。あの時の情熱も涙なみだも何ど処こへやら、綺き麗れいなお嬢じよう様姿でご降こう臨りん。全くもってタフな奴やつだと改めて思う。

　もちろん周囲の連中の状じよう況きようなんて語るまでもなく。教室に現れた唐沢が挨あい拶さつした途と端たん『唐沢様ご帰き還かんなり』と段だん幕まくを張る勢いで喜んでいる。そんな具合に騒ぎ立てるクラスの前で、再度深々と頭を下げる唐沢様。まあ内心では『頭なんか下げなくてもこのクラスなら別に大だい丈じよう夫ぶだし』とか思っているかもしれないが。それはそれで……まあいいか。

「これからも、皆みな様さまと末すえ永ながくお付き合いできればと思います。……よろしく、お願いしますね？」

　可愛かわいらしい唐沢の、よくよく観察すればどう見ても狙ねらい通りの上うわ目め遣づかい。だがそんな態度に馬ば鹿かな連中はやっぱり「今のは俺おれを見たんだ」だの「俺に言ったんだよ」だのと争そう奪だつ戦せん。だが残念、あいつの心は高たか倉くらさんにしか傾かたむかない。

　何というかまあ、結局は元通り。……一言で言ってしまえば、たったそれだけなのだった。

　でもそれは、愛いとしの高倉さんの笑え顔がおを守ったという意味でもある。その意義はきっと大きく、あの事件の影響で高倉さんの俺に対する恋こい心ごころも……ち、ちょっとは芽生えたと信じたい。

　もっとも、その代だい償しようとして俺は見事にあいつを教室に連れ戻もどしてしまった訳だが……

　……今思えばどうして、あんな事をしたのか……正直、よく分からない。

　幾いくら高倉さんの為ためとはいえ、どう考えても失敗だ。自分でやっておいて何なんだが、どう考えても俺にはデメリットしか無いような……

　いやいや、でも、だぞ？　唐沢だってあの一件で、俺に感謝してない筈はずがない。もしかしたら少しぐらい、態度を軟なん化かさせて俺に優しくなる可能性だってある。それに期待は薄うすいが、今までよりは高倉さんとちょっと仲良くしてもいいわよ、ぐらいの譲じよう歩ほは……無いな。

　そう考えた俺の前で、誰だれかが大きく手を挙あげた。誰かと思えば大だい地ちのバカが立ち上がり――

「あの唐沢様！　質問です！　朝あさ井いとの勝負は結局どうなったんですか！」

　……その話かよ、と思わず唸うなる。

　唐沢との勝負は――結局、保留のままだ。もちろん、あの親しん睦ぼく会かいの勝負が正式なものでない以上、いずれは必ず唐沢と決着をつける。その為に、俺はあの唐沢をわざわざ呼び戻したのだ。……全く、我われながら難なん儀ぎな性格だと思う。

　だけど、次こそ真まっ向こう勝負で、今度こそ対等に。高たか倉くらいつみ争そう奪だつ戦せんで、俺おれが勝つ！

　……とはいえ。

「朝あさ井い様との勝負の件、ですか？」

　唐から沢さわが笑え顔がおのまま答え、うーん、と考え込こんだ。その様子はやはり、いつものお嬢じよう様のまま。

　――俺は結局、唐沢とあいつがどういう形で話をつけ、ここに戻もどってきたかを聞いていない。唐沢はそこに関しては何も答えず、ただ「大だい丈じよう夫ぶ」と言い切ったのみだった。……それを疑うのは野や暮ぼだろう。

　ただ唐沢曰いわく、お嬢様はまだ続ける事。それは強く言われたらしい。唐沢もそれは素直に飲んだらしく、今でも教室内ではお嬢様のまま。それなら、今は無難な答えをするに違ちがいない。

　……だよな？

　視線だけで唐沢にこっそり訴うつたえると、唐沢も俺に気づいたのか。にこりと微ほほ笑えみ、俺を見て。

「そちらの方は……ええ。朝井さんとは継けい続ぞくして、争うことになりました。今後とも、あの方とは敵同士として諍いさかう事になりそうです」

　予想通り。今までとは何の違いも……

　……って。あれ？

　えー……と。唐沢？

「ですよね、朝井さん？」

　唐沢が、やんわりと微笑みながら俺に声をかける。いや。よく見ると微び妙みように挑ちよう発はつめいている。

　って、ちょっと待て。そこは隠かくせよ。お前、表向きはまだお嬢様で通す……んだよな？

　唐沢に再度視線を送る。が、あいつは目で俺に聞き返した。『大丈夫なんでしょう？』と。

　……待て。もしかしてあいつ、お嬢様は続けるが……俺の心配だけはしなくていいと思ったのか？　だから教室でも遠えん慮りよ無しに、お嬢様のまま俺と敵対宣言して大丈夫と思ったのか？

　……まあ、それはある意味では俺への信しん頼らいとも取れる訳だが……

　でも、その。俺には一応、お前の親以外にもクラスの立場とか世せ間けん体ていとか、最低限のものがあって、そこまで表だってというのは正直、

「……朝井君はついに、唐沢様から正式に敵対宣言をされました……！」

　英えい子こさんがぼそり、と呟つぶやく。その言葉にクラスの半数ぐらいが一いつ斉せいに俺を睨にらんだ。ちょっと待てお前達。これは色々な意味でまずい気が。いや、例の親しん睦ぼく会かい以降、俺の評判は既すでに地に落ちて久しく、他のクラスからすらも既にマーキングされてはいるが、これはこれで……！

「これからも是ぜ非ひ、よろしくお願いしますね、朝井さん」

　追つい撃げきのように、公の場で俺に挨あい拶さつする唐沢。その笑顔は相変わらずお嬢様だが、どこか吹ふっ切れたような感じもあった。……本性だけは上う手まく隠かくしつつも、俺おれとの勝負はそれこそ表裏問わず全面的に挑いどむ、と言わんばかり。

　それは、つまり――

「くっ……！」

　思わず苦く悶もん。これは、つまり……俺は。もしかして。

　物もの凄すごく、危険な蓋ふたを開けてしまったのではないか？

　今までは本性の唐から沢さわだけが、俺の敵として立ちはだかっていた。教室での唐沢は、あくまで俺に好意的。お嬢じよう様の時には俺に全く触ふれてこない、ただの隣となり同士のクラスメイト。

　だが今度からは、そのお嬢様モードの唐沢すら――表の唐沢もまた、こうも堂々と俺に挑いどでくる、という事か。

　考えてみれば嘘うそと方ほう便べんが得意なお嬢様モードも、俺にとっては強敵だ。いや、むしろ嘘を自在に操あやつるこちらの方が手て強ごわいかもしれない。出会った時から俺はこのお嬢様かぶりに騙だまされ続け、更さらには……今見た通りクラスを扇せん動どうする力まで持っている。

　今まで、俺はあの本音モードこそ唐沢の本気だと思っていた。

　でも、本当は。唐沢は、まだ全力を出してはいなかった？

「くっ……！」

「どうかされましたか、朝あさ井いさん」

　壇だん上じようから響ひびく、唐沢の声。その内には何な故ぜか、余よ裕ゆうの気配すら滲にじんでいる。元通り？　今まで通り？　そんなのは俺の素敵な勘かん違ちがい。これからが……本当の。唐沢、鈴すず。

　……だけど。それで諦あきらめては、この朝井正まさ也やの名が廃すたるというもの。

　それに、唐沢が本気を出してこそ――本当の意味で、正々堂々。俺の敵に相応ふさわしい。

　そうさ。あいつがどんな手を使ってこようと、俺は必ずこの手で唐沢を倒たおし、高たか倉くらさんに告白する。

　必ず、あいつに認めさせてやるのだ。絶対に。俺の方が、高倉さんに相応しい、と。

　その為ために、俺は唐沢をこの場に連れ戻もどした。……あいつと、約束した。

　――なら、今は。

「……すいません。俺からも一言、いいですか？」

　そう断って席を立つ。周囲の生徒が俺に注視。その視線を浴びつつ、堂々と。

「分かりました、唐沢さん。その勝負、受けて立ちます。真っ正面から、やりましょう」

　逃にげも隠かくれもしないぜ俺は。そう暗あんに言葉に込こめて、お嬢様の唐沢に返事。周囲がおお、とどよめくが、そんな事は知った事じゃない。俺はただひたすら、唐沢を睨にらみつける。

　あいつはお嬢様のままだったが、皆の注意が逸それた瞬しゆん間かん。一瞬だけ俺を強きよう烈れつな眼がん光こうで睨み、その口元を薄うすく微ほほ笑えませ。そして――




「今度こそ……本気でやりましょう？」




　そう、続けた。

　……それは、あの時に見た夢の続き。同じフレーズ。一度は掠かすれて消えた筈はずの、彼かの女じよの台詞せりふ。

　唐から沢さわを見る。あいつは会心の笑えみを浮うかべて、俺おれの姿を見つめていた。心底から楽しんでいる。そんな、ある意味素敵な笑顔。

　……俺はもしかしたら、その一言が聞きたかったのかもしれない。だから、この場に連れ戻もどしたのかもしれない。今、そう思う。

　そんなあいつの態度に、俺もくすりと笑った。

　そうとも。今度こそ本気でやろう。もうお前に邪じや魔まはいない。遠えん慮りよは一切、必要無い。

　だから今日から、きっちりお前と仕切り直しと行こう、唐沢。

　俺とお前の、恋こいの戦いくさ。

　正々堂々、文句無しに――




　いざ、勝負。
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あとがき





　スポ根漫まん画がやバトル漫画の多くには、ライバルと呼ばれるヒロインとは別のキャラが登場します。大たい抵ていの場合、登場直後はツンケンしてたり非道な敵だったりするのですが、いつしか主人公達の優しさに感化され、気づけば「お前を倒たおすのはこの俺おれだ」とか言いつつちゃっかり味方になっていて「仕方ねぇなあ」的な……って、あれ？　こいつら実は仲良くない？　つーか普ふ通つうにツンデレじゃね？

　そんなに仲良しなら、いっそ女の子にすればイイジャナーイ！

　という所から、本書が完成したのでした。

　……こうして文面にすると、物もの凄すごく情けない気がしてくるのは何な故ぜでしょう……




　初めましての方は、初めまして。お久しぶりの方は、ご無ぶ沙さ汰たしております。時とき田た唯ゆいです。

　本作品はお嬢じよう様な女の子と阿あ呆ほうな主人公が、お互たがいにキャッキャウフフするラブコメ仕様になっています。たまに箒ほうきや剣けんを打ち合ったりしますが間ま違ちがってもヤンデレではなく、あくまでラブコメのつもりです。阿呆に阿呆を重ねてちょこっと真ま面じ目め、みたいな感じの萌もえ燃え作品仕様でお届け予定。楽しく騒さわがしくしていければなぁ、と思っております。

　ちなみに本書執しつ筆ぴつ中に往年の名作『トムとジェリー』をたまたま見たのですが、その途と中ちゆうで「これかもしれない」と思ったのはここだけの話。普段はいがみ合いつつ喧けん嘩かをし、でもいざという時には協力する。この物語はある意味、そんな話なのかもしれません。




　それでは最後に謝しや辞じを。まずは本作品の作成において、沢たく山さんのご指導をいただきました和わ田だ様。時田の想像を軽くブッ飛ばす指し摘てきの数々、そして萌え要素関連の発案等、本当にありがとうございます。

　また、素敵すぎるイラストを描かいてくださった作さく々さく様。可愛かわいいは正義の体現者とは、まさしくこの事でしょうか……っ！　感謝感激の極きわみです。

　その他、本書作成に当たってお世話になりました多くの方々。ならびに普段から時田唯を励はげましてくださるマイミク＆ネット＆リアルでお世話になっている皆みな様さま方。そして最後に、本書を手にとって頂きました読者様。皆様のおかげで時田唯は成り立っております。まだまだ実力不足ではありますが、頑がん張ばっていきますので、どうかよろしくお願いします。

　それでは、また。





時田　唯







時とき田た 唯ゆい

時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。物書き種ヒキコモリ科と思われ、近年ではパソコンを扱う知能がある事も判明した。が、一年の間にパソコンを二度も壊しており、物書き種として相性が良くないのでは？　との新説も提示されている。
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作さく々さく

こんにちわ！　０時になるとイラストレーターに変身する逆シンデレラこと作々です。最近の妙な口癖は「HOHOHO」、ローマ字表記が正式らしいです。仙人っぽい感じで会話のちょっとした間に入れると埋まったりして汎用性が高いです。








電撃文庫





恋敵ライパルはお嬢様じょうさま☆










時とき田た 唯ゆい
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